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			進化の実～知らないうちに勝ち組人生～⑥

			美紅

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・百足屋ユウコ＋しおざわりな（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			神無月華蓮と柊誠一

			嘲笑

			力の使い方

			友情

			克服？

			校内対抗戦、スタート

			校内対抗戦～ベアード～

			校内対抗戦～貴き血の王族対穢れた血の王族～

			校内対抗戦～学園最強対脳筋不良～

			校内対抗戦～兄弟の因縁の対決～

			エリートの先生対落ちこぼれの先生～圧倒～

			襲来

			絶望

			誠一の死？

			冥界

			再会

			両親

			生命力

			誠一のいない学園

		

	
		
			神無月華蓮と柊誠一

			　

			　私――――神かん無な月づき華か蓮れんは、恋をしている。

			　幼いころ、気の強かった私は、今とは違い髪も短く男っぽい格好で、他の女子が虐いじめられているのを助けたりしていたため、同い年の男子からよく虐いじめられていた。

			　私の家――――【神無月グループ】の名も、社会を知らない子どもたちの前では、無意味だったのだ。まあ、意味があっても、それでどうこうするつもりはなかったが。

			　そんな中、いつも通り虐いじめられていた女子を助け、私に虐いじめの矛先が向いたとき――――彼に出会った。

			「女の子イジメちゃダメだろ！」

			　その声の主は、今の私が恋い焦がれる相手――――柊ひいらぎ誠せい一いち君だった。

			　幼いころの誠一君も、高校のときと変わらず容姿のことで虐いじめられていたが、それでもご両親が健在だったこともあり、虐いじめで挫くじけることはなかった。

			　そんな、幼いころからいじめられっ子の誠一君は、何故か虐いじめられている私を庇かばったのだ。

			　このとき、私と誠一君はまだ、お互いの名前さえ知らない。しかも、私は誠一君が虐いじめられている場面に遭そう遇ぐうしても、女子の味方しかしていなかったので、見てみぬふりをしていたにもかかわらず、私を庇ってくれたのだ。

			　案の定、虐いじめの矛先は誠一君へと向かう。

			「気持ち悪いから話しかけてくんじゃねぇよ、バーカ」

			「はぁ!?　バカって言ったほうがバカなんですぅ！」

			「ウゼェな、ブサイクのくせに」

			「はぁ!?　ブサイクって言ったほうが――――あれ!?　本当じゃね!?」

			　昔はこんな調子だった誠一君。

			　虐いじめられているにもかかわらず、それを感じさせない態度。

			　だが、両親がお亡くなりになったことで、変わってしまった。

			　私が出会ったころの誠一君のご両親は、どこか大きくズレていたものの、虐いじめられている誠一君を精いっぱい支え、愛していたことが、他人である私にもよく伝わっていた。

			　そんなご両親に育てられたからこそ、誠一君はたとえ虐いじめられていたとしても、捻くれることなく育ったのだと思う。

			　男子たちは、誠一君へと暴行を加え始めた。

			「死ねよ、クソが」

			「ちょっ!?　イタい！　ぼーりょくはんたい！」

			「うるせーよ！」

			「ぐうぉっは!?」

			　殴る蹴けるの連続で、たちまち誠一君はボロ雑巾と化した。

			　私は、いくら気が強かったとはいえ、誠一君に対する男子たちの本気の暴行に怯え、止めることができなかった。

			　しばらくすると、男子たちは飽きたのか、つまらなさそうに誠一君を放置して去っていった。

			　そのときになって、ようやく動けるようになった私は、すぐに誠一君に駆け寄る。

			「だ、大丈夫!?」

			「へっ……お花畑が見えるぜ……」

			「そんな！　だ、誰か！　救急車を……！」

			「じょうだん！　じょうだんだから！　ふざけてゴメンナサイ！」

			「なっ!?　どうしてそんなことを!?」

			　少し語気を強めてそう訊きくと、誠一君は気まずそうに答えた。

			「……だって、怖かったんでしょ？　だから、安心できるようにって……」

			　ボロボロにもかかわらず、誠一君は私を安心させるために冗談を言ったのだ。

			　痛みに顔を歪めながら、起き上がる誠一君に私は思わず尋ねる。

			「どうして私を助けた？　君と私は初対面だろう？」

			「しょ、しょたいめん？　俺にはよく分からないけど、むずかしい言葉知ってるんだね」

			「真面目に答えてくれ」

			　私がそう言うと、誠一君はごく当たり前のことのように言った。

			「だって、女の子がこまってるんだもん。助けなきゃ」

			「は？」

			　私の口から、間抜けな声が漏れた。

			　すると、誠一君は言葉を続ける。

			「お父さんに、女の子は大切にしなきゃダメだって言われたからな！　もちろん、俺もそう思う」

			　誠一君は、そう言うとニコッと笑った。

			　今まで女として扱われなかった私は、誠一君の言葉に顔が熱くなり、思わず動揺が口に出た。

			「そ、そんな……私みたいなのが女の子だなんて……」

			「うーん……俺はかわいいと思うけどなぁ」

			　さらに追い打ちをかけるように、誠一君はそんなことを口にする。

			　その言葉に、さらに顔を赤く染める。

			「き、君は……ずいぶんとハッキリと言うんだね」

			「だって、お母さんが思ったことはハッキリ言わなきゃ伝わらないって言ってたよ？　相手を傷つける言葉はダメだけど、ほめたり、すごいと思ったことは、がまんせず口に出しなさいって！」

			　確かに、こうして面と向かって会話したのは初めてだったが、いじめられっ子という意味で有名だった誠一君を遠目で見る機会は何度もあった。そして、彼は虐いじめられるたび、止めてほしいと、我慢せずに口にしていた。

			　ただ、それがいじめっ子たちの嗜し虐ぎやく心を掻き立てていたので、どうしようもない。

			　他にも、特に何かしたわけでもないというのに誠一君は女子の間でも嫌われており、今のように真っ直ぐな言葉を女子に向けたところで、気持ち悪いと言われるのが関の山だった。

			　だが、私にとっては素直な気持ちを告げられたわけであり、父の付き合いで様々な大人たちの会話を聴いていた私からすると、その言葉は純粋に嬉しかった。

			　何より、誠一君の屈託のない笑顔がとても眩しかった。

			　それから、私は誠一君と行動を共にするようになった。

			　それは、今まで誠一君を無視してきたという罪悪感から逃れたいだけの、自己満足だったのかもしれない。

			　だが、気付けば誠一君の存在が私にとって、なくてはならないものへと変わっていた。

			　昔から飄ひよう々ひようとしていた翔しよう太たや、今と違って弱虫の賢けん治じといった、誠一君の幼おさな馴な染じみみたちとも知り合うことができた。

			　私に、数少ない同年代の友人ができたのだ。

			　それらはすべて、誠一君のおかげ。

			　誠一君に出会えたからこそ、今の私があると言ってもいい。

			　そんな幸せな中、私が誠一君をもっと好きになったある事件が起こった。

			　ちょうどそのころは世界中が不景気だったのだが、神無月グループはその状況を逆手にとって、業績を伸ばし続けていた。

			　すると、神無月グループによって、仕事を奪われたという者たちの復讐に巻き込まれ、私は誘拐された。

			　その場には、私以外にも誠一君や翔太たちがいたのだが、攫さらわれたのは私と翔太たちだけ。誠一君は、何故かその場に放置されたのだ。

			　そして私たちを誘拐した者たちは、身代金を要求した。

			　そのため、恨うらみからの犯行とはいえ、私たちの扱いはとても丁てい寧ねいであり、特に暴行を加えられることはなかった。

			　それでも、誘拐されたという事実に加え、犯人たちが銃を持っていたこともあって、賢治はずっと泣いていた。珍しいことに、このときは翔太も恐怖で泣いていたのだ。まあ、年齢を考えれば仕方のないことなのかもしれない。

			　私は決して泣くまいと思っていたが、内心はとても不安だった。

			　そんな不安な状態が、どれほど続いたことだろうか。

			　ずっと不安で、今すぐ家に帰りたい……と思ったときだった。

			「みんなああああああああああああ！　どこおおおおおおおおおおおおおお!?」

			　何と――――誠一君の声が聞こえたのだ。

			　どうやってこの場所まで辿たどり着いたのかは分からない。

			　それは誘拐犯たちも同じだったようで、数人の見張りを残すと、すぐに誠一君のところへ向かっていき、やがて誠一君を私たちの前に連れてきた。

			「おい……坊主、どうやってこの場所を？」

			「華蓮ちゃんのおじさんから聞いた！」

			「は？　おじさんだと？」

			「うん！　おじさんが電話してるのを聞いて！」

			　それを聞いて、私はすぐに納得した。

			　誘拐犯たちは身代金を要求し、受け取り場所を父に電話で伝えていたのだろう。

			　そして、神無月グループの情報力や探知能力をフルに使った結果、このアジトを見つけ出し、父にその場所を伝える場面を誠一君は見ていたのだろう。

			　何故、誠一君がそこにいたのか。それは、誠一君が一人残された後、すぐに父に私が誘拐されたことを伝え、そして、そのまま父と共に行動していたからなのだろう。

			　たとえそうだとしても、それでもまさか子どもが一人で来るとは……。

			「まあいい……で、何しに来た？　わざわざ捕まりにきたのか？」

			「違うよ！　みんなを返せ！」

			「何を言うかと思えば……坊主、俺たちも黙ってこいつらを帰してやるわけにはいかねぇんだわ」

			「そんなの知るか！　いいから返せよ！」

			　すると、誠一君は誘拐犯の一人に飛びかかった。

			　しかし、子どもが大人に敵うはずもなく、簡単に吹っ飛ばされる。

			「ぐほっ!?」

			「坊主……俺たちはなぁ、コイツの親のせいで、仕事も女房も娘も、失ったんだよ。分かるか？　小さな会社で、俺たちは必死に働きながらも、上司に恵まれず社内で無能として扱われていた……でも、それでも、俺たちの頑張りが形になって、誰かの役に立ってるんなら、表舞台に立てなくてもよかった。だが、神無月グループが俺たちの仕事を奪ったんだ。呆気なく会社はつぶれ、家族を養うだけの金もなく、女房や娘にも逃げられた……。しかも、それだけじゃねぇ、俺たちの成果を奪っていた上司のヤツら、どうしてアイツらだけ、その神無月グループに就職できるんだ？　俺たちは？　俺たちの頑張りはどうなったんだよ!?　何の苦労も知らねぇガキが、俺らの邪魔をしてんじゃねぇ！」

			　誘拐犯のリーダー格がそう言うと、周囲の者たちからも鼻をすする音が聞こえてきた。

			　甘い考えかもしれないが、私は彼らに同情した。

			　もし、今の話が本当なら、彼らを陥れたのは神無月グループではなく、その会社の上司ということになるのだが、もはや彼らにとっては、そんなことはどうでもいいのだろう。それに、そんな連中が父の会社に居座っているというのも納得できない。

			　そう思っていると、吹っ飛ばされた誠一君が、痛みをこらえながら立ち上がり、そして涙目になりながら叫んだ。

			「うるせぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇええええええええええええええええええええええええええ！」

			『!?』

			　まさか、逆ギレの如く誠一君が叫ぶと思っていなかった私たちは、全員目を丸くした。

			「俺を生んでくれた母さんたちには感謝してる！　感謝してるけど……俺を見てみろよ!?　どこに夢なんてある!?　将来なんてある!?　こんなにデブで臭くてブサイクで！　太りたくて太ってるワケじゃないのに……臭い体でいたいわけじゃないのに……！　それなのに、そのことでイジメられてる俺の気持ちが、分かるか!?　オジサンたちは結婚できたんだろ!?　仕事もできるんでしょ!?　ぜいたく言わないでよ！　俺は毎日生きるのに必死なんだよ!?　学校に行くのが怖い！　母さんたち以外の人と関わるのが怖い！　生きていることがとても辛つらい！　それでも、俺が死んじゃうと、父さんも母さんも悲しむから！　どんなに辛つらくても、頑張って生きてるんだよ！　それに比べて、オジサンたちはめぐまれてるんだよ!?　なんでそんなことが分からないの!?」

			「だ、だが……坊主はまだ子どもだし――――」

			「子どもだからなに!?　見て！　これでいきなりカッコよくなれると思う!?　将来が明るいと思う!?」

			「…………」

			「分かってたけど無言は辛つらいよ！」

			　誘拐犯たちは、ただただ圧倒された。

			　誠一君の口から語られる一つ一つの言葉が、彼らに重くのしかかったのだ。

			　確かに、彼らの今の状態は辛つらいものがあるかもしれない。

			　だが、誠一君は、もうずっと何年も、それ以上の辛つらさと正面から戦い続けてきたのだ。

			　誘拐犯たちは、完全に誠一君に同情していた。

			「坊主……お前も苦労してるんだな……」

			「元気出せよ……人生、何があるのか分からねぇんだからさ……な？」

			「ほら、アメちゃんやるから……」

			　むしろ、全力で慰めてた。

			　誠一君は、決して勉強ができるわけじゃない。運動なんてもってのほかだ。

			　何より残ざん酷こくなのは、この世の中は、そのほとんどの評価が、第一印象で決定してしまうということだ。

			　誠一君の容姿は、世間一般的に見て、とても醜みにくいものらしい。私からすると、愛嬌のある姿なのだが。

			　誠一君が、人並みの幸せを得るには、それこそ生まれ変わるくらいしなければダメらしい。

			　だからこそ、誠一君の言う通り、誰の目から見ても誠一君の未来は暗かった。

			「坊主……俺はとんでもねぇことをしちまった……それでも、大丈夫かな……？」

			「大丈夫だよ。だって、俺以外に誰も痛い思いしてないもん。それに、悪いって思ったなら、ごめんなさいすればいいじゃないか」

			「……そうか……そうだよな」

			　こうして、私たちは無事に解放されることになり、誘拐犯たちは自首することになった。

			　誠一君は私たちのことをとても心配していた。

			　翔太たちは、泣き疲れたのか、眠ってしまっている。

			「みんな大丈夫!?　どこもケガしてない!?」

			「大丈夫だよ。それにしても、誠一君……君はとても無茶をするね」

			　思わず苦笑いでそう言うと、誠一君は私の顔をじっと見た。

			　そして――――。

			「ごめん、怖かったよね。でも……大丈夫だから」

			「あ――――」

			「よしよし」

			　誠一君は、私を軽く抱き寄せ、頭を撫なでた。

			　大きな体に包まれ、私は大きな安心感を得た。

			　すると、今まで我慢してきたものが一気にあふれ出て、とうとう私は泣き出してしまった。

			「う……ぅ……うわあああああああああああああああああああああああああ！　こ、怖かったあああああああああああああああああ！」

			「うん、うん」

			「ど、どうなっちゃうのかって……ひっ……お、思って……」

			「大丈夫。大丈夫だよ」

			　誠一君は、私が泣き止むまで優しく撫なで続けてくれた。

			　彼の胸に顔を埋めていると、彼の匂いが胸いっぱいに広がった。

			「すー……誠一君の匂いだ……」

			「え!?　ごめん、臭い!?　って、抱き着いてごめんなさい!?」

			　急に距離を置こうとする誠一君を力いっぱい抱き寄せ、私は彼の匂いを堪能した。

			「全然……君の匂いが、私は好きだ」

			「……華蓮ちゃんて……お鼻大丈夫？」

			「失礼な。君は、自分で臭いと認めてるようなものだぞ？」

			「うん、言ってて泣きたくなってきた」

			　そんな何気ないやり取りに、私は思わず笑顔を浮かべるのだった。

			　周りの人は、誠一君のことを酷ひどく言うかもしれない。

			　それでも、私にとって誠一君は、自分の素をさらけ出せて、一緒にいて楽しく、安心できる存在だった。

			　そのことを、この出来事を経て強く実感し――――彼のことが好きになった。

			　彼の隣で、いつまでも一緒に笑っていたい。

			　そう、思える相手になったのだ。

			　――――その後、誘拐犯たちが起訴されることはなかった。

			　なぜなら、事情を聴いた私の父が、彼らの元上司を徹底的に調べ上げ、裏を取り、彼らの言葉が真実だったことを確認して、彼らを庇い、引き取ったからだ。

			　新しい職場でも部下たちに嫌がらせをしていた元上司たちはすべて解雇され、誘拐犯たちは今も神無月グループで活躍している。

			　それにしても、解放されたころには誘拐犯たちのアジトを囲むように警察が来ていて、外に出た瞬間父に抱きしめられたのにはビックリした。誠一君は知らないだろうが、この一件で父は誠一君にすごく恩義を感じていたりする。誠一君は恐縮してしまうだろうから、私も父も口にはしないが。

			　そして、誘拐犯だった彼らに当時のことを訊きいたとき、彼らは笑顔で同じことを答えた。

			『俺たちより辛つらい思いをしてる坊主に叱られたからこそ、今の俺たちがある』

			　誠一君と彼らの出会いが、結果的に彼らを笑顔にしたのだ。

			　だから、そんな誠一君を笑顔にしたい。

			　私は誠一君を好きになると同時に、そう決意したのだった。

		

	
		
			嘲笑

			　

			　学園街での休日を楽しんだ翌朝。身支度を整えた俺は、女子寮の近くでオリガちゃんと合流し、すぐに職員室へと向かうと、そこにはベアトリスさんの姿しかなかった。

			「おはようございます、ベアトリスさん」

			「……おはようございます」

			「あ、おはようございます、誠一さん、オリガちゃん」

			「あの……他の先生方は？」

			「皆さん、もう教室へと向かわれましたよ」

			「え!?　俺、もしかして遅刻ですか？」

			　時間を確認して寮を出たはずなのだが、まさか遅刻していたのだろうか？

			　急に不安になると、ベアトリスさんは笑いながら教えてくれた。

			「大丈夫ですよ。ただ、この時期はどの教室でも朝早くから特訓を行っているので」

			「特訓ですか……いったい何の？」

			「この時期、様々な行事のため、とにかく学校全体が慌ただしくなるんです。一番近い行事でいうと、校内対抗戦があります。ですから、どのクラスも勝ち残るために、みな特訓を始めるんです」

			「へ!?　それじゃあ俺たちのクラスも特訓したほうがよくないですか!?」

			「そうなのですが、新しく誠一さんたちが来てくださったことで、そちらまで手が回らなかったのです……すみません」

			「いや、こちらこそすみません！　そんな大変な時期に来てしまって！」

			「大丈夫ですよ。すべては学園長が悪いのですから」

			　ベアトリスさんは、とてもいい笑顔でそう言い切った。ゴメン、バーナさん。たぶんそのうちいろいろと言われると思う。

			「ですが、少しでもいい成績を残せるように、私たちも頑張らないといけませんね。どうしますか？　明日からでも特訓を始めますか？」

			「そうですね……こういうことは早いに越したことはないので、そうしましょう」

			「では、今日のホームルームでそう連絡しましょう」

			　そう言うと、ベアトリスさんは手元の資料をまとめ始めた。

			「あの……それは何ですか？」

			「これですか？　これはＦクラス個別の勉強用プリントです」

			「へ？」

			「先ほど言ったように、この時期は本当に慌ただしく、校内対抗戦が終わると、すぐに定期試験が行われるのです」

			「え？　でもこの前、答案用紙を返却してませんでしたっけ？」

			「あれは授業内テストです。Ｆクラスは、個性的な子が多いですから……」

			　そう言ってベアトリスさんは、遠い目をした。うん、主にアグノスとレオン……というか、この二人だけだけど。

			　……って、この二人だけじゃねぇわ！　サリアたちはどうすんだ!?　勉強なんてしたことねぇだろ!?　特にルルネが心配すぎる……！

			「あの……サリアたちはどうなるんでしょうか？」

			「その件ですが、今回のテスト、サリアさんたちは免除されるので、安心してください」

			「そうですか……それより、個人に合わせたプリントって言ってましたけど……」

			「はい。それぞれの苦手なところをまとめたものと、得意なところの応用をまとめたプリントを用意して、毎回配っているんですよ」

			「……」

			　俺はベアトリスさんの仕事を素直にすごいと思った。

			　人数が少ないからってのもあるかもしれないが、こうして生徒一人ひとりに合わせたプリントを作ってくれる先生なんて、地球でもあまりいないだろう。

			　というより、何気なく会話してて気付いたが、いつの間にか試験を受ける側から受けさせる側になっていたんだな……何というか、俺が試験を作るわけじゃないけど、テストに苦しむ皆を見るというのは……いかん、ちょっとおもしろいぞ。

			　なんか知ってはいけない自分の一面が垣間見えてきたところで、ベアトリスさんが資料をまとめ終えた。

			「すみません、お待たせしました。それでは、行きましょう」

			「はい！」

			「……ん」

			　ベアトリスさんの頑張りにも応えられるようにしないとな。

			　そう思いながらＦクラスの教室に向かっていると、向かい側からおそらく校内対抗戦に向けての訓練を終えた生徒と教師らしき集団がやって来た。

			　俺たちは壁際に避けて相手が通り過ぎるのを待つ。しかし、相手側の教師が俺たちの前で立ち止まった。

			　相手側の教師は、肩の上あたりで切りそろえられたサラサラの薄い黄土色の髪に、同じ色の瞳ひとみ。イケメンだと思うけど、ニタニタと笑っている姿がどうも気になる。ブルードとかは、ただイケメンだなぁ、くらいで終わるのだが、この人はすごく厭いや味みったらしく感じる。

			　豪華な装飾の施された赤いマントを羽織っており、その下には軍服らしきものを着ている。……あれ？　この軍服、どこかで見たことあるような……ああ、王都テルベールにいたころ、ルルネとデートしたときに参加した大食い大会でカイゼル帝国から来ていたソシャーク選手が着ていたものと同じだからか。

			　ということは、この先生はカイゼル帝国出身なのかな？

			　ふとそんなことを考えていると、相手の先生は笑みを深めた。

			「おやおや、誰かと思えば……無能集団に夢見ているベアトリス先生ではないですか」

			　え、なに？　この無駄に説明口調な人。

			「……おはようございます、クリフ先生。お言葉ですが、彼らは決して無能などではありません。訂正してください」

			　すると、ベアトリスさんは少し表情を歪め、毅然とした態度でそう言い切った。

			　しかし、相手はそんな様子を無視してベアトリスさんに近づく。

			「やれやれ……貴女も頑固なお人だ。無能を無能と呼んで何が悪いのです？　そんな無能など放っておいて……どうです？　今夜、一緒にお食事でも……」

			「お断りします」

			「……なるほど……貴女をそこまでさせるＦクラスは、私が知らないだけで、とても優秀なのでしょうねぇ。これは次の校内対抗戦や定期試験で、さぞいい結果を出されるのでしょう」

			「っ！」

			　そう相手の先生が言った瞬間、少し離れた位置で待機していた生徒たちがクスクスと笑い始めた。

			　つか、ベアトリスさん、教員同士の食事に憧れてるって言ってたけど、やっぱり女性としては誘われるのね。そりゃあ美人だし、当たり前か。これまでも何度か誘われてそうだけど、相手のことを考えると……うん、だいたい相手の性格が原因で断ってる気がするね！

			　そんな中、相手の先生は悔しそうに唇を噛むベアトリスさんの顎あごに指を添え、顔を上げさせた。これ、いわゆる顎クイってヤツじゃね？　だいぶ前に地球で流は行やってたやつ。

			「無能に夢を見ていられるのも今のうちですよ？　すぐ、貴女は現実を見ることに――――」

			「あの……その手いります？」

			「誠一さん!?」

			　俺は、思わず相手の先生の手を掴み、ベアトリスさんから引き離してしまった。

			　すると、一瞬驚いた表情を浮かべた後、すぐに先生が睨にらみつけてきた。

			「誰だ？　貴様……この私がカイゼル帝国の貴族と知っての狼藉か？」

			「いや、知るわけないじゃないですか。俺、初対面なんですけど……」

			　あ、もしかして、俺が知らないだけでスゲェ有名人だったりするのかな？　というか、カイゼル帝国出身ってのは当たってたみたいだな。

			　まあ、そんなことはどうでもいいとして……。

			「話すのに、わざわざ相手の顎に指添える必要あります？」

			「……ぷっ」

			　隣から小さく噴き出す声が聞こえたので、思わず視線を向けると、オリガちゃんが両手で口元を押さえ、プルプルと震えていた。

			　俺の指摘に対し、相手の先生は顔を真っ赤にした。

			　だが、すぐに落ち着きを取り戻すと、傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度で言い放った。

			「フッ……少々熱くなりすぎたようですね。それにしても……嫉しつ妬ととは醜みにくいですねぇ。いくら君の顔が醜みにくいからといって、私の行動に文句を言うのはおかしいのでは？」

			「……ぷぷっ」

			　オリガちゃん、笑うの堪えられてないよ。

			「いやいやいや、普通に考えて貴方のほうがおかしいでしょう？」

			　え、俺間違ったこと言ってる？　いきなり壁ドンみたいなことをして、顎クイしてくるのっておかしいよね？

			　ただしイケメンに限るって言うなら、翔太とか、それこそブルードとかがやってこそだと思うんだけど……。

			「取りあえず、貴方が顎クイするのはナイ」

			「なっ!?」

			「……もう……無理……」

			　思わず思ったことを口にしてしまうと、ついにオリガちゃんは我慢できなくなったのか、地面をペシペシと叩き始めた。反応が可愛かわいいなぁ。でも、失礼だからやめなさい。

			「何を訳の分からないこと……！　そう言う貴様は、いったい誰なんだ!?」

			「あ、その……彼は、現在Ｆクラスの担任をしている誠一さんです」

			「何？　……ああ、コイツが学園長の言ってた新しい先生の一人ですか……」

			　ベアトリスさんからそう紹介されると、上から下までジロジロと見られた後、鼻で笑われた。

			「ハッ。こんなみすぼらしい者が教師とは……この学園も落ちるところまで落ちたようですね」

			　みすぼらしいだろうか？　俺の格好……これ、一番ランクの高い装備品なんですけど……。

			　俺のスキル『千里眼』が発動した様子もないので、相手は俺の服装に『鑑かん定てい』は使ってないということになる。使えないのかな？　『鑑かん定てい』のスキル。それとも、使うまでもないってことなんだろうか？

			「校内対抗戦……今年は去年よりもより楽に倒すことが出来そうですねぇ。いや、それ以前に出場できるかどうかすら怪しいのではないですか？　何といっても、出場するだけで恥を晒さらすことになるのですから！」

			　そう言うと、周りの生徒たちはいっせいに笑い始めた。

			「……」

			「フン、何も言い返せませんよねぇ？　事実なんですから。……おっと、ついつい話し込んでしまいましたね。それでは、私はこれで失礼させてもらいますよ。何といっても、私たちは貴方たちと違って、忙しいのでね」

			　言いたいことはもうないのか、満足した様子で先生は自分のクラスの生徒を引き連れて帰って行った。

			　その生徒たちの中で、どこかブルードに似た金髪の生徒が、何故か俺のことを激しく睨にらみつけていた。よく分からない。俺、何かしたっけ？

			　そんなことを考えていると、ベアトリスさんが申し訳なさそうに言った。

			「すみません……その、助けていただき、ありがとうございました」

			「あ、いえ、気にしないでください。普通に相手の行動が意味分からなかったので。それと、あの人誰ですか？」

			「あの人は、成績上位者のみ集められるＳクラスの担任、クリフ先生です。本当にすみません……誠一さんにまで、不快な思いをさせてしまい……」

			「全然大丈夫ですよ。あ、俺たちも教室に行きましょうか。そろそろホームルームの時間ですよね？」

			「え？」

			「へ？」

			　何故か、ベアトリスさんは驚いた表情で俺のことを見てきた。

			「あの……それだけですか？　あれだけバカにされたんですよ？」

			「？　それが何か？」

			「……悔しくないんですか!?　私のことはどれだけバカにしても構いません。ですが……Ｆクラスのみんなをバカにするのだけは許せません……！」

			「悔しいも何も、関係ないじゃないですか」

			「へ？」

			「俺たちはＦクラスのみんなが優秀であることを知っていて、クリフ先生はＦクラスが優秀であることを知らない。ただ、それだけですよ」

			「でも……！」

			「いいじゃないですか。そもそもＳクラスやクリフ先生には興味もないですし、その興味のないモノに思考を割くのが勿体ないですもん。俺は、Ｆクラスのみんなが強くなるようにするだけです」

			「……」

			　俺の言葉に、ベアトリスさんは唖あ然ぜんとしていた。

			「人の評価を気にするなとは言いませんよ。評価されることも大切ですから。でも、いちいちバカにしてきた相手を丁てい寧ねいに対応するほど俺は大人じゃないですし、何より面倒くさい」

			「……一人で勝手に騒いでたね」

			　オリガちゃんが、ボソッとそう言った。

			「まあそんなわけで、俺たちはＦクラスのみんなに全力でぶつかればいいんじゃないですか？　あ、なんか分かりきったようなことを言ってすみません……」

			「いえ……そう、ですね。私たちは、私たちにできることをするだけですね」

			「ええ。大丈夫ですよ、ベアトリスさん。Ｆクラスのみんなはきっと、想いに応えてくれるはずです」

			「……はい！」

			　そんな会話をしながら、俺たちは教室へと再び歩き始めた。

			　しかし、気が緩ゆるんでいた俺たちは、そのとき近くで聞き耳を立てていた存在がいたことに気付かなかった。

		

	
		
			力の使い方

			　

			　教室に移動した後、ベアトリスさんに手伝ってもらいながら何とかホームルームを終えた俺は、ベアトリスさんが座学を教えるのを見ていた。

			　ちなみに、アルは他のクラスで授業があるらしいので、今日はＦクラスにいない。アルの教師姿、見てみたいな。
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			　ベアトリスさんの授業はとても分かりやすく、勉強が苦手そうなアグノスも、ベアトリスさんが彼の好きなものを話に交えながら教えることで、集中力を持続させられていた。

			　それに、何というか……授業をしているときのベアトリスさんは、すごく生き生きとしていて、この人はこの教師という職業が本当に楽しくて、好きなのだろうと見ている俺も感じることができた。

			　やっぱり、先生はしかめっ面してるより、楽しそうにしてくれてたほうが、授業を受ける側も気持ち的に楽だよな。まあ、これは人それぞれなのかもしれないけど。

			　そんなこんなで座学を終えた後、サリアたちと昼食を終え、午後からは俺が闘技場で、魔法を教えることになった。

			　闘技場に行くと、幸いなことに、俺たちの他に人影がない。やった、貸し切りだぜ。

			　みんな集まったことを確認し、口を開こうとしたが、そこでふと気付いた。

			　やはりというか、全員の目には諦あきらめが浮かんでおり、ベアトリスさんでさえ、不安そうな表情を浮かべていた。うーん、こればっかりはなぁ……。

			　うん、何とかなるだろ！

			「じゃあ、アグノス。『ファイア』の呪文を唱えてくれ」

			「いきなりっスか!?　なんか、こう……難しい話とかはないんスか？」

			「ない」

			「マジッすか!?」

			「逆に訊きくけど、難しい話をしてほしいわけ？」

			「遠慮します！」

			「素直でよろしい」

			「でも……いったい、何を根拠に……」

			「なんとなく」

			「なんとなく!?」

			　スキルで魔法を使えるようにするとか言っても信じられないだろうし。まあ、やれば分かることだしな。

			　疑いタップリの目を向けてきながらも、俺がやるように促すとアグノスは片手を前に突き出し、言われた通り『ファイア』の呪文を唱えた。

			　ちなみに、アグノスは火属性に特化しており、他の属性は使えない。

			「『ファイア』！　ほら、やっぱり――――できたよ」

			「「「!?」」」

			　アグノスの掌の上には、炎の塊が浮いていた。

			　その光景を見て、サリアとルルネ、それと表情が分からないベアード以外の全員が、目玉が飛び出しそうなほど驚いた。あ、何気にオリガちゃんの前で『指導』スキルを使うのは初めてだったな。

			「な？　できただろ？」

			「いやいやいやいや、マジで!?　マジで魔法使えてる!?　この俺が!?」

			「そう、アグノスが」

			「――――兄貴、どんな魔法使ったんスか!?」

			「火属性の魔法」

			「そうじゃなくて!?　どんな魔法を使えば俺が魔法を使えるようになるんスか!?」

			　魔法を使えるようにする魔法って、なんかおもしろいな。実際はスキルだけど。

			「細かいことは気にするな。ほら、せっかくだから『ファイアウォール』も使ってみな」

			「えええっ!?　いやっ、さすがに中級魔法の『ファイアウォール』は無理じゃ――――って、できたよ」

			　アグノスが、会話のなかとはいえ『ファイアウォール』と唱えた瞬間、彼の掌にあった炎が地面に飛び移り、そこから視界いっぱいに広がる炎の壁が出現した。

			「俺の体どうした!?　これ、本当に俺の体かよ!?」

			「……落ち着け、そのダサい髪型はどこからどう見ても貴様だろう」

			「ハッ!?　本当だ!?　ってダサくねぇよ！」

			　少し冷静さを取り戻したブルードに指摘され、アグノスは自分の髪を触りながら驚いた。

			「俺にこんな力が……俺ってすげぇぇぇぇぇぇええええええええええっ！」

			「バカか、誠一先生の力だろうが」

			「あ、ハイ」

			「いや、そんなことないよ。俺は、ただキッカケを与えただけだから」

			　そう、本当にキッカケを与えただけなのだ。

			　俺は、アグノスたちが元から持っていた才能を、ただ使えるようにしただけ。

			「さて、これで信じてもらえただろう。じゃあ……みんなも魔法を使ってみようか？」

			　俺がそう言うと、呆然としていたみんなは、目を輝かせるのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　その後、無事みんな魔法を使えるようになった。

			　アグノスは火属性で、ブルードは水属性と氷属性、ベアードは土属性。

			　ヘレンは火属性と土属性、レイチェルは光属性、イレーネは闇やみ属性、そしてフローラは風属性と雷属性を発現させた。

			「……この俺が、魔法を使う日が来るとはな……」

			『誠一先生はすごいな』

			「……強い上に、こんな簡単に魔法を使えるようにするなんて、どんな化物よ……」

			「誠一先生はすごい人だったんですねぇ～」

			「フ……フフフ……フフフフフ。これで、私の欠点はなくなりました！　パーフェクツ！　ビューティフォー！　完全無欠、最強のイレーネ・プライムが完成しましたっ！」

			「おお!?　ボク二つも属性があるの!?　すごくない!?　ねぇ、これってすごくない!?」

			　みんな、俺が教えた魔法をどんどん使いだしている。

			　俺のように、アホみたいな規模ではないモノの、たった数分で最上級魔法まで使えるようになったのだ。

			　アルに魔法を教えたときにも起きた現象だが、教える相手の属性に合わせれば、俺が覚えている魔法ならいくらでも簡単に使えるようにできちゃうのだ。

			　……これさ、簡単に使えるようにしてるけど、どっかの国とかに目をつけられたら、厄やつ介かいなことになるよな。なんせ、最上級魔法を使える魔法使いを、インスタントラーメンより簡単にたくさん生み出せちゃうわけだから、戦争とかに使われないわけがないよね。主にカイゼル帝国とかカイゼル帝国とかカイゼル帝国とか……うん、カイゼル帝国とか。

			　まあ、向こうから手を出してくるなら、そりゃ全力でお相手しますけどね？

			　一人黒い笑みを浮かべていると、未だに呆然としていたベアトリスさんが小さく呟つぶやいた。

			「…………私は、夢でも見ているのでしょうか…………」

			「え？」

			「誠一さん……貴方はどれだけすごいことをしたのか、分かってますか？」

			「えっと……微妙です」

			「……今まで魔法を使えなかった生徒たちが、魔法を使えるようになったのですよ？　私がどれだけ頑張ってもできなかったことを、こんなに簡単に……」

			　そう言うと、ベアトリスさんは涙を流し始めた。って、泣き出した!?　これ、完全に俺のせいだよね!?

			　そりゃそうか！　自分ができなかったことをアッサリやられたわけだからな！　ちょっとは気を利かせろよ、過去の俺！　今の俺が困るだろうが！

			　思わずオロオロとしていると、ベアトリスさんは涙を拭き、少し笑いながら言った。

			「す、すみません……嬉しくて、つい……」

			「え!?　嬉しいんですか!?　怒ってません？」

			「？　何故怒る必要があるのですか？　生徒たちの未来が、これで明るくなったんですよ？　怒る要素も、悲しむ要素もないじゃないですか」

			　そう言うと、ベアトリスさんは眩しい笑顔を浮かべた。

			　なに!?　この先生！　いい人すぎる！　誰だよ、あの廊下でベアトリスさんに顎あごクイしたヤツ！　もう名前忘れたけど、なにそんなヤツにこんないい人の体を触れさせてんだ、過去の俺！　不甲斐ねぇな！　阻そ止ししろよ！　結局俺のことだけどね！

			　あのときは気にも留めなかったが、今になって殴っとけばよかったかな？　と思ってしまったのだった。

			「……誠一お兄ちゃん、すごい……」

			「でしょー？　誠一ってすごいよね！」

			「さすが私の主様です！」

			　サリアたちも、俺のことを褒ほめてくれた。……ヤバイ、嬉しい。

			　あまり褒ほめられ慣れてないので、少し照れてしまったが、すぐに気を引き締めると一人の生徒に視線を向けた。

			「レオン」

			「ひっ!?」

			　名前を呼んだだけなのだが、レオンは酷ひどく怯えた様子を見せ、謝罪の言葉を口にし始めた。

			「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

			　頭を抱え蹲うずくまるレオンの様子を見て、俺はすぐに駆け寄った。

			　ベアトリスさんも、レオンの異常を察知し、駆け寄って来る。

			「おい、大丈夫か？　そんなに怖がらなくても……」

			　もしかして、俺が怖がられてる？　何もしてないのに？　それはさすがに傷ついちゃうよ？　化物みたいなステータスでも、心はシャボン玉だからね？　だからお願いしますよ、俺の体さん。斜め上に進化しないでください。

			　俺が声をかけると、レオンは怯えを強め、さらに言葉の内容を悪化させた。

			「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい！　もう二度と魔法は使いません！　使わないから、もう暴力を振るわないで……！　嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ……もう痛いのは――――」

			「!?」

			「レオン君!?」

			　そこまで言いかけて、レオンは突然気を失った。

			「レオン!?　しっかりしろ！　どうした!?　もしかして俺怖い!?　そんな凶悪な顔してた!?　フードで見えないと思ったんだけどさ!?」

			「誠一さんも落ち着いてください！　私は取りあえず、レオン君を保健室に連れて行きますので、他の生徒たちをお願いします」

			「わ、分かりました」

			　本当なら、男の俺がレオンを連れて行くべきなのだろうが、レオンが目を覚ましても、そのとき使い物にならないであろう俺が行くよりは、安心できるベアトリスさんがいたほうがいいだろう。

			　小柄なレオンといえども、男なので重いのでは？　と思っていたのだが、ベアトリスさんは軽々とレオンをお姫様抱っこして連れて行った。……ベアトリスさんがお姫様抱っこしてるのはすごい違和感だが、抱っこされてるレオンは違和感ねぇぞ。

			　そんなことを考えていると、サリアたちが俺のもとに来た。

			「誠一、どうしたの？　レオン君は大丈夫？」

			「ああ……ベアトリスさんがついてるから大丈夫だと思うけど……」

			「兄貴！　レオンのヤツ、どうしたんですか!?」

			　サリアと話していると、レオンが倒れる様子を見ていた他の生徒も駆け寄ってきた。

			「いや、俺にも何が何だか……」

			「フン。おそらく、何かしらのトラウマが蘇ったのだろう」

			「え？」

			　腕を組んで、相変わらず優雅な態度のブルードがそう言った。

			「先ほどの会話を聴いていると、レオンは『もう二度と魔法は使わない』と言っていた。つまり、レオンは元々魔法が使えたということだ。そして何より、『暴力を振るわないで』と言っていた。……何があったのか分からないが、それでもアイツにとって魔法がトラウマなのは間違いないだろうな」

			「……」

			　あまりにも冷静な分析をするブルードに、呆気にとられる。ホント、この人優秀すぎない？　それとも俺がバカなだけ？　あ、そんな気がしてきた。

			「それで？　誠一先生、これからどうするのだ？」

			「どうするって言われてもなぁ……取りあえず、ベアトリスさんが帰ってくるまでは、せっかくだから好きに魔法を使ってみれば――――」

			　そこまで言いかけた瞬間だった。

			「おや？　これはこれは！　無能集団のＦクラスではないですか！」

			「あ」

			　何と、朝ベアトリスさんに絡んできたあの男が、生徒を引き連れてやって来たのだ。

			「アナタは！　……あ、えっと……あー……うん。……何の用ですか？」

			「この私の名前を忘れたのか!?」

			「すみません……興味がなくて……」

			「興味がない!?」

			「……ぷっ」

			　あ、思わず口に出ちゃったよ。いやぁ、失敗失敗。だから、オリガちゃんは笑わないの！

			　そんな俺の態度にこめかみをヒクつかせる先生。ホント、名前なんだっけ？　完全記憶さん、仕事を……いや、この人の名前はそこまで重要でもないか。そもそも、自己紹介されてないはず。たぶん。

			「ふ……ふふふふ……無能集団の教師は、所しよ詮せん無能というわけか……いいだろう。教えてやろうじゃないか……私はクリフ・ボルド！　カイゼル帝国の侯爵だぞ、頭が高い！」

			「はぁ。そりゃあ俺のほうが身長高いですからね」

			「……ぷふっ」

			　進化の実のおかげで、今の俺はモデルのような身長と体格を手に入れていたため、結構背が高い。嬉しい限りだな。でもそのことを言ってるんじゃないのは、俺でも分かる。なに、俺のお茶目よ。それと、オリガちゃん。俺の服の裾を掴むのはいいけど、堪えられてないよ。むしろ吹き出しちゃってるよ。

			「貴様ぁ……！　無能の分際で、この俺をバカにするなど……！」

			「オウオウ、いきなりやってきてよぉ、人のことを無能呼ばわりとはいい度胸じゃねぇか、アァン!?」

			　すると、今まで黙って見ていたアグノスがとうとう我慢できずにそう口を出した。

			　しかし、相手の生徒たちからも、何やら取り巻きを引き連れた、どこかブルードに似ている男子生徒が姿を現した。

			「無能を無能と呼んで何が悪い？　ああ、そんなことも分からないのだな。無能だから仕方がないな」

			「んだとゴラァ!?」

			「おお、人語すら解さない野蛮なヤツめ。こんな連中を相手にしている担任や副担も相当な無能だな」

			「テメェ……兄貴やベアトリスの姐さんをバカにすんじゃねぇ……！」

			「アグノス、やめろ」

			　今にも飛びかかりそうな雰囲気だったアグノスを制止させる。

			「なっ!?　どうして止めるんスか!?」

			「え、だって無駄じゃん。その時間が」

			「へ!?」

			「俺たちの大切な時間だぜ？　いちいちこんなことに使うのもバカらしくね？」

			「……誠一お兄ちゃん……もうちょっと……興味をもって……ぷっ」

			　そう言われてもなぁ……いちいち敵意を向けてくる人に愛想振りまき続けるほど、俺は人間がデキてない。

			　ただ、社会に出れば、人間関係も大事になって来るし、そんなことも多くあるんだろうけど、俺にとって、このクリフ先生とやらがいようがいまいが、何ら支障はないしね。

			　俺の言葉が聞こえていたクリフ先生は、唖あ然ぜんとした様子だったが、次第に表情を赤黒く染めた。

			「貴様ぁ！　覚悟はできてるんだろうなぁ!?」

			「何のです？」

			「今度行われる校内対抗戦だ！　無能集団の分際で、このＳクラスに逆らったこと……後悔させてやる」

			「……」

			　どうしよう。すでに後悔してる。

			　何がって？　そりゃあこんな人と少しでも面識持ったことだけど？

			　早くこの会話終わらねぇかなぁと考えていると、不意にクリフ先生が笑顔になった。

			「いいか？　私たちＳクラスは、特権で校内対抗戦に参加できない勇者たちの力を借りて、より強くなることができるのだ！」

			「え」

			「来たまえ、勇者たちよ！」

			　クリフ先生がそう言うと、なんと、神無月先輩を筆頭に、次々と元同じ学校の勇者たちが姿を現した。中には、翔太たちの姿もある。

			　その光景を見て、俺は呆然とした。

			「ハハハハハ！　これは私がＳクラスの担任であると同時に、カイゼル帝国の貴族であるからこそできたことなのだよ！　……もう許しを乞うたところで無駄だ、惨めに大勢の前で恥をさらすがよい！　行くぞ、諸君！」

			　そう言うと、クリフ先生は生徒たちと勇者たちを引き連れて、闘技場の奥へと向かった。

			　その際、何故かブルードに似た雰囲気をもつ生徒が、またも廊下ですれ違ったときのように俺を激しく睨にらみつけ、そして何故かサリアたちも睨にらみつけていった。誰？　あの子。

			　神無月先輩は俺に心配そうな視線を向けてきたが、俺は大丈夫だと伝わるはずのない念を送った。すると、何故か神無月先輩は安心した様子を見せた。あれ!?　通じてる!?

			　他にも、翔太は俺たちのことを気の毒そうに見つめ、賢治は他人事であるはずなのに怒っていた。おそらく、Ｆクラスと面識がないとはいえ、バカにした態度をとるクリフ先生にキレたんだろうなぁ。

			　あとは、俺のことを虐いじめていた青山たちが、不快な視線をサリアたちに向けていた。……さすがにこれには、俺もイラッとしてしまった。うーん……俺も人並みに……いや、割とイラッときたから、結構な嫉しつ妬とやら独占欲はあるってことか……ちょっと安心したわ。

			　まあそれはいいとして、まさかこんな場面で、勇者たちと会うことになるとはなぁ……。

			　どこか現実逃避気味にそんなことを考えるも、翔太たちとはどうにかして接触しないとな、とも考えていた。

			　すると、アグノスが、悔しそうに呟つぶやく。

			「兄貴……俺、あそこまでバカにされるのが悔しいッス……」

			「大丈夫だって。もうみんな魔法使えるんだし、すぐ見返せるよ」

			「そうじゃなくて……！　兄貴や、ベアトリスの姐さんがバカにされるのが許せねぇんスよ！」

			「え？」

			「今朝、聞いちまったんスよ。兄貴とベアトリスの姐さんがあのいけ好かねぇ野郎どもと会話してるのを……兄貴は全然気にした様子はなかったっすけど、それでもベアトリスの姐さんが悲しそうにしてたのが……！」

			　何と、アグノスは今朝のクリフ先生との会話を盗み聞きしてたようだ。うーん、気が緩ゆるんでたから、まったく気付かなかった……。

			　アグノスは、そこまで言うと、不意にブルードたちのほうに振り返った。

			「なぁ、お前ら……悔しくねぇか？　魔法が使えなかった俺たちを、ずっと見捨てないで面倒見てくれたベアトリスの姐さんがバカにされてんだぞ……！　俺は悔しい……！」

			「フン。だったら見返せばいいだろう」

			「…………へ？」

			　アグノスが悔しそうに叫んだのを、ブルードは冷静に一言で返した。

			「もう俺たちは魔法が使える。なら、校内対抗戦のときに見せつけてやればいい。定期試験でも、このクラスがトップを独占すればいい。違うか？」

			「お、おぉ？」

			「……いや、定期試験は不安だな……」

			「バカだって言いてぇのか!?」

			「そうだが？」

			「否定しろよっ！」

			　アグノスたちがまたコントのようなことを繰り広げていると、フローラが笑いながら言った。

			「ははは！　いいじゃない！　ボクたちで、全員見返してやろうよ！　定期試験は怖いけどね！」

			「……最後の情けない一言がなければ、いいこと言ってたのに……。まあいいわ。私も、ベアトリス先生がバカにされるのは許せない」

			「さすがに、あれは言いすぎですよねぇ～」

			「大丈夫ですよ。この最強無敵の私が、皆さんを完かん璧ぺきにサポートすることを約束します！　ああっ……私ってどこまでもいい女……！」

			「お前ら……」

			　アグノスは、それぞれの言葉に感動する。

			　すると、ベアードがアグノスの肩に手を置いた。

			『言われるまでもない。みんな、ベアトリス先生が好きだからな』

			「ああ……そうだよな！」

			　アグノスの瞳ひとみに、闘志の炎が灯った。

			「よっしゃああああああっ！　お前ら、散々バカにしてきたアイツらを、ぜってぇ見返してやろうぜ……！」

			『ああ！』

			　全員、アグノスの言葉に賛成の声を上げた。

			　その光景に、ベアトリスさんは本当に慕したわれてるんだなって思った。

			　勇者がどんだけ強いのかは知らない。

			　でも、教えるのは化物であるこの俺だ。

			　俺は、校内対抗戦で、相手がどんな反応をするのかを想像して、黒い笑みを浮かべていた。

			　……あれ、もしかして俺って少しＳっ気がある？　いかんいかん、俺はノーマルだ。どこぞのギルド連中とは違うからね!?

			　それはともかくとして、チートって、普段は戦闘以外ではあまり使う機会なかったけど……。

			「チートってのは、こう使うんだ」

			　そう思うのだった。

		

	
		
			友情

			　

			　結局、俺たちはあのあと教室に帰った。

			　それは、アグノスたちが言い出したことで、Ｓクラスの人間に魔法が使えるようになったことはまだ伏せておきたいかららしい。まだ使えるようになったばかりで、上手く使えるわけじゃないからという理由もある。

			　そして、俺もさっきまでは見返してやろうなんて気持ちだったが、時間が経つにつれてどうでもよくなっていき、教室に着くころには、もはやＳクラスにはほとんど興味がなくなっていた。

			　もちろん、ベアトリスさんがバカにされたのは許せない。

			　でもそれは、俺が何かをするんじゃなくて、アグノスたちがどうにかすることなのだ。

			　まだ出会って日の浅い俺ではなく、長い間一緒に過ごしてきたアグノスたちこそが、頑張るべきなのだ。

			　俺はただ、アグノスたちが魔法を使えるようになったことで、他の人たちから対等に見られればいいなと思うのだった。

			　メインで頑張るのはアグノスたちだが、俺は俺でみんなを全力で支えようと思う。

			　ただ、まさかあの場面で勇者たちを一気に見ることになるとは思わなかった。

			　幸いと言うべきか、俺に気付いたのは神無月先輩だけで、翔太たちは俺だと気付かなかったようだ。そりゃそうだよな。太ってないし、フード被ってるし。これで分かるとか、マジ神無月先輩ヤベェ。

			　そんなことを思っていると、ベアトリスさんが教室に戻ってきた。

			　教室にいることは、俺が先に保健室に行って、ベアトリスさんに伝えてあった。しかし、俺が保健室に着いたときには、まだレオンは目を覚ましていなかった。

			「ただいま戻りました」

			「あ、ベアトリスさん」

			「ベアトリスの姐さん！　レオンは大丈夫っスか？」

			　アグノスがそう訊たずねると、ベアトリスさんは悲しげな表情で首を振った。

		

	
		
			[image: p_49.jpg]
		

	
		
			「目は覚めたのですが、今は一人になりたいと……」

			「そうですか……」

			　一応、俺が帰った後に目を覚ましたようだ。

			　本当に、レオンはどうしたのだろうか？　俺たちにできることがあればいいんだが……。

			「……まあ、一人になりたいというのなら、今はそっとしておきましょう。それで、これからのことなんですが……ベアトリスさん、例の件は大丈夫ですか？」

			「はい、大丈夫です。生徒たちのレベルアップを兼ねて、野外で活動することもあるので」

			「そうですか！　それはよかった！」

			　実は、ベアトリスさんに教室にいることを伝えたついでに、俺は闘技場以外で訓練ができる場所がないか訊きいていたのだ。

			　すると、学園の外に出て、魔物を相手に戦ってみるのはどうかという話になり、ベアトリスさんに外出許可をとってもらっていたのだ。

			「なら、早速これから外に行きましょう」

			「あ、兄貴、ちょっと待ってください！　その前に、レオンの様子、見てきてもいいっスか？」

			「え？　それは……大丈夫なんでしょうか？」

			　先ほど、ベアトリスさんはレオンに「一人になりたい」と言われたって言ってたけど……。

			　詳しい様子を知らないので、俺はベアトリスさんに訊きく。

			「確かに一人になりたいとは言ってましたが、少しだけなら大丈夫だと思いますよ。何より、皆さんが行ってあげるほうが、私たちよりも効果はあるでしょう」

			「だ、そうだ。なら、外行く前に保健室に寄っていくか」

			「あざっす！」

			　こうして、俺たちは外に行く前に保健室に寄ることになったのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　僕――――レオン・ハーディーは怯えていました。

			　僕には、Ｆクラスのみんなに隠している秘密があるのです。

			　それは、僕が魔法を使えるということ……いや、使えたということ。

			　本来、Ｆクラスは世間でいう落ちこぼれたちが集まるクラスで、ここで言う落ちこぼれとは、魔法が使えないということです。

			　魔法とは、剣や槍やりを使えない人間でも、圧倒的な力で多くの人たちを倒すことができる、強大な力です。

			　もちろん、魔法がすべてではなく、剣や槍やりを持てば一騎当千という強い人たちもいますが、そんな人たちは本当に一握りです。

			　だからこそ、様々な国で魔法を使える人間は重宝されるのです。

			　これは、未だに多くの国が争っているからこその価値観なのかもしれません。

			　そんな中で、ハーディー家の次男として生まれた僕は、昔から五属性の魔法を操ることができました。

			　僕が、世界でもとても珍しい五属性使いだと知った両親は、とても喜び、僕も両親が喜んでくれるのが嬉しくて、たくさん魔法の勉強をしました。

			　ですが、幼かった僕は、その行為の危険さに気付けませんでした。

			　僕には、双子の兄がいます。

			　兄も二属性操ることができる、優秀な子どもでしたが、僕という存在がいたからこそ、兄は常に僕と比べられました。

			　兄はハーディー家の長男として、次期当主として、勉強や武術の鍛錬に真剣に取り組んでいました。

			　しかし、ハーディー家のなかで、次期当主を僕にという声が出てきたのです。

			　それから、地獄の日々が始まりました。

			　魔法を封じる特殊なアイテムを着けられ、訓練という名の虐いじめが続く日々。

			　剣や槍やりが苦手な僕は、ただ打ちのめされるだけ。

			　練習と称して、縛しばり上げられ、魔法の実験台にされる。

			　骨は折れ、内臓は潰れ、血を吐く毎日。

			　僕が死にかけると、兄に従う従者や、仲のいい他の貴族の子息たちが、僕の傷を癒いやし、また再びいたぶられ続けました。

			　どれだけ謝罪の言葉を口にしても、兄は耳を傾けてくれません。

			　それどころか、愉悦の笑みを浮かべ、僕が壊れるさまを楽しんでいました。

			　僕を次期当主にと言っていた人たちは、誰も守ってくれませんでした。

			　それは、まだ兄の権力が強かった上に、周囲の人たちは僕を次期当主にと言っても、それは所しよ詮せん少し才能があって、なおかつ操りやすいから、という理由があっただけ。

			　昔から気の弱かった僕は、結局他の人から見れば魔法以外才能のない、ただの人形だったのです。

			　魔法が使えたから、あの地獄を見た。

			　魔法に対する希望を失い、ただ、自分の体を恨うらみ続けました。

			　そしてとうとう――――僕は魔法が使えなくなりました。

			　魔法とは、想像力です。

			　想像を現実へ。それを補助するため、詠唱やアイテムなどが存在します。

			　ですが、昔の僕は、魔法名を唱えるだけで、魔法を使うことができました。

			　そんな魔法を、僕は恐れたのです。

			　魔法を使うと、またあの地獄の日々が蘇る……そう思うと、魔法を想像することが出来なくなりました。

			　魔法が怖い。

			　その恐怖を刻み込まれた僕は、二度と魔法を使うことができないでしょう。

			「僕がいたから、兄さんは……僕なんかが生きてるから、僕自身が……」

			　暗い思考の海に沈み、このまま消えてしまいたい――――そう思ったときでした。

			「おうおうおうおう！　元気か!?　レオン！」

			「貴様はバカか？　ここは保健室だぞ。静かにしろ」

			『大丈夫か？』

			「大丈夫ですか～？」

			「取りあえず、目を覚ましたようで何よりです」

			「急に倒れるから、みんなびっくりしちゃったよ！」

			「……まあ、取りあえず大丈夫そうね」

			　いきなり保健室の扉が開くと、アグノス君たち……Ｆクラスの全員が僕のところに来たのです。

			「ど、どうして……」

			「どうしてってそりゃあ……心配だから見に来たんだよ」

			　こんな僕のために、わざわざお見舞いに来てくれたというのですか？

			「そ、そんな……僕なんかのために……」

			「バカ野郎！　『なんか』とか言ってんじゃねぇよ！　お前は一人しかいねぇんだぜ？」

			「……」

			「……何があったかは聞かねぇよ。んで？　今から俺たちは誠一先生たちと学園の外に出て、訓練をしに行くんだけどよ……レオンも来るか？」

			「が、学園の外？」

			　さっきまでは闘技場で訓練していたのに、どうしてだろうと首を捻っていると、ブルード君が教えてくれました。

			「レオンも見たと思うが、俺たちは全員魔法が使えるようになった。そんなときに、Ｓクラスの連中がやって来てな……散々俺たちのことをバカにしてきたから、見返してやろうと決めたのだ。それで、手の内を隠しておきたい俺たちは、誠一先生たちに見てもらいながら、外で訓練をしようということになったのだ」

			「しかもだぜ!?　あのいけ好かねぇ野郎ども、俺らをバカにするだけじゃなく、ベアトリスの姐さんまでバカにしたんだぜ!?　だから、今回の校内対抗戦で俺たちの力を見せつけてやろうって思ってよ」

			　どうやら、僕が気絶していた間に、何かあったみたいだった。

			「知ってると思うが、校内対抗戦は男女それぞれ五人の選抜チームで行われ、一人ずつ戦い、三勝したほうが勝つ。だが、俺たちのクラスはサリアたちが入ったおかげで女子はメンバーが足りてはいるものの、男子は一人少ない。もちろん四人でも参加できるが、それは大きなリスクとなる。三人勝てばいいとは言うが……相手は腐ってもＳクラスだ。バカにはできん」

			「だから、レオンにも参加してもらいてぇんだ。頼む！　俺たちに力を貸してくれ！」

			「そ、そんな！　ぼ、僕なんかに頭を下げないで！」

			　アグノス君だけでなく、ブルード君やベアード君まで、僕に頭を下げてきました。

			「俺たちは、アイツらを見返してやりたい。俺たちの担任は、スゲーんだぜって、知らしめてやりたいんだ。だから……頼む！」

			「……」

			　必死に頼み込んでくるアグノス君。

			　でも、僕は――――。

			「ぼ、僕は……僕には無理です……！　僕は、戦えません……！」

			　僕は、その頼みを拒んだ。

			　そんな僕の言葉を聞いて、アグノス君は――――。

			「――――そっか。まあ、しゃあねぇ！　俺たちで全部勝てばいいだけだしよ！　気にすんな！」

			　アグノス君は、こんな僕にニカッと笑顔を向けた。

			　僕は、クラスのために戦うことを拒否したというのに――――。

			「どうして……どうして僕なんかに……」

			「だーかーらー！　いちいち卑屈になってんじゃねぇよ！」

			「むぐっ!?」

			　突然、両頬をアグノス君に挟まれ、無理やり目を合わせさせられた。

			「前を見ろ！　んで笑え！　俺たちが負けると思ってんのか!?」

			「そ、そんな……」

			「じゃあ、そんな死にそうな顔してんじゃねぇ！　いいか？　俺らだけ見てろ！」

			「！」

			「他の連中なんざ気にするな！　そんなこと気にするくらいなら、俺様のカッコいいところをしっかりと目に焼き付けろ！」

			　アグノス君は、僕にそう言った。

			　すると、ブルード君が、呆れた様子で口を開く。

			「フン。まあ、アグノスを見てれば笑えるだろう。アホだからな」

			「んだとゴルゥア!?」

			『レオンは、安心して俺たちの戦う姿を見てくれればいい』

			　ベアード君も、僕にそう伝えた。

			　こんな僕を、心配してくれる人がいる。

			　魔法が使えなくなってから、両親も僕を気にかけなくなった。

			　僕のことを都合のいい人形としか見てなかった人たちも、手のひらを返して兄さん側についた。

			　だから、僕のことなんて気にしなければいい。

			　でも、アグノス君たちは、僕のことを認めてくれた。

			　だからこそ、見ててくれと言ってくれた。

			　今の僕は魔法を使うことができない。

			　そんな僕でも、ちゃんと見てくれる人がいる……。

			　そのことを実感した僕は、涙せずにはいられなかった。

			「よかったですねぇ～」

			「男って、妙に暑苦しいわよね」

			「いいなぁ。ボクもあんな友達欲しいなぁ」

			「これが美しい男の友情というヤツなのでしょう。女の私たちには難しいのではないでしょうか？　しかし、そんな友情よりもビューティフルな私……！」

			　後ろで僕たちの会話を聴いていたみんなの感想を聞いて、僕は思わず笑うのでした。

		

	
		
			克服？

			　

			　レオンの様子を見に、保健室に寄った後、俺たちは予定通り学園の外に出た。

			　学園の外は、生徒たちが生活しているだけあり、魔物の被害などはとても少ないのだが、完全にないわけではなく、時々は魔物に襲われるという事件も起こったりしている。

			　まあ、今回は俺やベアトリスさんがいるので、魔物に対する危険性はほとんどないと言ってもいいだろう。

			「さて、それじゃあ早速始めて行こうか。……と言っても、具体的にどうすればいいか、俺には分からないけど」

			「兄貴！　それじゃあ俺たちと戦ってもらえないっスか？」

			「アグノスたちと？」

			「はい！　魔法自体は、兄貴のおかげで使えるようになったっスけど、それを戦闘で活かせるかと言われると微妙なんス。だから、実戦で魔法を使うって感覚を身に付けようかと思いまして！」

			「つまり、脳のう筋きん思考で、戦って覚えるということだね」

			　何故、わざわざブルードがアグノスの言葉を言い直したのかは分からないが、理由は分かった。

			「そういうことなら、喜んで相手になるよ。ただ、俺って校内対抗戦の詳しいルールを知らないんだけど、どんな感じで戦うの？」

			「試合形式は、男女別で五人の選抜チームを作り、先に三勝したほうの勝利というものです」

			　俺が疑問を口にすると、丁てい寧ねいにベアトリスさんが教えてくれた。

			「五人……ですか？　それじゃあ男子は足りないんじゃないですか？」

			「最低三人いれば、試合自体には参加することができるんですよ。その代わり、一人でも負ければ、その時点で負けが決まってしまいますが……」

			「レオンは参加できねぇからな。その分、俺たちが全勝すれば問題ないッスよ！」

			　保健室でどんな会話をしていたのかは分からないが、残念ながら、レオンは参加できないようだ。

			「なるほど……それじゃあ、俺は一人ずつ相手にすればいいわけね……それで、女子……というか、サリアたちはどうするんだ？　ヘレンたち全員が参加するとして、あと一人だけ参加できる枠があるみたいだけど……」

			「うーん……ルルネちゃん、どうしよっか？」

			「サリア様。ここは私に任せてもらえないでしょうか？」

			「え？」

			　ルルネは普段とは違う、凛り々りしい表情でそう言った。

			「その校内対抗戦とやらに参加すれば、主様たちをバカにした輩を蹴けり飛ばすことができます。私は主様の騎士です。主様の名誉のため、ここは私に譲っていただけないでしょうか？」

			「ルルネ……」

			　誰だ、お前。

			　俺の知ってるルルネじゃねぇよ。何だよ、その騎士みたいな態度。ただの食いしん坊じゃなかったの？

			　俺だけでなく、オリガちゃんまでルルネの言葉に驚いていた。

			「そして、勝った暁には、主様とご飯を食べに行くのです！」

			「そうだと思った」

			　結局、何も変わっていなかった。安心したぜ……いや、食べ物を求めないだけで不審に思う時点で、いろいろと手遅れかもしれない。

			「というわけで、私に戦わせていただけないでしょうか？」

			「いいよー！　ルルネちゃん、頑張ってね！」

			「はい！　主様とご飯を食べに行くため……あ、それと主様の名誉のために！」

			「俺の名誉はついでなのね！」

			　分かってたけどね！

			　

			◆　◇　◆

			　

			　それから、校内対抗戦までの間、学園の外で模も擬ぎ戦を続けた。

			　やはりというか、慣れない魔法を使っての戦闘で、俺の体感としては、魔法を使ってからのほうが弱くなったように思える。

			　武器に炎を纏まとわせるだとか、直接魔法を打ち込むタイプじゃなければ、普段通りに動けているのにな……。

			　あとは、身体強化との相性は全員よく、普段の動きに数段磨きがかかったように思えた。

			　それだけでも十分通用するんじゃ？　とも思ったが、魔法というのは俺が思っている以上に強力で、その程度じゃ勝つのは難しいらしい。

			　そんな中、俺の勘違いかもしれないが、アグノスたちの雰囲気がおかしくなっていった。

			　最初は魔法が使えるようになったことで、見返してやろうという気概が伝わってきていたのだが、今では何故か、全員その表情を曇らせている。

			　何が原因か分からず、直接訊きいてみても『気にしないでください』の一点張り。

			　ただ、何となく魔法を使うことに自信がないのかな？　とも思ったのだが、どうやらそういうわけでもないようで、本格的に理由が分からない。

			　結局、俺は校内対抗戦当日まで、アグノスたちの気持ちに気付くことはなかった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　アグノスたちの特訓を始めてしばらく経った。

			　いつも通りＦクラスの教室に向かっていると、何やら男子生徒の集団と、サリアを庇うように立つルルネの姿が視界に入った。

			　俺は首を傾げながら近づくと、その男子生徒の姿がハッキリと分かった。

			「っ」

			　思わず、足を止めてしまった。

			　何故なら、サリアたちの前にいる男子生徒は、この世界に転移するときにグループに入るのを拒んだ青山と、俺の能力が最底辺だということをクラス全員に公開した大木、そして俺をパシリやサンドバッグとして殴ってきたヤツら――――つまり、勇者たちだった。

			　それを理解してしまった瞬間、頭では大丈夫だと分かっていても、虐いじめられていたという恐怖は払拭されるどころか増していき、足が動かなくなったのだ。

			「なぁ、いいじゃないか。俺たち勇者だぜ？　それ分かってる？」

			「そうそう。俺たち知ってるよ？　君ら、あのＦクラスの子でしょ？　だったらさあ、将来的には俺たちみたいな有望株と仲良くなってたほうがいいんじゃない？」

			「というわけでさ、俺たちと楽しいことしようよ」

			　賢治と同じボクシング部で、毎回俺を殴って楽しんでいた男――――小林が、厭いやらしい笑みを浮かべながらサリアたちに手を伸ばす。

			　すると、ルルネがサリアを抱きかかえ、距離をとった。

			「近寄るな、ゴミが。貴様らが息をするだけで世界が穢けがれる。いや、貴様らが存在していたという事実すら、この世界にとっての恥だ。生まれてくるな」

			「はぁ？　ちょっとそれは酷ひどいんじゃない？　俺たち傷つくわー」

			「ゴミの感情など知らん」

			　毅然とした態度で、ルルネはサリアを庇かばいながら強烈な言葉を吐き続ける。

			　庇われているサリアは、キョトンとした表情を浮かべていた。

			「その態度がいつまでもつかな？　そんな強気な表情が、俺たちの手で歪んでいくって考えると興奮するなぁ」

			　そんな下種な感情丸出しでルルネたちを舐めるように見ると、さらに笑みを深める。

			　だが、そんな不快になるはずの視線を向けられているルルネは、一瞬サリアと同じような表情を浮かべると、男たちを見渡した。

			「……貴様ら、まさかとは思うが、私たちを相手に交尾をしたいなどと考えているのか？」

			　ルルネさん、ハッキリ言いますねぇ！

			　思わず内心でそうツッコむと、青山たちは爆笑した。

			「交尾!?　ギャハハハハ！　いいねぇ！　そうそう、ハッキリ言っちゃうとそういうこと！　だからさぁ、大人しく俺らの言うこと聞けよ」

			　威圧しながら、青山たちが逃げ道をふさぐように囲んでいく。

			　ルルネは憐れん憫びんの表情で青山たちを見ると、そのあとにサリアと会話を始めた。

			「サリア様。こいつら、どうやら私たちのことを雌めすとして求めてきているらしいです」

			「え？　そうなの？」

			「はい……おそらく種としての防衛本能でしょう。彼らは、雄として非常に劣等です。これから先、子孫を残していくにはあまりに難しいかと」

			「うーん……そうだね」

			　サリアも認めちゃった!?

			「まず、子どもできないでしょう？　生殖能力が弱すぎて」

			「そうですね。あと、雌を満足させるにはとてもではないですが……やはり、知らないというのは哀れでもあり、幸せでもあるのかもしれませんね」

			　散々な言われよう！　これ、完全に男として全否定してるよね!?

			　メチャクチャ言われてる青山たちは、額に青筋を浮かべながら、口を開く。

			「黙って聞いていれば好き勝手言ってくれるじゃねぇか……何を根拠にそんなことを言ってるんだ!?」

			「「野生の本能」」

			　綺き麗れいにハモったね！　でも事情を知らないアイツらは、ポカーンとしてるよ！

			「私たちは、一目見ただけでその雄が優秀かどうかが、だいたい分かるよー！　ね？　ルルネちゃん。そういう意味でも誠一ってすごいよね！　そんなの関係なしに、私は純粋に誠一が好きだもん！」

			「そうですね。よく考えれば、私は主様をそういう風に見たことがなかったかもしれないですね……。主様は、雄として優秀だからとか、雌としての本能だからとかではなく、その……好き、という感情が正しいのでしょうか？　こういう気持ちは初めてで、よく分からないのですが……主様と一緒にいるだけでふわっとした……なんだか、とても大切なモノが心の中にあります」

			「うんうん！」

			「ただ、それとは別に、私たちは子孫繁栄のために、優秀な雄を見極める目を持っていますからね。そうでもしなければ、野生では生きていけません。まあこの点に関しても、主様が優秀な雄なのは一目瞭然ですが。……というより、いつまでそこにいるつもりだ？　これ以上、この世界に恥を上塗りしていくな。過去に戻り、生まれてくるのを阻そ止ししてこい」

			　俺がいないと思ってるからだろうけど、サリアたちの言葉が嬉しいと同時にすごく恥ずかしいっ！

			　でも、そっか……サリアたちは確かに過酷な環境で生きてきたわけだから、子孫を残せるかも重要なことだよな。それを抜きにしても好きって言ってくれるなんてな……俺自身は、男として優秀だとは思わないけど。

			　それにしても、人がここまでボロクソに言われてるのも初めて見たぜ……。

			　思わず引きつった笑みを浮かべていると、とうとう我慢の限界になったのか、青山が叫んだ。

			「もう許さねぇ！　そこまで言うんなら、直接体に教えて、本当にダメかどうか確かめさせてやるよっ！」

			　青山たちがいっせいにサリアたちに手を伸ばし、体に触れようとしたのを見て、俺の頭は一瞬で冷めた。

			　…………おい、何してる？

			　さっきまで、虐いじめによるトラウマから動かなかった足は、自然と動いていた。

			　ルルネが避けるのは無理と思ったのか、蹴けりの体勢に移行した瞬間だったが、俺はサリアと青山たちの間に飛び入り、一瞬で二人を抱き寄せると青山たちの手が触れる前にその囲いから抜け出した。

			　サリアたちを助けるために飛び込んだため、フードは外れてしまったが、もはやそんなことはどうでもいい。いや、よくないかもしれないけど、サリアたちがアイツらに触れられるくらいなら、いくらでも面倒事は引き受けよう。

			「え!?　誠一!?」

			「あ、主様!?」

			　いきなり現れた俺に、サリアもルルネも驚きの表情を浮かべていた。

			「ごめん、遅くなった」

			　俺に意気地がないばかりに、サリアたちに不快な思いをさせてしまったのだ。……あの態度を見てると、不快に思うどころか、相手にしてたかさえ疑問に思うけど。

			　どちらにせよ、俺自身がすぐに動けなかったことが許せないのだ。

			　でも、もうその心配はない。

			　トラウマなんかクソ食らえだ。

			　急にサリアたちが消え、その行方を探し、俺の存在を見つけた青山たちは、何やら戸惑いと怒りが半々といった様子で、口を開く。

			「テメェ……誰だよ」

			「Ｆクラスの担任だけど？」

			「んなことは前に闘技場で見たときから分かってんだよ！　俺たちが勇者だって分かってやってんのか!?」

			「知ってるけど、それが何？」

			　俺の返しに、青山たちは一瞬呆けた様子を見せたが、すぐに厭いやらしい笑みを浮かべた。

			「なら、痛い目見る前にその女ども渡してもらおうか？」

			「プックク。カッコつけるのはいいけど、調子に乗ってると大変なことになるよ？　だからさぁ、大人しくその子たちちょうだいよ」

			　小林や大木が煽るような口調でそう言ってくるが、俺は笑みを浮かべ――――。

			「断る」

			「なっ!?　テメェ、本気で痛い目見ないと分からねぇらしいなぁ!?」

			「えー……痛いのは嫌だなぁ。でも――――」

			　何故、このとき俺はこんな行動に出たのか分からないが、サリアとルルネを抱き寄せ、青山たちに見せつけるようにして言い放った。

			「――――俺の女だから」

			　ちょっと、俺!?　どこからそんな甘い声だしてるの!?

			「せ、誠一……」

			「あ、主様……」

			　あ、サリアとルルネが顔を赤くしてるじゃない！　ゴメンね！　恥ずかしいよね！　でも俺もメチャクチャ恥ずかしいから許してっ！　でも俺の体は許さねぇ！

		

	
		
			[image: p_70.jpg]
		

	
		
			　そもそも何!?　この台詞！　なんか前にも……そう、アルに告白されたときにもあったよね!?

			　あのときも乙女ゲームや少女漫画みたいな台詞がスラスラ出てきたよね!?

			　……あ、これ全部、称号の『雄の王』のせいとか言わないよね!?　……そんな気がしてきた！

			　もーなんで!?　せっかく体が俺の言うこと聞いてくれるようになったと思ったのにさぁ!?

			　もしかして、俺の体的にはこの対応が最善だからとか言わないよね？　そうじゃないと普段から慎重に行動しないといけなくなるんですけど!?　こんな台詞、ポンポン出てたまるかっ！

			　内心ものすごく悶もだえていると、何故かサリアたちと同じように顔を真っ赤にさせた小林が殴りかかってきた。

			「ふ、ふざけるなあああああっ！　俺たち勇者をバカにしやがってぇぇぇぇぇぇえええええ！」

			　地球にいたころは、その鋭いパンチに何度も吐かされたが、今の俺にはとてもゆっくりに見え、何より【果てなき悲愛の森】でクレバーモンキーやサリアの『瞬腕』を食らった身としては、何の脅きよう威いも感じなかった。

			　なんか青山たちの相手をしていると、俺の口からどんな台詞が出てくるか分かったもんじゃない。何より授業も始まるので、無視して教室に移動するために、俺はサリアたちを抱き寄せたまま、その場で軽く跳ちよう躍やくして青山たちを飛び越えようとした。しかし、思っていたより俺自身が口にした台詞が精神的にきていたらしく、力加減を間違え、予想以上に跳べなかったので、思わず殴りかかってきた小林の顔面を踏みつけてしまった。

			「ふげっ!?」

			「あ、ごめん」

			　本当にわざとではないのだが、自分でもびっくりするほど感情の籠こもってない謝罪だった。再び絡まれるのも面倒だったので、サリアたちを抱き寄せたまま、教室までスキル『刹せつ那な』を使って移動する。

			　教室の前に着くも、二人とも未だに顔を赤らめ、ボーっとしていた。

			「あの……お二人さん？　教室に着いたんですけど……」

			「「……俺の女……」」

			「いやあああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

			　こうして、サリアたちのおかげでトラウマは克服するも、別の精神的ダメージを受け、しばらく悶もだえ続けることになるのだった。

		

	
		
			校内対抗戦、スタート

			　

			　その後も、アグノスたちの特訓は続いた。

			　レオンも、対抗戦には参加しないものの、みんなの頑張ってる様子を常に見守っていた。

			　――――そして、校内対抗戦当日。

			　最近は利用していなかったが、対抗戦は闘技場で行うらしく、元々あった観客席には、今回試合には参加しない各クラスの生徒や、その保護者たちが多く集まっていた。

			　俺としては、ブルードがいるし、何より神無月先輩たちを召しよう喚かんしたカイゼル帝国の王様を一目見ておきたかったんだが、今回の試合には来ていなかった。……王様だし、忙しいのかなとも思うが、それ以上に子どもに興味がないんじゃないかという気がしてくる。俺自身がカイゼル帝国に悪印象しか持ってないからかもしれないけど。

			　そんな中で、参加するクラスの生徒たちが闘技場の中心に集まると、なんだか久しぶりに見た気がするバーナさんが、壇上に上がった。

			『諸君。今日は天気にも恵まれ、最高の状態で校内対抗戦に臨めると思う。それぞれの全力を出しあい、頑張ってくれ！』

			　バーナさんの言葉に、観客席からいっせいに歓声が上がる。

			　やはり、この行事はそれだけ期待度や注目度の高い催し物なのだろう。

			『さて、前置きはこれくらいにしておこうかのぅ。皆が気になっている対戦順を発表しよう。これじゃ！』

			　バーナさんが手を上げると、空中に映像が映し出される。

			　テルベールで行われた、王都カップと同じ技術だろう。

			　それはともかく、気になる俺らの対戦相手だが――――。

			「……ははっ。運がいいのやら、悪いのやら……」

			　何と、最初の対戦相手は――――Ｓクラスだった。

			　思わず苦笑いしていると、厭いやらしい笑みを浮かべた、Ｓクラスの先生がやって来た。

			「まさか初戦で当たるとは思わなかったなぁ」

			「そうですね」

			「んん？　……おやおや、Ｆクラスは満足に参加人数を揃えることもできないのかな？」

			「元々人数が少ないので」

			「ハハハハハ！　悲しいなぁ。弱小だと、試合すら満足にできないのだから……そうだなぁ、人数不足で負けたと言い訳されても困るから、途中参加も許可しようじゃないか。貴様のクラスには、まだ一人男子が残っているだろう？　そいつに試合に出る根性があるのであれば、途中参加でもいいぞ。まあ、あの様子じゃ無理だろうがなぁ!?」

			　横目でレオンの様子を確認するが、やはりレオンが試合に出るのは難しいだろう。

			「……」

			「せいぜい足掻くがいいさ。私の生徒たちの実験台として役立つ程度にはな！　フフフ……ハハハハハハハハハ！」

			　何だ、その安っぽい悪役みたいな笑い方は。

			　思わず呆気にとられていると、不安げな様子でベアトリスさんが話しかけてきた。

			「あの……本当に大丈夫でしょうか？　もし、生徒に何かあったら……」

			「ベアトリスさん。これは、アグノスたちが決めたことです。なら、アグノスたちに頑張ってもらうしかないでしょう」

			「そうっスよ！　姐さんは、どどーんと構えてください！」

			「心配は無用だ。ヤツらへの慈悲など持ち合わせていない」

			「ルルネはもうちょっと穏便になろうか」

			　これ、死者でないよね？　ルルネの雰囲気が、軽く人を殺しそうなレベルなんだけど。俺、信じてる。

			「まあ、Ｆクラスの初戦がＳクラスとはいえ、第一試合は他のクラスだからね。俺たちも早く闘技場から出よう」

			　校内対抗戦は、一組ずつ、闘技場をフルに活用して行われるため、俺たちは速やかに闘技場から出る。そして、参加者だけが座ることのできる席で、他の生徒たちの試合を観ることにした。

			　すると、全体に響き渡る放送が流れ始めた。

			『さあ、やってまいりました、校内対抗戦！　司会は、私！　放送部のリリーがお送りします！　そして、本日は解説者に、マイケルさんをお呼びしております！』

			『どうも、マイケルです』

			　誰!?　解説の人、俺まったく知らないんだけど!?　しかも無駄にいい声だし！

			　俺が思わず驚いていると、ベアトリスさんが呟つぶやいた。

			「……誰でしょう」

			　みんな知らないの!?

			　辺りを見渡してみると、全員首を捻っていた。

			　本当に知ってる人いないじゃん！　何故そんな人を呼んだ!?　てっきり、俺が知らないだけで、すごい人なのかと思ったじゃん！　あ、バーナさんまで首を傾げてるし！

			　内心で盛大にツッコむも、司会は進行していく。

			『最初に対戦するクラスはこちらです！』

			　司会の声が客席全体に響き渡り、上空には、Ｃクラス対Ａクラスと表示されていた。

			『さあ、どんな試合展開になるでしょう！　解説のマイケルさん！』

			『そうですね。なんか、こう……すごくなります』

			『なるほど！　大変興味深い考察ですね！』

			　なるほど、じゃねぇよ!?　何納得してんの!?

			　興味深いも何も、薄っぺらさしかねぇじゃん。本当にこんなので大丈夫!?

			『さて、そんなＣクラスとＡクラスの戦いですが、私個人としては、Ａクラスのジオニス選手に注目しています』

			『ほう、何故ですか？』

			『ジオニス選手は、Ｓクラス代表にも選ばれている、ロベルト選手の弟であり、ウィンブルグ王国の第二王子です。魔法はお兄さんであるロベルト選手に一歩及ばずＡクラスということですが、総合的な戦闘力だけで見れば、Ｓクラス相当なのです』

			『なるほど、知りませんでした』

			　解説者……！　知らないじゃダメでしょ!?

			　それにしても、ウィンブルグ王国の第二王子ってことは、ランゼさんの息子さんってわけか……お兄さんもＳクラスにいて、しかも俺たちと戦う代表者の一人らしいけど、どんな人なんだろう？

			『それでは、選手のみなさんも準備できたようなので、早速試合を進めていきましょう！　Ｃクラスのボブ選手対Ａクラスのテリー選手……第一試合、開始ッ！』

			　こうして、司会の声とともに、校内対抗戦が始まった。

		

	
		
			校内対抗戦～ベアード～

			　

			　その後、ＣクラスとＡクラスの試合は、何の滞りもなく進んだ。

			　ＡクラスとＣクラスの男子の試合の後、すぐに女子の試合も行われる。

			　それにしても、司会のリリーさんが注目していたジオニス選手……つまり、ランゼさんの息子さんは、本当に強かった。てか、圧倒的だった。

			　なんせ、試合時間が数秒だったからな。

			　他の生徒は似たり寄ったりの実力なのに、ジオニスだけずば抜けていた。……これがＳクラス級の実力、ということなのだろう。

			　相手の生徒は、魔法を打つことも、剣を振りかぶることもできず、すぐに距離を詰められ、一撃でノックアウトされていた。

			　そうこうしているうちに、女子の試合も始まり、純粋なステータスの差から、Ａクラスが勝ち進む結果となった。

			『いやぁ、素晴らしい戦いでしたね！　やはり、ジオニス選手が圧倒的だったと思うのですが……解説のマイケルさん、この試合はいかがだったでしょうか？』

			『何が何だか。さっぱり分かりません』

			『なるほど！　それほど高次元の戦いだったということでしょう！』

			　解説いらねー！

			　解説するなら仕事しよ!?　分からないじゃダメじゃない！

			　素人しろうとにも分かるように伝えてくれないとさ、解説の意味ないよね!?　しっかりして、マイケルさん！

			　それはともかく、ＡクラスとＣクラスの対戦が終わった後は、もう俺たちの出番だった。

			　Ａクラスが退場するのを見届け、俺はアグノスたちに視線を向ける。

			「さて、相手はＳクラスなわけだけど……」

			「何も問題ないッス！」

			「そうだな。いつもの俺たちでいるだけだ」

			『先生は、安心してくれ』

			「大丈夫よ。負けはしないわ」

			「が、頑張ります～！」

			「私の美しさを見せつけるときが……！」

			「よっしゃああああっ！　頑張っちゃうよー！」

			「主様。お腹が空きました」

			「我慢して!?」

			　どうやら、みんな俺が心配せずとも、緊張はしていないようだった。ルルネは緊張感がなさすぎるけどさ。

			「まあ、とにかく……行こうか」

			『はいっ！』

			　元気のいい返事を受け、俺たちは闘技場内へ足を踏み入れる。

			　すると、歓声が――――上がることはなかった。

			「Ｆクラスの分際で調子に乗りやがって……」

			「魔法も使えない連中が、勝てるわけねぇだろ？」

			「恥ずかしくないのかしら？」

			「どうせ勝てるわけもねぇのにな」

			　罵ば声せいや嘲笑の嵐。

			　俺とベアトリスさん、そしてレオンとサリアは、闘技場端のベンチで試合の様子を見るため、直接さらされることはなかったが、それでもこの状況に何とも言えない気持ちになった。

			　ベアトリスさんも、悲しそうな、とても辛つらそうな表情を浮かべている。

			　レオンも、周囲の罵声に怯えながら、辛つらそうな表情を浮かべていた。ただ、サリアはまったく気にした様子もなく、声援を送っていたが。

			　そして……アグノスたちの表情も、死んでなかった。

			「魔法が使えねぇ……か……」

			「まあ、当たっているが。……いや、当たっていただな」

			「……ねぇ、本当にやるわけ？　自分から手札を捨てるのと一緒よ？」

			「フン。そこのバカに訊きけ」

			「当たり前だろ？　本当の俺たちの力で勝たなきゃ意味がねぇんだよ」

			「……ま、いいけどね。どのみち負ける気はないし」

			「私も賛成です。だって、そのほうがより美しいじゃないですか……！」

			「う～ん……ま、難しいことは分からないや！　取りあえず、いつも通りに戦えばいいってことだよね！」

			『あの先生に教えてもらった今、果たしていつも通りに戦えるか疑問ではあるがな』

			「ど、どうでしょ～？　強くなったとは思いますが、先生が規格外すぎて何とも……」

			　何やら、アグノスたちは周囲の声を気にするどころか、よく分からない会話を始めていた。

			　その様子に、俺やベアトリスさんが首を捻っていると、少し遅れてＳクラスが入場してきた。

			「さて、少しは私たちの生徒の経験になってくれるといいのだがねぇ」

			　あの先生、嫌味言わないと生きていけないのだろうか？　大変だなぁ。

			　それにしても、性格は顔に出るっていうけど、あの先生を見てると、確かにそこそこ顔だちは整ってると思うんだけど、厭いやらしい性格をしてるんだろうなぁって分かっちゃうよね。

			　どんなにブサイクでも、普段から笑ってれば明るい顔だちになれるはずだ。

			　まあ、俺の場合は暗い表情ばかり浮かべてたから、救いようがなかったんだけどね……。

			　俺が表情を曇らせていると、司会のアナウンスが流れてくる。

			『さて、第二試合は……これまた両極端な組み合わせですね！　ＦクラスとＳクラスの試合です！』

			『どういう意味でしょうか？』

			『この学園では、Ｓクラスが成績優秀者の集まりに対し、Ｆクラスは、その……成績に難のある集団なのです』

			『成績に難がある……頭が悪いのですか？』

			『いえ、その……魔法が使えないのですよ。ですから、魔法が得意なＳクラスと、魔法が使えないＦクラスで、極端な組み合わせだなと』

			『なるほど……エリートと落ちこぼれですね』

			『私のオブラートに包む努力を返してもらいたいものですね！　それでは、選手の皆さんは準備をしてください』

			　司会のリリーさんの言葉に従い、戦う者以外がその場から離れていく。

			　残ったのは、俺のクラスからはベアード、相手の選手は……言い方悪いけど、何の特徴もない金髪碧眼の男子生徒だった。ただし、先生に似たのか、厭いやらしい笑みを浮かべている。厭いやらしい笑みが流行はやりなんだろう。最近の流行にはついて行けないね。

			　それにしても、相手の子は何というか……権力者に媚び売る取り巻きっぽい見た目だなあ。すごく失礼な感想だけど。

			『それでは、Ｓクラスのトリマキー選手対Ｆクラスのベアード選手の試合を始めます！』

			　名前が酷ひどくない!?　取り巻きってこと!?　いや、何となく取り巻きっぽいなとは思ったけどさ！　俺も大概失礼だな！　心の声だから許してっ！

			「……典型的な貴族の取り巻き」

			「言っちゃったよッ！」

			　思わず振り向くと、いつも通り眠そうな雰囲気のオリガちゃんがいた。

			「って……あれ？　オリガちゃん。今回はアルと一緒に客席で見てるんじゃなかったの？」

			「……アルお姉ちゃんが、せっかくだからこっちで見て来いって。アルお姉ちゃんも呼んだけど、自分はＦクラス専属ってわけじゃないから、遠慮するって……」

			「そんなこと気にしなくてもいいのにな……」

			　まあ、俺が気にしなくても他が気にするのか。主にＳクラスとかＳクラスとかＳクラスとか。

			　くだらないことを考えていると、闘技場ではトリマキーとベアードが会話をしていた。

			「フン。落ちこぼれ風情でよく参加する気になれたな。まあ、せいぜい俺の魔法の実験台になってくれ」

			『善処しよう』

			　トリマキーがどれだけ突っかかっても、ベアードはまったく動じなかった。おかしいな、今となってはあのクマの被り物が頼もしく見えるぜ。

			「……舐めやがって。後悔させてやるッ！」

			　だが、ベアードの態度は相手の神経を逆なでしたらしく、憎々しげにベアードを睨にらみつけていた。

			　そして――――。

			『それでは、Ｓクラスのトリマキー選手対Ｆクラスのベアード選手……試合、開始ッ！』

			　リリーさんの声に反応して、トリマキーは大きく飛び退くと、早速魔法を放った。

			「ふざけた態度をとったこと、後悔させてやるッ！『ファイアーランス』ッ！」

			　トリマキーが使った魔法は、炎が槍やりの形になって対象に飛んでいくものだった。

			　威力も高く、魔法としては中級に分類される。

			　これは、避けなきゃ大ダメージになってしまうのだが……。

			『……』

			　ベアードは、その炎の槍やりを殴り落とした。
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			「…………は？」

			　トリマキーは、目の前で起こった出来事に、思わず呆然とする。

			　……ベアードも無茶をするな。確かに、この校内対抗戦では、すごい回復魔法が使える人が何人もいるため、即死攻撃でもない限りはどんな攻撃も認められている。

			　だとしても、普通ケガを恐れてベアードのような真似はしないだろう。

			　ベアードは、メリケンの装着された手を、ゴキゴキと鳴らす。

			『さあ、遠慮せず魔法の実験をしろ』

			「っ！　ふ、ふざけるなああああああああああああっ！」

			　たった一言だけで、血が頭に上ったトリマキーは、『ファイアーボール』や『ファイアーランス』など、中級魔法と初級魔法をいくつも打ち出した。

			　しかし、そんな魔法の嵐の中を堂々と歩き、当たる魔法だけ殴り落としながら、ベアードはトリマキーに近づく。

			「来るな来るな来るな来るな来るな来るなああああああああああああああああああああっ！」

			　ベアードはトリマキーを惑わすため、サイドステップを踏み、意識を左右に揺さぶる。そして一気に背後に回り込んで、脳天にかかと落としを決めた。

			「ががぺっ!?」

			　トリマキーは、その場でふらふらっとよろつくと、すぐに顔から地面に倒れこんだ。

			　そんな様子を眺めながら、ベアードはいつも通りスケッチブックを取り出す。

			『満足に実験はできたか？』

			『と、トリマキー選手、ダウンッ！　ただ今の試合、Ｆクラスのベアード選手の勝利です！』

			　リリーさんがそう言うも、会場はシーンとしていた。

			　バーナさんは、ニコニコと笑顔を浮かべてはいるが、それ以外は皆、信じられないといった様子だ。

			　それもそうだろう。なんせ、ベアードは魔法を一つも使わずに勝ったんだからな。

			　普通、魔法を直接攻撃して無効化するなんて、魔力を腕に纏まとわせたりしないとできないそうだが、ベアードの場合、腕を振るう風圧だけで炎をかき消した。

			　そのせいで、周囲からは殴り落としているように見えていただろう。

			　……どちらにせよ、普通の戦い方じゃないよね！

			　沈黙の中を堂々と歩き、他のＦクラスの皆が待つ場所まで移動したベアードは、ブルードにスケッチブックを見せた。

			『ブルード。お前の兄に見せつけてやれ』

			「……言われるまでもないな」

			　ベアードの言葉を受けたブルードは、不敵な笑みを浮かべながら、優雅な足取りで会場の中心まで移動する。

			　そのころ、俺たちベンチはというと、ベアトリスさんとレオンが驚きの表情を浮かべ、サリアは楽しそうに応援していた。

			「……誠一お兄ちゃん」

			「……ん？」

			「……これ、本当に落ちこぼれ？」

			「もう知らなーい！」

			　予想外の戦い方に、俺は考えることを放棄するのだった。

		

	
		
			校内対抗戦～貴き血の王族対穢れた血の王族～

			　

			『い、いやぁ……すさまじい戦いでしたね！　私にはベアード選手たちの動きを追うことができなかったのですが……』

			『そうですね……分からなかった人も多いと思うので、解説しましょう。まず、ベアード選手がトリマキー選手の魔法を殴り落とし、徐々に近づいたかと思うと、その場で超高速のサイドステップを踏み、トリマキー選手を惑わすと、そのまま背後に回り込み、華麗な一撃を脳天に叩き落としました……学生とは思えない身のこなしでしたね』

			　誰だよお前!?　本当にマイケル!?

			　アンタ、今までまともに解説できてなかったじゃん!?　何で急に詳しい解説始めてるの!?

			　つか、俺は目で追えるけど、マイケルもあの速度の試合展開を追えていたとは思わなかったよッ！

			『マイケルさん、目で追うことができたんですか!?』

			『何もそうすごいことではありません。それに、私の愛馬……【流星馬ミーテイア・ホース】に比べれば、どんなスピードでも遅く感じられるんですよ』

			『なるほど。では次行きましょう！』

			『切り替え早ッ!?』

			　全然遅く感じられてねぇじゃねぇかッ！

			　てか、今思い出したけど、この人王都カップの前回優勝者じゃない!?　【流星馬】って言ってたし！

			　俺が優勝したときの表彰者の中にいたのかもしれないけど、あのときはルルネがバハムートを手に入れられなかったショックで俺は表彰台に上がってないからな。バハムートと一位の景品を交換してもらえそうか確認するために、バハムートを手に入れた人だけは確認したけどさ。

			　そんなことはいいとして、本当に何者なの!?　マイケルって！

			　ぼ、冒険者なのかな……？　そうだとしたら、バーナさんも知らないみたいだし、ランクがあんまり高くないか、難しい依頼とかをあんまり受けてないのかもしれない。

			　……あの街出身なら、ランクなんてあってないようなもんだけどねっ！

			『続いては、Ｓクラスのテオボルト選手対、Ｆクラスのブルード選手です！　これは、目が離せませんよ！』

			『と、言いますと？』

			『実は、テオボルト選手はカイゼル帝国の第一王子でして、ブルード選手は、第二王子なのです！　ですが、ここだけの話、ブルード選手の母君は平民の方でして、異母兄弟ということもあって、あまり良好な関係とは言えないようなのです』

			『なるほど。今この瞬間、ここだけの話じゃなくなりましたね』

			『……みなさん、忘れましょう！』

			　それは無理があるだろ!?

			『まあなんにせよ、国の闇やみがあふれ出てきそうな試合になるのではないでしょうか!?　学園に国家の対立を持ち込むなんて、驚きですね！』

			『私は貴女の口の軽さに驚きですね』

			　マイケル、今はアンタが正しいよ！

			　リリーさん、大丈夫かな……俺の中でいい印象がほぼないカイゼル帝国に喧けん嘩か売ってるようなもんだけど……。

			　そんなことを考えていると、闘技場の中心にはブルードと、金髪の男子生徒が向かい合っていた。ブルードの兄であるテオボルトだ。お互い武器は同じで、ロングソードだった。……そう言えば、アルがテオボルトの平常点をゼロにするって言ってたような……。

			「兄上……」

			「いい気になるなよ？　落ちこぼれ。アイツは俺たちＳクラスの中でも最弱だ」

			　スゲェ！　まさか『ヤツは○○の中でも最弱……』って台詞を本当に聞ける日が来るとは思わなかったよ！

			「俺は……貴方を倒します」

			「ハァ？　貴様、いつからそんなに偉くなったんだ？　平民の血を引く分際で」

			「……」

			「気に食わないなぁ、その顔。メチャクチャにしてやりたくなる……ん？　おお、そうだ！　いいことを思いついた！　確か、貴様の母親のところにいたメイド……名は……リリアンだったか？」

			「っ！」

			「光栄に思え。俺が国に帰ったら、俺専用のメイドとして雇いなおしてやろう。フフフ……一度だけ見たが、顔だけはよかったからな。たっぷり奉仕させてやろう」

			「貴様ッ……！」

			　ブルードが先ほどまでの態度を一変させ、人を殺せそうなレベルでテオボルトを睨にらみつける。

			　詳しい話は分からないが……とんでもなくゲスい性格をしているようだ。

			　思わず眉まゆをひそめていると、隣で様子を見守っていたサリアが口を開いた。

			「うーん……無理じゃないかなぁ」

			「へ？」

			「だってあの人、雄として全然ダメだもん。この間私たちに寄って来た、あの人たちと同じかそれ以下だね！」

			「……ブルードは？」

			「え？　大丈夫だよ！」

			　野生の勘ってコワイ。

			　一人戦せん慄りつしていると、アグノスが叫んだ。

			「バカ野郎ッ！　そいつの言うことに耳を貸してんじゃねぇ！　いつものいけ好かねぇ態度はどうした!?」

			「アグノス……」

			「心配すんな！　変な気が起きねぇくらい、ボコボコにぶっ潰してやればいいんだよ！」

			　その応援はどうなんだろうか。いや、ある意味正しいかもしれないが。

			　アグノスの応援を受け、ブルードは一瞬、目を見開いたが、すぐにいつもの余裕のある笑みを浮かべた。

			「そうだな……その通りだ」

			　納得しちゃったよ！　もうちょっと穏便に済ませられないかなぁ!?

			　内心で盛大にツッコんでいると、アグノスが俺に声をかけてくる。

			「兄貴！　兄貴からも一言お願いします！」

			「え？　あ、じゃあ……」

			　俺は、ブルードに向かってしっかりと言い放った。

			「ぶっ潰せ」

			　言ってることが同じ？　何のことだか分かりませんねぇ。

			　俺の言葉に、ブルードは驚いた様子だったが、すぐに笑みを深めた。

			「フッ……そこは教職者として、穏便に済ませるようにと言うのが普通じゃないか？」

			「さっき君も納得してたよねぇ!?」

			　とんでもない言いがかりだ。

			　とにかく、もう心配はいらないだろう。

			　俺は安心して試合を見守ることにした。

			『さあ、すでに両者火花を散らしておりますが……さっそく始めましょう！　テオボルト選手対ブルード選手……試合、開始ッ！』

			　リリーさんの合図とともに、ブルードは剣を振った。

			「ハアッ！」

			　その瞬間、斬ざん撃げきが飛び出し、テオボルトに襲い掛かる。

			『な、なんと！　ブルード選手、斬ざん撃げきを飛ばしております！　見たところ、スキルでもなさそうですが……』

			『いよいよ学生なのか疑わしくなってきましたね』

			　俺も驚いたが、やはり斬ざん撃げきを飛ばすのは普通じゃないらしい。ルイエスは何発もぶっ放してきたけどね……。

			「ザコの分際で……調子に乗るなよ！」

			　しかし、テオボルトは斬ざん撃げきを簡単に避ける。

			　斬ざん撃げきは、誰もいない地面を軽く抉るだけで終わってしまった。

			　斬ざん撃げきを避けたテオボルトは、右手をブルードへと向けた。

			「『サンダーランス』！」

			　槍やりの形をした雷が、高速でブルードへと撃ち出された。

			「くっ！」

			　それを何とか避けると、ブルードは再び斬ざん撃げきを飛ばす。

			　だが、その斬ざん撃げきはテオボルトに向かわず、見当違いな方向へ飛んでいった。

			「ハハハハハ！　狙いすら定められないのか？　ザコめ！　『エレキサークル』！」

			　今度は、テオボルトが高速回転する電撃の円を浮かび上がらせ、大量に射出した。

			『おおっと！　テオボルト選手！　すごい数の魔法です！』

			『エレキサークル……確か、中級雷属性魔法でしたね』

			　さっきまで試合途中に実況してなかったよねぇ!?　本当に急にどうしたの!?　まあ仕事してるから文句はないんだけどさ！

			　ブルードは、自身に向かってくる電撃の円を紙一重で避け続け、避けられないものは剣で切り落とし、反撃とばかりに再び斬ざん撃げきを飛ばした。

			　だが、斬ざん撃げきはまたも見当違いの方向へ飛んでいく。

			「どうしたどうしたどうした!?　逃げてばっかじゃ面白くないぞ!?　せいぜい俺の魔法の実験台になれ！」

			　Ｓクラスのみなさんはどんだけ人を使って魔法の実験がしたいんだよ。マッドすぎるだろ。

			　思わずそう思っていると、テオボルトの攻撃は一向に当たらず、ブルードも斬ざん撃げきを変な方向に飛ばし続けるせいか、試合は平行線となっていた。

			「穢けがれた血を引く貴様が、次期帝王のこの俺に逆らうか!?　平民は平民らしく、泥にまみれて這いつくばっているがいい！」

			　そんな状況を少しでも変えようと、テオボルトはいろいろな魔法を放つが、すべてブルードに巧うまく捌さばかれていった。

			　ブルードは勝負に出るつもりか、少しずつだが、テオボルトとの距離を詰める。

			「この俺の前に立ちやがって……くたばれ愚民があああああああああっ！」

			　少しずつ迫って来るブルードに恐怖したのかは分からないが、テオボルトは叫び声をあげ、両腕をブルードにかざした。

			「感謝するがいい、兄から貴様へ最後の贈り物だ！　『トリプル・チェイス』！」

			「っ!?」

			　すると、高速で炎の玉、風の玉、雷の玉が、ブルードめがけて飛び出した。

			　突然のことで驚いたブルードだったが、すぐに冷静さを取り戻し、避けようとする。

			　だが――――。

			「くっ!?」

			「バカめ！　その魔法は貴様に当たるまで追い続けるぞ！」

			　テオボルトが放ったのは、ブルードを執拗に追いかける追尾型の魔法だったのだ。

			　それを察したブルードは、すぐに目標をテオボルト自身に切り替え、突撃する。

			『おっと、ブルード選手！　魔法への対応を諦あきらめ、テオボルト選手を直接攻撃しに向かうか!?』

			『いえ、これはテオボルト選手の魔法を、テオボルト選手自身にぶつけようと考えているのではないでしょうか？　本来、魔法が使える者同士の戦いならば、壁を出現させ、それにぶつければ終わりですが……彼は、どうやら魔法が使えないようですしね』

			　なるほど、ブルードはそんなことを考えているかもしれないのか……。

			　しかし、もうブルードは魔法が使えるのだ。

			　それを使えば、簡単にこの状況を切り抜けられる。

			　だが……何故か、ブルードは魔法を使おうとはしなかった。

			　一瞬、相手を舐めているのか？　とも思ったが、そんなことはないだろう。

			　何か理由があるはずだが、今の俺には分からなかった。

			「つくづくバカなヤツだなぁ!?　お前にその魔法から逃れる術はない！　大人しく降参すれば、許してやらんこともないぞ？」

			「……」

			　そんなテオボルトの挑発にも動じず、ブルードはただひたすらにテオボルトを追い続けた。

			　そして、ブルードはとうとう勝負に出たのか、思いきり飛びかかった。

			　しかし――――。

			「空中に飛び込むとは……これで逃げ場は完全になくなったなぁ!?　さあ、落ちろ！　『トリプル・チェイス』！」

			　またも、追尾型の三属性の玉が、空中で逃げ場のないブルードに襲い掛かる。

			　しかも、テオボルトはしっかりその場から飛び退き、巻き添えを食らわないようにしている。

			　誰もが、テオボルトの勝利を疑わなかった。

			「かかったな？」

			　ブルードは、静かに……それでいて獰猛な笑みを浮かべた。

			　何と、ブルードは、空中で体を捻ると、自身に向かってくる魔法のうち、風属性のものを全力で踏みつけた。

			　魔法がブルードの足の裏に当たったことで、すさまじい衝撃がブルードの足の裏で発生する。

			　しかし、それに合わせて突進する動作をしていたため、ブルードは一気にテオボルトへと距離を詰めた。

			「なあっ!?」

			　急な方向転換に加え、猛スピードで迫って来るブルードに、テオボルトは完全にパニック状態になり、急いでその場から離れようとする。

			　だが――――。

			「あひぃ!?」

			　情けない声を上げ、テオボルトはその場でこけた。

			　何故ならそこには、ブルードが斬ざん撃げきを飛ばし続けたことによって、大きな穴が開いていたのだ。

			　テオボルトは、ブルードを追い詰めることに必死で、足元の確認を怠おこたっていたのだ。

			　足をとられたテオボルトに難なく接近すると、ブルードはすぐに背後に回り込み、テオボルトの制服の襟を掴んで立たせ、まるで魔法から守る盾のように構えた。

			「兄上の贈り物は趣味が悪いので、お返しします」

			「や、やめろおおおおおおおおおおおおおおっ！」

			　叫びも虚しく、魔法は全弾、テオボルトに命中した。

			　煙が晴れると、そこには無傷のブルードと、黒焦げのテオボルトが。

			　誰が見ても、勝敗は明らかだった。

			『しょ、勝者……Ｆクラスのブルード選手！』

			　リリーさんが、動揺を隠せない様子でそう言い放つ。

			　するとブルードは、黒焦げのテオボルトを見て、眉まゆをしかめて雑に放り投げた。

			　そして、ハンカチを取り出すと、汚れたと言わんばかりに手を拭いた。

			「兄上。貴き血を引く王族ともあろうお方が、泥まみれですよ？　気休めですが、これでお拭きください」

			　手を拭いたハンカチをテオボルトに向かって投げると、ブルードは優雅に背を向けるのだった。

		

	
		
			校内対抗戦～学園最強対脳のう筋きん不良～

			　

			『いやあ、まさかの展開ですね！　ＳクラスがＦクラスに押されています！　これは大番狂わせでしょうか!?』

			『決してＳクラスが弱いのではなく、Ｆクラスの生徒が強すぎるんですね』

			『なるほど！　意味が分かりませんね！』

			　ブルードの試合が終わると、マイケルたちはそんな会話をしていた。

			　気付かないうちに、生徒たちまでとんでもない存在になっていたようです。まあ教える前から結果は見えてたけどね！　泣いてないよ！

			　試合を終えたブルードが戻ってくると、アグノスに向かい合い、拳を突き出した。

			「任せたぞ」

			「っ！　任せとけ！」

			　そして、アグノスも同じように拳と拳を突き合わせた。

			　……ナンダコレ。すげー青春してる。羨うらやましい。

			　というか、普段言い争いみたいなの多いけど、お前ら本当は仲良しだろ！　素直じゃねぇな！　もっとやれ！

			　ふと、Ｓクラス側に視線を向けると、あのいちいち嫌味を言ってきた先生が焦っていた。

			「バカなバカなバカなバカな!?　う、ウソだ！　不正をしたに決まっている！　司会！　アイツらは不正をしているんだっ！」

			　おおう。いわれのない罪を着せられそうだぜ。

			　Ｓクラスの先生は、唾を飛ばしながら喚わめき散らす。

			　だが、そんな様子を無視して、司会は進んでいった。

			『さあ、次の試合に移りましょう！　次の試合は、あのＡクラスのジオニス選手のお兄さんである、ロベルト選手が登場しますよ！』

			『ほう。Ａクラス対Ｃクラスのときに、圧倒的実力を見せつけていた生徒ですね？　彼のお兄さんということは期待できますね』

			　何と、アグノスの対戦相手は、ランゼさんの息子さんであるロベルトらしい。

			　どんな生徒だ？　と首を傾げていると、戻って来たばかりのブルードが、顔を顰しかめていた。

			「最悪だな……」

			「え？　どうして？」

			「誠一先生は知らないかもしれないが、ロベルトはＳクラストップ――――つまり、学園最強なのだ」

			「へぇ……」

			　ランゼさんの息子さんは、スゲェ優秀なんだなあ。

			　そんなことを思っていると、闘技場には金髪碧眼のクールな印象を受ける、すごいイケメンが立っていた。

			　何だろう……ブルードと似た、王族の雰囲気って言うのだろうか？　とにかく、俺みたいな一般人とは違う、高貴な雰囲気を感じる。

			　思わずロベルトの雰囲気に圧倒されていると、ブルードはため息交じりに言った。

			「それに、ロベルトは俺たちに対して、普通に接してくれる数少ない人間なのだ。正直、やりにくいだろう」

			「あー……」

			　本当に運悪いな！　いや、戦いなんだし、アグノスのことだから手を抜くとか絶対ないだろうけど、相手としては何とも戦いにくい！　こっちの事情が事情だしね！

			　アグノスは、自身の武器である釘バットを肩に担ぎながら、闘技場に立った。

			「まさか、アンタと戦うことになるとはなぁ……」

			「……このたびは、我々Ｓクラスが貴殿らに不快な思いをさせたこと、大変申し訳なく思う。すまなかった」

			　アグノスが向かい合った瞬間、ロベルトは頭を下げた。

			「気にしてねぇ……って言えば嘘になるが、それでもアンタには何の恨うらみもねぇよ」

			「俺個人がよくとも、結果的に周囲のそれを抑えられなかったのも事実だ。まあ、Ｓクラス内で皆を抑えられるような立場にいるわけでもないのだがな……」

			　呆れと疲労のため息を吐くロベルト。

			　学園最強って言われてるのに、クラスの中心人物じゃないっていうのも変な話だね。

			　いや、あのＳクラスならおかしくもないか……。

			「その話は一度やめようぜ？　んなことより、俺はお前と本気で戦えるのが楽しみで仕方ねぇんだ！」

			「……そうか。そう言ってもらえるのなら……俺も本気で相手をしよう」

			「応！　望むところよっ！」

			　二人の会話を聴いて、司会の二人は驚く。

			『なんということでしょう……三組目にしてようやく清々しい戦いが見られそうですよ！』

			『そもそも、Ｓクラスにはどれだけ性格に難のある人物が集まっているんですか？　ＳクラスのＳはスペシャルのＳじゃなく、性悪のＳなんですかね？』

			『そうかもしれませんね！』

			　認めるんかいっ！

			『それはともかく、早速試合のほうを始めていきましょう！　ロベルト選手対アグノス選手……試合、開始！』

			　リリーさんの合図と同時に、アグノスはその場から一気に駆け出した。

			「先手必勝だぜっ！　オラアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

			　そんな威勢のいいスタートダッシュを見て、ブルードは頭を抱えた。

			「あのバカ……学園最強相手に無策に突撃するヤツがあるか……！　……いや、それがアイツだった……」

			　ブルードの言った通り、アグノスは勢いよく釘バットを振りかぶり、ロベルトに突撃するも、軽く躱かわされた。対するロベルトは冷静に魔法を放ってきた。

			「『雷らい雨う』」

			　右手をアグノスに向けて突き出すと、空中からアグノスに向けて、雷の槍やりが大量に降ってきた。

			「おわっ!?　雷の雨だぁ!?　どこで雨宿りすればいいんだよっ！」

			　そういう問題じゃない。

			　とはいえ、槍やりが降るなんて言葉があったけど、雷の槍やりなんて降られたら困るよなぁ。

			　それよりも、アグノスは次々と襲い掛かる雷の槍やりを、持ち前の身体能力を活かして避け続けた。

			　……やはり、ブルードやベアードと同じで、魔法を使う気配がない。魔法を使えば、別に身体能力にモノを言わせなくても対処できるのに……。

			「まさか、すべて躱かわされるとはな……」

			「これ以上の攻撃を、俺は知ってるからな！　オラ、気ぃ抜くと痛い目見るぜ！」

			「くっ！」

			　アグノスは雷の雨を避け続けながらもロベルトとの距離を詰め、そのまま釘バットを力強く振るった。

			　それを、ロベルトは腰に差していたロングソードで受け止める。

			　そして、その場でアグノスとロベルトは怒ど涛とうの剣けん戟げきを繰り広げた。

			「やるじゃねぇか！　魔法だけが得意なんだと思ってたぜ！」

			「大したことではない。だが、どうやら近接戦闘は貴殿が上手のようだ。なら……！」

			　激しくアグノスとロベルトが剣を打ち合い、鍔つば迫り合いを続けていたが、ロベルトがさらに力を加え、アグノスを大きく吹き飛ばした。

			「なあっ!?　トンデモねぇ力だな！」

			　吹っ飛ばされたアグノスは、すぐに体勢を立て直したが、ロベルトはその間に距離を置き、地面に手をついていた。

			「『雷らい針しん柱ちゆう』」

			　すると、ロベルトが手をついた場所から、アグノスめがけて鋭い雷の柱が次々と発生した。

			「上の次は下かよ!?」

			　先ほどのように避けようとしたが、上からの攻撃より地面からの攻撃のほうが避けにくいらしく、アグノスは数発ほど雷の柱を受けてしまった。

			「があああああっ！」

			　それでも、続いて襲い来る雷は釘バットで防ぎ切り、何とか耐え抜いた。

			「チクショウ……腕が痺れたぜ……」

			　アグノスの体中から煙が出ている。

			「まさかこれすらも防がれるとはな……さすがに自信を喪失しそうだ。もっと精進せねばな」

			　そんなアグノスの様子を見て、ロベルトも警戒を忘れず、それでいてさらに高みに行くことを決意していた。……こういうのが本当にすごいヤツなんだろうな。

			「これは様子見などと言ってられないな……」

			「あん？」

			「――――出し惜しみはなしだ」

			「！」

			　アグノスが首を傾げると、ロベルトは一瞬目を瞑つむり――――。

			「『雷らい神じん装そう』」

			「ハァ!?」

			　ロベルトが目を開けた瞬間、ロベルトの体には、雷の鎧よろいが纏まとわれていた。

			　その姿は神々しく、男心をくすぐられるようなカッコイイデザインだった。

			「かっけぇぇぇぇぇぇえええええええ！」

			「あのバカは……」

			　アグノスは試合中ということも忘れて絶叫していた。純粋すぎるだろ！

			　俺はアグノスの様子に内心でツッコみ、ブルードは頭を抱える。

			　というか、あの魔法は何だ？　雷属性の魔法一覧には存在しない魔法だけど……。

			　そんな風に思っていると、脳内に久々にアナウンスが流れてきた。

			『雷属性オリジナル魔法【雷神装】を習得しました』

			　よし、俺の体が余計なことをしてくれたのは分かった。

			　いやだって、オリジナル魔法ですよ!?　他人が頑張って編み出した魔法をこんなに簡単に習得しちゃってさぁ!?

			　俺は俺で別の意味で頭を抱えていると、司会のリリーさんたちも驚いている様子だった。

			『な、何なんでしょうか!?　あの姿！　あの魔法！　私は見たことがありません！』

			『……あの魔法は、見た目の通り雷を鎧よろいとして身に纏まとうのですが、並の鎧よろいを上回る防御力を誇ほこり、何より速さが跳ね上がるのです』

			『マイケルさん、あの魔法を知っているのですか!?』

			『ええ。あの魔法は【雷女帝】――――エレミナ・キサ・ウィンブルグ。現役Ｓ級冒険者の魔法ですよ』

			『ええええええええええっ!?　ウィンブルグってことは……ロベルト選手のお母様!?』

			『そういうことでしょう。とはいえ、【雷女帝】の他にあの魔法を再現できる存在がいたとは……』

			　俺もたった今使えるようになりました。ごめんなさい。

			　ていうか、ロベルトのお母さん……つまり、ランゼさんの奥さんってまさかのＳ級冒険者!?　ということは変態!?

			　……いや、非常に失礼なことを言ってるのは分かるが、前例が酷ひどいからね！　ガルガンドさんとガッスルたちだけども！

			　まさかいわゆるお妃様の地位にいながら冒険者であるなんて……王城に行ったとき、会えなかったのもどこかで冒険してたからなのだろうか？　だとするとアグレッシブすぎる。

			　そんなことを思っていると、ロベルトは苦笑い気味に言った。

			「まあ、俺は母上のように長時間この魔法は使えないがな。だが――――」

			「なっ!?」

			　一瞬、ロベルトの姿がぶれたかと思うと、すさまじいスピードでアグノスに接近し、剣を横に振るった。

			「ッ!?」

			　本能的に危険を察したアグノスは、とっさに防御態勢をとったが、関係ないとばかりに大きく吹っ飛ばされた。

			「まだまだ行くぞ」

			　そこからは圧倒的だった。

			　全方向からの超高速の斬ざん撃げきを集中砲火されるだけでなく、蹴けりや拳なども絶え間なく繰り出され続ける。

			　俺は目で追うことができるが、正直他の人間にはロベルトの姿は目にも映らず、アグノスが勝手にいろんな方向に吹っ飛ばされているように見えるだろう。

			「――――！」

			　斬ざん撃げきなどの余波で地面が抉れ、一発一発の威力がとんでもないことが分かる。

			　アグノスに反撃する暇ひまなどなく、ただ一方的に打ちのめされ続ける。

			　見ているだけでも痛々しいほどに、アグノスは傷ついていた。

			　もう、いつ倒れてもおかしくない。

			　だが――――。

			「くっ！」

			　アグノスは、倒れない。

			　むしろ闘志を燃やし、ギラギラと目を輝かせながら、じっと攻撃を耐え続けているのだ。

			　その様子に、押しているはずのロベルトに焦りの表情が見える。

			「ここまでしても倒れないか……！」

			「んなヤワな鍛きたえ方してねぇよ！」

			「そうか……なら――――！」

			　突然、ロベルトの背後に、大量の雷の槍やりが出現した。

			「もう俺に余力はない。これが全力だ……！」

			「いいぜ……真っ向から叩き伏せてやんよっ！」

			　アグノスはふらふらになりながらも、真正面に釘バットを構えた。

			「『雷らい極きよく槍そう』！」

			　そして、大量の雷の槍やりがいっせいに放たれると、一つの軌道に集まり、やがて極大な一本の雷の槍やりが完成した。

			　その槍やりは、アグノスを貫つらぬかんと、圧倒的なスピードで飛翔する。

			　それに対して、アグノスは――――。

			「マジのマジのマジのマジのマジのマジのマジのマジのマジのマジのマジの一撃ぃぃぃぃぃぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

			　全力でフルスイングし、極大の槍やりと釘バットが正面衝突した。

			　すさまじい力の奔流が、釘バットと極大の槍やりが衝突する部分から放出され、見ているだけでもとんでもない力が加わっていることが分かる。

			　アグノスは、血反吐を吐く勢いで叫んだ。

			「気合が……足りねぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇえええええええええええええええええ！」

			　すると、徐々にアグノスが槍やりを押し返していき――――。

			「マジスゲェ気合だああああああああああああああああああああああああああああああ！」

			　ついに、アグノスは雷の槍やりを薙なぎ払った。つか語ご彙い力ヤベェ。

			「だああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

			「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

			　その勢いのまま、アグノスはロベルトに迫る。

			　ロベルトも言葉通り余力を使い果たしたのか、すでに雷の鎧よろいは消えていた。

			　それでも、ロベルトも気力を振り絞り、吼ほえた。

			　そして――――。

			「……」

			「……」

			　アグノスの首元とロベルトの首元に、お互いの武器が突きつけられた。

			　会場全体を、沈黙が包む。

			　最初に我に返ったリリーさんが、勝敗を告げた。

			『はっ!?　こ、これは……引き分け！　引き分けです！』

			　何と、二人が武器を首に突きつけるタイミングは、俺から見てもまったく同時だったのだ。

			　つまり、今回は引き分けである。

			　司会の言葉を聞き、二人は静かに武器を下ろした。

			「引き分けか……いや、貴殿が魔法を使えていたのなら、結果はまた変わっていただろう」

			「いや？　これが俺の全力だ。魔法も一つの力だろうが、俺の一番はやっぱり、鍛きたえ抜いたこの体だからよ」

			「……そうか。何はともあれ、楽しかった。ありがとう」

			「おう！　俺も楽しかったぜ！」

			　そういうと、二人はその場で握手をしたのだった。

			　これでこの試合の引き分けが確定した。

			『ええっと……ということは……Ｆクラスが次に出場する選手がいなければ、人数の都合上、対抗戦も引き分けになりますね』

			『ふむ……人数が足りず、Ｆクラスが二勝しているにもかかわらず引き分けというのも変な話ですがね。まあ五人中二人勝ち、一人が引き分けならばそういうことになるでしょう』

			　そんな司会の会話を聴いていると、闘技場にＳクラスの生徒が一人立っていた。

			　よく見ると、姿はレオンに似ているが、気弱な雰囲気は微み塵じんもない。

			　その生徒は、俺たちを見下しながら言った。

			「そこにまだ一人戦えるヤツがいるというのに、それで引き分けなどバカか？　それは試合そのものを放棄したのと同じだ」

			　ちょっと何を言ってるのか分かりませんね。

			　仮にレオンが試合に出たとして、それでレオンが勝ってしまえば、Ｓクラスの負けが確定するっていうのに……。

			　というか、このまま進めばＳクラスは無条件で引き分けになれるんだから、二敗してる今、変な動きをしないほうがいいんじゃないだろうか？

			「それとも何か？　そこから一歩も動けないとでも言うんじゃないだろうな？　いや、ありえるな！　なんせ無能なＦクラスだもんなぁ!?　不正がバレて、負けるのが怖いのだろう!?　さっきまでの試合だってそうだ。魔法が使えないお前らに慈悲をかけて手を抜いてやったのだ！　お前らなんざ本気を出せば一瞬で叩きのめせるんだ。所しよ詮せん、魔法も使えない、努力も実を結ばないザコどもだもんなぁ!?」

			　いや、君は今までの試合、どこを見てきたんだ？

			　本気じゃなかったとしても、その結果やられてちゃ意味ないし、何よりその無能にやられたそっちの生徒は何だったの？

			　まあ、これは俺たちをただ煽ってるだけなんだろうが。

			　ブルードたちは、相手の生徒の言葉に顔を顰しかめるも、何も言わなかった。

			　よくもまあこんなにもいろいろとバカにするような言葉が出てくるもんだと思っていたときだった。

			「……」

			「え、レオン？」

			　不意に、レオンが立ち上がったのだった。

		

	
		
			校内対抗戦～兄弟の因縁の対決～

			　

			　みんなが、急に立ち上がったレオンの姿に呆気にとられていると、レオンは闘技場へと向かった。

			　それを見て、いち早く我に返ったブルードが声をかける。

			「おい、レオン！　いったい何を――――」

			「訂正しろっ！」

			　レオンは、珍しく大声で叫んだ。

			「あ～？　よく聞こえないなぁ？」

			「訂正しろって言ったんだ！」

			　相手の生徒と向かい合う形で闘技場に立つと、レオンはもう一度力強く言い放った。

			「お前……いつからそんなに偉くなったんだ？　ああ!?　兄への言葉遣いがなっていないなぁ!?」

			「っ！」

			　威圧するように、それでいて人を見下した笑みを浮かべながら、相手の生徒はレオンに言う。

			　それを受け、レオンは一瞬怯んだ様子を見せるが、すぐにまた、鋭い視線を相手に向けた。

			「そんなこと知らない！　今すぐ、みんなをバカにした言葉を取り消せ！」

			「無能に無能と言って何が悪い？　図星を突かれて悔しいんだろ？　お前も、今となっては魔法も使えない落ちこぼれだもんなぁ？」

			「だからなんだ！　僕のことをバカにするのはいい。でも……お前にみんなの努力を否定する権利はない！」

			「……兄に向って〝お前〟だと？　……本当に生意気なことを言いやがって……いいだろう、兄である俺に楯たて突いたこと、後悔させてやるよ……」

			「後悔なんてしない。僕は、貴方を許さない」

			　目の前で火花を散らす二人。

			　……突然すぎて分からなかったが、どうやら相手の生徒はレオンの兄らしく、さらにレオンのトラウマの元凶でもあるようだ。

			『こ、これはどういうことでしょうか？　マイケルさん……』

			『いや、部外者である私が分かるわけないじゃないですか……ただ、因縁があるようですね』

			『そうですね……ともあれ、こうして闘技場で向かい合っているということは、戦うということで話を進めていきましょう！　というより、家庭の事情持ち込みすぎですね！』

			『同感ですね』

			　本当にね！

			　面倒くさいくらいに家庭の闇やみが見えるよ！

			『ですが、まあ……二人ともやる気なようなので、試合を開始してしまいましょう！』

			　そして司会も軽いっ！

			　もうちょっと空気読んでもいいんじゃない!?　いや、重苦しい空気も嫌だけどね！

			『では！　両者ともやる気十分なようなので、このまま進めたいと思います！　Ｓクラスのフリード選手対レオン選手！　試合……開始！』

			　リリーさんの合図とともに試合が開始される。だけど俺は、突然レオンの周りに現れた五色の光の玉を見て、固まってしまった。

			「な、なあ……レオンの周りに何か飛んでないか？」

			「ん？　俺には何も見えないが……」

			『何か見えたのか？』

			「何もないと思いますけど～……」

			　俺の質問に、ブルードたちがそう答えてくれた。どうやらレオンの周囲を飛んでいる光の玉が見えるのは俺だけのようで、サリアやルルネでさえ見えていない様子だ。

			　あまりにも突然すぎて、俺の目がおかしくなったのかと思い、俺以外にも変化に気付いた人がいないか確認するために観客席を見渡すと、バーナさんだけ、目を見開いていた。

			　……バーナさんと俺には見えて、他には見えていないって……ますます分からなくなったぞ。

			　首を傾げている間にも、レオンの周りに浮かぶ赤・青・黄・緑・橙だいだいの光は、嬉しそうにレオンの周りを飛び回っている。

			　どうやらレオンにも光の玉は見えているらしく、それどころかその正体と会話すらしているようだ。

			　レオンが光の玉と会話をしているため、無視というか放置されたフリードとやらは顔を真っ赤にしていた。

			「こ、この俺を前にしてよそ見をするとは……ぜってぇ許さねぇ……！」

			　そんなことで怒るなよ……カルシウム足りてないんじゃない？　牛乳飲みなさい。

			　怒りで震えるフリードを無視して、俺はレオンがどんな会話をしているのかが気になり、化物じみた聴力を駆使して聞いてみることにした。

			『やっと君に声をかけることができた！』

			『よかったぁ！』

			『このままダメになるんじゃないかってヒヤヒヤしたよ～！』

			『でもこうして立ち直ってくれてよかった！』

			『仲間の力だねー！』

			　光の声は、どれも幼い子どものようで、レオンと会話できることが嬉しくてたまらないといった様子だった。

			「き、君たちは……？」

			『僕たちは精霊！』

			『それも、普通の精霊じゃないよ？　大精霊！』

			『火・水・風・土・雷の大精霊だよ！』

			「せ、精霊!?」

			　何と、レオンに話しかける光の正体は、精霊らしい。

			　って、みんなが見えないのにバーナさんが見えるのは、いわゆるエルフだからで、俺が見えるのはスキル『世界眼』のせいだろうなぁ。見えないものが見えるって書いてあったし。

			『僕たちはずっと待ってたんだ！』

			『君が、魔法を使えるようになるのを！』

			『ゴメンね？　君が辛つらいとき、助けてあげられなくて……』

			『僕らは、契約しないと助けることができない』

			『幼い君には、僕らの力は大きすぎたんだ』

			『でも、今は違う！』

			『そう！　君と契約することができる！』

			「ぼ、僕なんかと……？　どうして……？」

			『君だからいいんだ！　君じゃないと嫌だ！』

			『そうだよ！』

			『みんな、君と契約したいんだ！』

			　精霊たちは、レオンに必死に訴える。

			　それを受けて、レオンは顔を俯うつむかせながらポツリと呟つぶやいた。

			「……正直、僕はまだ、魔法が怖い。いや……兄が怖いんだ」

			『……』

			「あれだけ大口叩いたけど、僕は兄に勝てない……心が、もう負けかけてるんだ……」

			『……』

			「でも……それでも……僕は、クラスのみんなをバカにした兄を許せない」

			『レオン……』

			「君たちと契約すれば……僕は兄を倒すことができる……？　こんな僕でも……もう一度、前を向くことができる……？」

			　レオンの、切実な思いに、精霊は力強く頷いた。

			『もちろん！』

			　その瞬間、レオンと精霊たちの間に強力な繋がりが見えた。

			　その繋がりは形となって、レオンの手の甲に現れる。

			　手の甲には、精霊のシルエットが描かれた紋章が現れていた。

			「こ、これは……？」

			『それは、僕たちと君の契約の証！』

			『さあ、見せてあげる！』

			『君が手に入れた、仲間を守る力を！』

			『今まで君を守れなかった、僕たちの想いを！』

			『大精霊の力を、目の前のアイツに思い知らせてあげよう！』

			　そんな会話をしているなか、もう一度フリードのほうに視線を向けると、彼は顔を真っ赤にしていた。

			「許せねぇ……！　この俺を無視しやがって……！　ザコの分際で……俺を無視するなあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

			　なんか、メチャクチャ怒ってるな。

			「なぁ、なんで相手はあそこまで怒ってるんだ？」

			「は？　いや、フリードが罵詈雑言を浴びせる中、レオンがことごとく無視をしたからであろう」

			　思わず近くにいたブルードに訊きくと、どうやらフリードは攻撃を仕掛けず、ずっと悪口を言ってたらしい。いや、結構長い間レオンたちが会話してたと思うけど、その間ずっと悪口言えるってある意味すごいな。ボキャブラリーが豊富で羨うらやましい。いや、悪口系のボキャブラリーはいらないけどさ。

			　そもそも、その間に攻撃しなかったとか意味不明すぎる。どれだけ自分に自信があるんだよ……いや、レオンが魔法を使えないと思っての行動なのだろうか。

			　とうとう我慢の限界に達したのか、フリードは両手を広げ、魔法を発動させた。

			「お前のトラウマを思い出させてやる……！　せいぜい、泣き震えるがいいさ！」

			　フリードは、炎の槍やりを数本出現させた。

			「昔は【ファイアーボール】で焼いて遊んでやったが、今は違う！　この【ファイアーランス】で内臓まで焼いてやる……！　いけぇっ！」

			　思考回路が物騒だな、おい。

			　思わず内心でそうツッコむと、炎の槍やりは勢いよく射出され、レオンめがけて飛んでいった。

			　だが――――。

			「う、うわあああああああっ！」

			『大丈夫、安心して！』

			『僕が君を必ず守るから！』

			　精霊たちは、レオンを守るように前へ飛び出し、魔法を行使した。

			『人間が、僕らに魔法で勝てるわけないでしょ！』

			『さんざんレオンに酷ひどいことをして……許さないからね！』

			『ほら、【ファイアーランス・トゥルー】！』

			『【アースウォール・トゥルー】！』

			『【ウォーターボール・トゥルー】！』

			『【ライトニング・トゥルー】！』

			『【ストーム・トゥルー】！』

			　精霊たちが魔法を行使しようとした瞬間、彼らの姿が俺以外にも見えるようになったようで、ブルードたちが一斉に驚いた。

			「なっ……何だ、あの光は……」

			「綺き麗れいですね～！」

			「おおお！　レオン君も覚醒のときかな!?」

			　フローラの言葉はあながち間違いじゃないだろう。

			　おそらく、これで本当にレオンは強い力を手に入れたんだからな。

			　それはともかく、フリードが使用した『ファイアーランス』以上の大きさの、精霊が生み出した『ファイアーランス・トゥルー』とやらがそのままフリードの魔法をかき消すどころか、飲み込み、さらに巨大化してフリードに迫る。

			「はへ!?」

			　その光景にとても間抜けな表情を浮かべるフリードだったが、彼の周りを囲うように、今度は巨大な土の壁が出現し、逃げ道を塞いだ。

			「は？　は？　は？　何で？　何で!?　何で魔法が……ぎゃあああああああああっ！」

			　彼は次々と起こる出来事に呆然とし、とうとう巨大化した『ファイアーランス・トゥルー』が到達して、彼の体を燃やす。

			「あ、熱ぃぃぃぃぃいいいいいいい！　熱い熱い熱い熱いよぉぉぉぉおおおおおお！」

			　必死に体に纏まとわりつく炎を消そうとするが、炎は消えるどころか勢いを増していった。

			　……うわぁ……。

			　その様子に思わず引いていると、今度は巨大な水の塊がフリードの頭上から降って来る。

			「がへっ!?」

			　すさまじい質量の水の塊を受け、フリードは潰れた蛙のように地面に張り付いた。

			　だが、水の塊を受けたことで炎は消えている。

			「が、か……」

			　だが、追い撃ちは続く。

			　何と、倒れたフリードめがけて、頭上から雷が落ちてきたのだ。

			「あばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば!?」

			　まるで漫画のように、体の骨が見えるほど、激しく感電するフリード。

			　雷が消えたころには、ビクンビクンと体を痙けい攣れんさせるフリードの姿が虚しく転がっていた。

			　全身黒焦げで、髪の毛も爆発したようにチリチリになっている。

			　誰がどう見ても、負けているとしか言いようがなかった。

			　――――そんな彼に、日ごろの行いが悪いと言わんばかりに、最後の鉄槌が振り下ろされた。

			　何と、動けない彼めがけて、小規模ながらも闘技場の地面を抉りながら移動する竜巻が、抵抗することさえできない彼の体を無慈悲に舞い上げた。

			「あっ――――」

			　そして、強風は炎や雷で焦げたフリードの頭髪をすべて攫さらい、彼の頭は眩まぶしく輝いた。

			　しかし、その頭を輝かすことすらも許さないと言わんばかりに、最後は頭から地面に突き刺さり、彼の頭皮の輝きはすぐに見えなくなってしまった。

			　無言の空気が、闘技場内を包み込む。

			　そんな中、誇ほこらしげに精霊たちは言った。

			『どんなもんだい！』

			『これに懲りたら、二度とレオンをイジメるなよ！』

			『次はもっと酷ひどいことするからね！』

			『そうそう！』

			『僕らはレオンの味方で、レオン自身の力なんだから！』

			　うん、まあ……みんな言いたいことはあると思う。

			　それぐらい、一方的で酷ひどい試合展開だったのだから。

			　いち早く衝撃的なシーンから回復したリリーさんが、戸惑いながらも勝者を告げた。

			『はっ!?　え、えっと……勝者、Ｆクラスのレオン選手……？』

			　司会も呆然としている。何より一番驚いていたのは、勝ったはずのレオンだった。

			　だがそんなレオンは、しばらく驚いた様子を見せたあと、急に意識を失い、その場に倒れたのだった。

		

	
		
			エリートの先生対落ちこぼれの先生～圧倒～

			　

			「れ、レオン!?」

			『あわわわわ！』

			『しまったっ！　やりすぎた！』

			『初めてだったから、レオンの魔力量が分からなかったんだ……』

			『ど、どうしよう!?』

			『レオン、しっかりして！』

			　どうやら、レオンは精霊たちのせいで、魔力がなくなり、気絶したらしい。

			　そんなレオンに急いで近寄ろうとすると、脳内に再びアナウンスが流れた。

			『【大精霊魔法：火】を習得しました。【大精霊魔法：水】を習得しました。【大精霊魔法：風】を習得しました。【大精霊魔法：土】を習得しました。【大精霊魔法：雷】を習得しました』

			「がはっ!?」

			「誠一!?」

			　俺もその場に倒れた。

			　だってオカシイじゃん!?　精霊魔法だよ!?　それも大精霊！　何で使えるようになってんの!?

			　これってさ、精霊と契約して使えるようになるとかっていうヤツなんじゃないの!?　使えるようになっちゃったけどさぁ！

			　予想外のところから精神的攻撃を受け、崩れ落ちた俺だが、すぐに立ち上がるとレオンに駆け寄る。

			　そして、精霊たちに話しかけながらレオンを抱きかかえた。

			「えっと、レオンを保健室に連れて行って、休ませたいんだけど……いいかな？」

			『え？　う、うん、それはいいけど……』

			『って、何で僕らが見えるの!?』

			『エルフ……じゃない、人間なのに!?』

			　案の定、俺が精霊たちの姿を見えることに驚きの声が上がった。

			「そこはまあ……触れないで。悲しくなってきた」

			『え？　あ、ご、ゴメンね？　なんか……』

			「いや、いいんだ……それじゃあ、連れて行こう」

			　精霊にまで気をつかわれてしまった。

			　そんなわけで、すぐに保健室に連れて行こうとすると、Ｓクラスのほうから声が飛んできた。

			「ま、待て！　貴様……よくも私の経歴に傷をつけたな……！」

			「はい？」

			　振り向くと、顔を真っ赤にしたＳクラスの先生……えっと、クリフ先生だっけ？　が、俺を睨にらみつけていた。

			「あの……言ってる意味が分からないのですが……」

			「ハッ！　これだから平民は……人語すら理解できないのかな？　哀れな……」

			　えー……何で俺が哀れに思われてるの……。

			「ともかく、貴様は私の経歴に傷をつけた。これが何を意味するか分かっているのか？」

			「いえ、まったく」

			「なっ!?」

			　いや、そんな驚いた顔されても……何の意味があるの？

			　それに、この人……傷ついて倒れたのは自分の生徒なのに、自分の経歴しか気にしてないのか？

			　思わず眉み間けんにしわが寄ると、司会の声が聞こえてきた。

			『次々とトラブルが起きますね！　非常に面白い展開です！』

			『そうですね』

			　野次馬根性爆発させすぎかよ!?

			　この状況を容認していいの!?　いや、俺が話を切り上げればいいのかもしれないけど、相手がそれを許してくれそうな気配がないんですが!?

			　思わず観客席にいるバーナさんに視線を向けると、バーナさんも何故か楽し気に笑っていた。

			　誰も止める気ないの!?

			　いや、リリーさんやマイケル、バーナさんは純粋に楽しんでるけど、他の観客は何か今から俺が一方的にクリフ先生にボコボコにされるのを期待してるような視線を向けてくるんですけど!?

			　アルやＦクラスのみんなは心配そうに俺を見つめているし……いや、サリアとルルネだけはニコニコしてた。

			　それにしても、やっぱりＦクラスがＳクラスを倒したところで、認識は簡単に変わらないんだな。

			　むしろ、Ｆクラスの分際で調子に乗りやがって感が半端じゃない。

			　だからこそ、Ｆクラスの担任である俺がボコボコにされる姿を見て、溜飲を下げようとしているのだろう。もっと俺に優しくしてっ！

			「あー……生徒を保健室に連れて行くので、俺はこれで……」

			　やんわりと会話を切り、クリフ先生に背中を向け、立ち去ろうとしたときだった。

			「っ！　兄貴、危ねぇ！」

			　アグノスの声が飛んできた。

			　その声に驚くと、アグノスは俺の後ろを指さして焦っている。

			　いや、アグノスだけじゃなくて、Ｆクラスのみんなが焦りの表情を浮かべていた。

			　後ろを振り返ると、俺の目の前には炎の槍やりが。

			　この校内対抗戦で何回か見た、『ファイアーランス』が迫ってきていた。

			　レイチェルとフローラの叫び声が耳に届き、俺に迫る『ファイアーランス』に気付いた精霊たちが何とか防ごうとするも、魔力の供給源であるレオンは魔力切れで気絶している。

			　この瞬間、誰もが俺に『ファイアーランス』が直撃すると思っただろう。

			　――――俺以外は。

			「あぶねっ」

			　俺は、左手でレオンを支えたまま、反射的に右手で『ファイアーランス』を掴んでいた。

			「…………………………は？」

			　クリフ先生が間抜けな顔をして、そう口にした。

			　おお、なんか反射的に掴んじゃったけど、いけるもんだな。熱くないし。……あれ？　もしかして、この行動がすでに人間を辞めてる証拠なんじゃ……。

			　ふと、そんな思考がよぎった瞬間、クリフ先生は正気に返り、何故か魔法を連射してきた。

			「き、貴様！　いったい何をしたああああああああああああッ!?」

			「ええっ!?」

			　唐とう突とつに叫ばれ、思わず俺も驚くと、クリフ先生は『ファイアーランス』と『サンダーランス』を大量に射出してきた。

			　そんな魔法の攻撃を、手に持った『ファイアーランス』で軽く打ち払う。そして特に何かを感じることもなく追加でもう三つ、指の間で魔法を受け止めると、それを軽く放り返した。

			　すると、俺に向かってきていた『ファイアーランス』も『サンダーランス』も、俺の投げ返した魔法で、跡形もなく消し飛んだ。

			　それどころか、俺が投げた魔法は、クリフ先生が放ったときより明らかに威力があがっていて、魔法を消し飛ばしただけにとどまらず、クリフ先生の周囲の地面を吹っ飛ばした。

			「ひぃぃぃぃぃいいいいい!?」

			「あ」

			　メッチャ手加減したはずなのに……それでもあの威力っておかしくねぇか？

			　クリフ先生は俺の投げ返した魔法の威力に腰を抜かし、その場に座り込んでしまった。

			　……これならもう魔法は放ってこないだろう。

			　そう思い、今度こそレオンを保健室に連れて行こうとしたのだが――――。

			「こ、この私をバカにしやがってぇぇぇぇぇぇぇえええええええ！」

			「へ？」

			　そんな絶叫が聞こえたので、もう一度振り向くと、今度はさっきの倍以上の魔法が、俺めがけて飛んできていた。

			　無防備な相手にそもそも魔法を放つのはどうかと思うのだが、それ以上に普通の人だったら完全に消し炭だよね？　これ。

			　……いや、俺が普通の人じゃないって言ってるんじゃないですよ？　そこを間違えないでもらいたいねっ！

			　誰に向けて言ってるわけでもない言葉を内心で呟つぶやきながらも、しつこく邪魔されることに若じやつ干かんイラッとしてきた。こっちは気絶した生徒がいるんだから、早く保健室で休ませてあげたいのに……。

			　そんな気持ちを込めて、思わず向かってくる魔法を睨にらみつけたときだった。

			　魔法が、いっせいに動きを止めた。

			「……………………………………………………へ？」

			「はい？」

			　再びクリフ先生は、何が起こったか分からないといった様子で、最初のとき以上に間抜けな顔をさらした。

			　それに対して、俺も魔法が急に止まったことに思わず首を傾げる。

			「な、何をしている？　何をしているんだ!?　さあ、早く目の前のゴミを消せっ！」

			　クリフ先生は、動きを止めた魔法に必死に命令を出す。

			　すると、魔法はまるで、何かを恐れているような……いや。これ、俺を恐れてるような……？

			　とにかく、魔法はその場で激しく震え始めると、いっせいに矛先がクリフ先生へと変わった。

			「ふへ？」

			「え？」

			　そして――――。

			「い、いやいやいやいやいや！　待て待て待て待て待て待て待て待て待て待て待て待て待て待て待て待てぇぇぇぇええええっ！　私が放った魔法だぞ!?　何故こっちに向いている!?　何故私が放ったとき以上の速度で迫ってきているっ!?　何故途中で枝分かれして、私が放った以上の数になっているのだああああああああ!?　き、ききき貴様！　何をしたあああああああああああああああああああああああああ!?」

			「さ、さあ？」

			「あ、ああっ！　や、やめろやめろやめろやめろやめろやめろやめろやめろやめろやめろやめろやめろ！　来るな来るな来るな来るな来るな来るな来るな来るな！　やめ――――」

			「あ」

			　ズドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド！

			「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

			　一発一発とんでもない威力の魔法が、すさまじい数の暴力でクリフ先生を飲み込んだ。

			　数十秒もの間、魔法はクリフ先生に降り注いだ。

			　やがて魔法がピタリと止まると、何故か空中に停止した残りの魔法が、まるで俺の顔色を窺うかがうように、恐る恐るといった様子で振り返った。

			　…………いや、意味が分からねぇ。

			　思わず首を横に振ると、魔法は慌てた様子で再びクリフ先生に向かって大量に降り注いだ。

			「あはがぼぐべぎゃきょくわぉあらふぁふぇだがぎょかっばばげばごごぐげぎいかあああああああああ!?」

			　もはや意味の分からない叫び声が聞こえてくる。

			　また数十秒が経って、魔法の攻撃が収まると、同じように空中に停止した魔法が俺の顔色を窺うかがうように振り返って来た。

			　ますます意味が分からず、呆然としたまま首を横に振ると、魔法がもう一度クリフ先生に攻撃を開始しようとしたので、ようやく正気に返った俺が、慌てて止めた。

			「い、いやいやいやいや！　もうやめたげて!?　文字通りクリフ先生のライフはゼロだ！　って、俺はなんで魔法に制止の声をかけてるの!?」

			　意味が分からないのはそのままだが、このままだとクリフ先生が天に召されちゃう！　いや、クリフ先生の魔法だけどさ！

			　俺の声が何故か魔法に届いたらしく、魔法は表情も感情も何もないはずなのに、器用に安心した仕草を見せると、すべて消えていった。

			　砂すな埃ぼこりが晴れ、クリフ先生がいる場所に目を向けると、そこには全裸状態で白目をむきながら失禁しているハゲの男性が転がっていた。

			　…………。

			「保健室に行こう」

			　俺は保健室へと向かうのだった。

		

	
		
			襲来

			　

			「ふぅ……」

			　無事レオンを保健室に送り届けた後、再び闘技場に向かった。

			　保健室の先生……前もいなかったけど、どこかにはいるんだよね？　一応。見たことはないけどさ。

			　それはともかく……魔法が俺に気を使うってどんな状況だよ。俺に何を求めてるのかな？

			　そもそも、何が原因でこんな状況になったんだ？

			　俺は一度、自分のステータスを表示してみる。

			　すると、攻撃力などの欄やスキルに変化はなかったのだが、称号におかしなものを見つけた。

			　

			『魔を従える者』……そのままの意味。

			　

			　ふざけんなっ！

			　余よ計けい意味が分からねぇよっ！　そのくせ説明が相変わらず雑っ！　でもこれだけは分かった。

			　この称号があの状況の原因だってな！

			「はぁ……もういいや。早く戻ろう」

			　行き場のない感情を押し留め、俺はトボトボと闘技場に向かうのだった。

			　……あ、そう言えばこういう状況だと、スキル『喜怒哀楽』とかのせいでステータスが上がり続けるんだったね……ははは。

			「もうイヤだッ！」

			　

			◆　◇　◆

			　

			　誠一がレオンを保健室に連れて行っているころ、ようやく観客などを含めた全員が正気に返った。

			「な、なんだったんだ？　さっきのは……」

			「なんかよく分からないけど、一方的にＳクラスの先生がやられてたよな……」

			「あの人何者なの……？」

			「あんなにすごい人が、どうしてＦクラスなんかに……」

			　誰もが、誠一の存在に首を傾げている。

			　そんな中で、正気に返った司会のリリーは、進行を続ける。

			『ハッ!?　とんでもない事態に、私意識が飛んでました！』

			『意味が分からなさすぎでしたものね』

			『そ、そうですね。……まあいろいろありましたが、これで勝敗は決しました！　男子のＳクラス対Ｆクラス、勝者はＦクラスです！』

			　リリーがそう言うも、観客からの拍手はほとんどなかった。

			　今まで下に見てきた人間が、学園最強のクラスを倒してしまい、それを認めたくなかったのだ。

			　会場の雰囲気を素早く察知したリリーは、次のＳクラスとＦクラスの女子生徒による試合を放棄したかったが、ルール上、そういうわけにもいかない。

			『さて……続いてはＳクラスとＦクラスによる女子対抗戦です！　さあ、どんな試合展開になるのでしょう!?』

			『おそらくＦクラスの圧勝でしょう』

			『空気を読んでほしいですね！　もう帰りたいっ！』

			　司会の二人が、どこか漫才のようなやり取りをしているときだった。

			　突とつ如じよ、闘技場の中心に、黒い渦が発生した。

			　それは、何の予兆もなく出現したため、誰も反応することができなかった。

			　しかし、すぐにバーナバスのみ、その渦の中から出てくる邪悪な存在に気付き、観客席から闘技場の中心へと飛び出した。

			　だが――――。

			「ぐっ!?　こ、これは……！」

			　バーナバスの体に、光の輪が何重にも巻き付いた。身動きが取れず拘こう束そくされ、闘技場に転がる。

			　学園長であるバーナバスが急に動き、拘束された事態に、会場は唖あ然ぜんとなる。

			　すると、渦の中から白衣姿の男性と、白黒のゴシックドレスに身を包んだ令嬢が姿を現した。

			　男性は、メガネをかけており、端整な顔立ちに柔にゆう和わな笑みを浮かべているものの、身に纏まとう雰囲気は禍まが々まがしかった。

			　令嬢も、顔の左半分を白い仮面で覆おおい隠し、しかしその美しさは損なわれておらず、上品に微ほほ笑えんでいるが、やはり男性と同じく禍まが々まがしい気配を漂わせていた。

			　白衣の男性は、一歩前に出ると、唖あ然ぜんとする観客に向けて口を開く。

			「諸君、私は魔神教団のデミオロスだ。いきなりで申し訳ないが、君たちには死んでもらう」

			　白衣の男性――――デミオロスの言葉を聞いて、皆訳が分からなかった。

			　そんな様子を見て、デミオロスはさらに笑みを深める。

			「ふむ……どうやら理解できていないようだな。では、こんなのはどうかね？」

			　デミオロスが指を鳴らすと、バーナバスを拘こう束そくしていた光の輪が、すさまじい強さで彼を締め付ける。

			「があああああああああああっ！」

			　その痛みによる絶叫を受け、ようやく全員が状況を理解し――――混乱状態に陥おちいった。

			「が、学園長!?」

			「な、何なんだよ!?」

			「死んでもらうって……じょ、冗談よね!?」

			「魔神教団って何だよ……！」

			　客席のあちこちで悲鳴が上がると、デミオロスと令嬢は笑みを深めた。

			「この悲鳴もまた、魔神様への供物……いいわねぇ」

			「アングレア。まだだ。これからだよ、真の恐怖はね」

			　デミオロスは令嬢――――アングレアにそう言うと、苦しむバーナバスに近づき、蹴けり上げた。

			「っ!?」

			「ハハハハハ！　無様だな？　『魔聖』。所しよ詮せん、魔法を封じ込められれば無力ということだな」

			「これは光属性最上級魔法……『封魔の光』か……！」

			「知識だけはさすがと称賛しておこうかね？　それが分かったところで何もできないだろうが」

			　バーナバスとデミオロスがそんな会話をしている隙に、何人もの生徒が逃げ出そうと動き始めていた。

			　それを見て、デミオロスは嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべながら言い放つ。

			「おっと、この場から逃げられるなどと思わないほうがいい。出入り口に、ある魔法を仕掛けさせてもらった。外部からの救援も、期待しないほうがいいだろう。何せ――――すぐに死んでしまうからな」

			　デミオロスの言葉に、闘技場全体が沈黙に包まれた。

			「それにしても、準備をしたかいがあったというものだ。普通の転移魔法と違い、設置するのに手間はかかったが、ステージ上に人がいる場合のみ発動するように条件を設定していたのだ。こうすれば、我々が現れたとき、その場にいる人間を人質にしやすいのでね」

			　そう言いながら、デミオロスは死にかけのクリフ先生の首を掴んだ。

			　デミオロスは、今になってクリフ先生が死にかけていることに気付き、冷や汗を流しながらメガネのずれをなおす。

			「……な、何故かすでに死にかけているがね」

			　まさか、人質として使う前から、その人物が死にかけているとはデミオロスにも想定外だった。

			　周囲にバレないようあくまで表情はくずさないが、内心は焦っていた。

			「ま、まあいい。どちらにせよ、諸君の運命は私が握っているのだよ。君たちの頼みの綱である『魔聖』も、この通り拘束された」

			　デミオロスは闘技場全体を見渡しながら、言葉を続ける。

			「しかし、ただ殺すだけでは面白くない。ゲームをしようじゃないか」

			「ゲーム……じゃと……？」

			　痛みをこらえながら、バーナバスが呟つぶやく。

			「そう、ゲームだ。今から諸君には、一人ずつ私と戦ってもらう。簡単であろう？　勝てば、諸君は自由だ。まあ、負ければ……死ぬだけだがね」

			　誰も、言葉を発することができない。

			「もちろん、ルールを破っていっせいに襲い掛かってもらっても一向に構わないがね。周囲にばら撒いた魔法を見抜き、避けられる自信があるなら……だが」

			　バーナバスでさえ、デミオロスが仕掛けていた魔法に気付かず、捕まってしまっている今、それを実行できるだけの勇気は誰にもなかった。

			「うん、聞き分けのいい人間は実に好ましい。まあなんにしても、諸君は私を倒さなければ出られないのだよ」

			「ちょっと、デミオロス？　そんな話聞いてないわよ。それに、私は何をすればいいのよ？」

			「ん？　ああ、アングレア。君にも大事な役目があるから、安心したまえ」

			「大事な役目？」

			　アングレアが訝いぶかし気にそう訊きいた瞬間だった。

			　アングレアの足元から魔法が出現し、アングレアを一瞬にして拘こう束そくしてしまった。

			「ぐっ!?　な、なにをするのよッ!?」

			「分からないかね？　自分が安全な場所にいると思っている人間を、どん底に突き落とす……その時、どれだけの絶望が生まれるのだろうな？」

			「アンタ……まさか……!?」

			「これまでこの学園に手を出さなかったのは、確かに私の過ちだ。だがね、協力して絶望を集めるなんていう面倒はごめんでね……それに、君は『殺人姫』と呼ばれているが、私は知っているのだよ？　君は所しよ詮せん他の使徒たちを唆そそのかし、自らの手を汚すことなく人を殺しているにすぎないとね。君は、私以上の臆病者だ。何せ、魔神様の復活を望んでいながら、君自身、堕ちきっていないのだからね。だからこそ、この会場に魔法をばら撒かせた後は、もはや用済みなのだよ」

			「っ……たとえそれが本当だとしても……わ、私を殺せば、この魔法も消えるのよ？　いいのかしら？」

			「ククク……確かに、さも私が魔法を使っているように見せかけていたが、生憎私は魔法が苦手だ。要所要所に仕掛けた魔法と、この『封魔の光』くらいが私の限界だ。攻撃魔法などは特に苦手でね。だが……これが何か分かるのなら、あとは簡単だ」

			「なっ!?」

			　デミオロスは、アングレアに見せつけるように一つの黒い輪を取り出した。

			「『隷れい属ぞくの首輪』だよ。さて、これを着ければどうなるか……分かるだろう？」

			「や、やめなさい……！」

			　アングレアは必死にもがくも、デミオロスはその様子を蔑んだ目で見下ろした後、何の躊躇ためらいもなくアングレアに首輪を着けた。

			　そして、アングレアの光の拘こう束そくを解除する。

			「さて、これで君は私の奴ど隷れいだ。もはや逆らうことはできない」

			「アンタ……！」

			　激昂したアングレアがデミオロスに飛びかかろうとした瞬間、『隷れい属ぞくの首輪』の効果によって、アングレアの体を激痛が襲った。

			「あああああああああああああああああああああああああああああっ！」

			「君に人権はない。大人しく利用され、殺されたまえ」

			　痛みに耐えきれず、その場に蹲うずくまった後、アングレアはデミオロスを激しく睨にらみつけた。

			「はぁ……はぁ……お、同じ使徒である……私にこんなことを……して……魔神様が許さないわよ……！」

			「君は何か勘違いをしているようだね。君は――――使徒なんかではないよ」

			「…………え？」

			　アングレアは、デミオロスの言葉の意味が分からなかった。

			「使徒とは、魔神様の力の一部を頂戴し、行使できる存在。ゆえに、その証である紋章が体に現れるのだ。このようにね」

			　デミオロスが胸元を見せると、そこには禍まが々まがしい盾形の中に邪悪な悪魔が描かれた紋章があった。

			「――――」

			「さて、君のどこに紋章があるのかね？」

			　アングレアは、紋章のことを知らなかった。

			「実に滑稽だったよ。君は使徒ではないが、その魔法の力と頭脳のみ、利用価値があった。だからこそ、君の言葉に従い、他の使徒たちも皆、絶望や悪意を集め続けた。しかし、その裏では紋章を持たない君が、使徒であることを誇ほこらしげにしている様子を見るたびに……ククク……アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

			　デミオロスは大きく笑った。

			　そして、アングレアは……。

			「そう！　そうだ！　その表情、その感情が欲しいのだよ！」

			　アングレアの髪を掴み引き寄せると、左側を覆おおう仮面に手を伸ばした。

			「っ！　や、やめ――――」

			「これも不要だな」

			　仮面を取り払うと、そこには――――痛々しい、焼け爛ただれた皮膚が出てきた。

			「アハハハハハハハハハハハハハハハハハ！　醜みにくい！　醜みにくいよ、アングレア！　最高に醜みにくい！」

			「うぅ……」

			「私はね、君が何故魔神教団に入ったのか知っているんだよ。君はかつて、とある地域を治める貴族だった。そして、婚約者もいた。その婚約者とは実に清く正しいお付き合いをしていたようだね。家族にも領民にも慕したわれ、君の人生は実に華やかだった――――領地が焼き消えるまではね」

			「っ！」

			「焼ける領地、逃げ惑う領民！　君はその火事から逃げそびれ、顔に大きな傷を負った。ああ、結婚前の女性の顔が、台無しになったのだ。その後の君の転落ぶりは、実に面白かったよ。家族からは避けられ、信じていた婚約者からは婚約を破棄され……君は火事で、何もかも失ったのだ。いやはや……あれは悲惨な事件だったね」

			「…………どうして…………そこまで…………」

			「分からないかね？　その火事の犯人は……私だよ。愉快だった……ああ、実に愉快だった！　幸せだった者をどん底に叩き落とす快感！　苦痛と絶望に歪む顔！　アハハハハハハハハ！　魔神様の復活に繋がるだけでなく、私自身の精神安定にも貢献してくれて感謝するよ！」

			「も、もう……やめて……」

			「悔しいか？　悲しいか？　それとも怒ったかね？　どちらにせよ、強い負の感情は魔神様への供物となる……さあ、もっと負の感情を呼び起こしたまえ！」

			　酔いしれるようにそう言うと、デミオロスはアングレアを地面に叩き付け、上から足で踏みつけた。

			「醜みにくい顔には地面がお似合いであろう？　そうやって、顔を擦りつけていたまえ」

			「貴様……！　仲間じゃないのか……！」

			　額に脂汗を滲にじませながら、バーナバスは激昂するも、拘こう束そくはまったく緩ゆるまず、デミオロスはまるで興味がないといった顔をバーナバスに向けた。

			「違うが？」

			「っ!?」

			　ぞっとするほど何の感情も宿っていない瞳ひとみに、バーナバスは恐怖した。

			　周囲の人間も同じだった。

			　デミオロスの言葉が衝撃的で、誰も動くことができなかったのだ。

			「あの人……何かコワイ……」

			「サリア様、大丈夫です！　私が御守りいたします！」

			　珍しいことにサリアたちも同じで、デミオロスが纏まとう邪悪な気が、サリアたちの本能的な部分に警けい鐘しようを鳴らしていた。

			　だが――――。

			「テメェ……さっきからいきなり出てきて訳の分からないことばかり言いやがって……おい！　俺の頭でも分かるように説明しやがれっ！」

			「ん？」

			「あ、アグノス!?」

			　Ｆクラスの控え席から、恐怖を超える怒りにより、ついに耐え切れなくなったアグノスがデミオロスに向かってずんずんと歩いて行った。

			「小難しい言葉ばっか並べやがって……言いたいことがあんなら、ハッキリ言いやがれ！」

			「そうか。では死にたまえ」

			「ハッキリしすぎだ、バカ野郎ッ！」

			　一度吹っ切れたアグノスの態度は、もはやいつも通りだった。

			「アグノス君！　ダメです、戻ってきなさい！」

			「いいや、ベアトリスの姐さん。コイツは俺をバカにしやがったんだ！　絶対殴る！」

			「いや、バカなのは前からだろう」

			「おい!?」

			「ブルード君!?」

			　何と、ブルードもアグノスと同じように、デミオロスに向かって歩いて行った。

			「貴様らがどのような存在なのか最初は興味もなかった。だが……たとえ同じ目的の、悪しき存在であったとしても、その仲間だったものを辱め、侮辱する行為は見ていて不愉快だ」

			「ほぅ？　では、いったいどうするのかね？」

			「んなの決まってんだろ？　ぶっ飛ばすんだよ……！」

			　そういうと、アグノスは釘バットを振りかぶりながら駆け出した。

			「近接戦闘になればこっちのもんだぜっ！」

			　アグノスが、デミオロスに釘バットをフルスイングしようとした瞬間――――。

			「浅はかだな」

			　デミオロスの姿が掻き消えた。

			「へっ!?」

			「生憎、私は近接戦闘が得意でね」

			「ガハッ!?」

			「アグノス！」

			　アグノスの胴体に、鋭い回し蹴けりがめり込んだ。

			　そのままアグノスは大きく吹っ飛ばされる。

			「イテェな、おい!?　てか強くね!?　兄貴と同じくらい速かったんだけど!?」

			「……」

			　アグノスは口の端から流れる血をぬぐいながら驚く。

			　サリアたちも驚いており、事実デミオロスの動きはサリアたちでさえ捉とらえきれなかった。

			「理解したかね？　これが使徒……魔神様の力だよ。それはともかく、君もこうして前に出てきたんだ。覚悟はできているだろう？」

			「ッ!?」

			　本能に従う形で、ブルードはロングソードで体を守るような体勢になるも、デミオロスはそのロングソードを拳で粉砕し、そのままアグノスと同じようにブルードを大きく吹っ飛ばした。

			「ガッ!?」

			「この程度なのかね？　私は手加減をしているというのに……実に残念だ……まあいい。このまま君たちは最初の犠牲者になってもらおう」

			　そういうと、デミオロスはアグノスに一瞬で近づき、首を片手で掴んで持ち上げた。

			「あがっ!?　ぐっ！」

			「このまま窒息死するか、首の骨が折れるか……さて、どっちの死が君を迎えるかな？」

			「どっちもさせるかよ……！」

			「ん？」

			　デミオロスがアグノスを殺そうとした瞬間、アルトリアが颯さつ爽そうと飛び出した。

			　デミオロスはアグノスを投げ捨て、距離をとる。

			「すまねぇ……恐怖で体が動かなかった。でももう大丈夫だ。オレも戦うぜ」

			『俺も手伝おう』

			　すると、ベアードもアルトリアと並ぶように出てきた。

			　そして、相変わらずスケッチブックのような物で言葉を伝えてくる。

			『どうやら、アイツは俺の因縁の相手らしい。そこの女性を含めて……な』

			「因縁の相手？」

			　アルトリアは思わず首を傾げて聞き返すが、ベアードのスケッチブックに次の言葉は書かれなかった。

			「ふむ……一気に二人も増えたか。だが、私としてはたかが冒険者風情と学生が何人増えたところで、何も変わらないのだがな」

			「うるせぇッ！」

			　アルトリアは斧おのを巧みに操り、デミオロスを攻める。

			　それに加わる形で、ベアードもメリケンを嵌はめた拳を振るった。

			「実に鬱うつ陶とうしい。ゲームをすれば、嫌でも戦うというのに……そうまでして死にたいかね？」

			「んなわけねぇだろ……オラァッ！」

			　アルトリアが大きく斧おのを振るうと、それを軽々と避け、デミオロスはアルトリアではなく、ベアードを狙った。

			「しまった……！」

			『ッ！』

			「冒険者よ、そこで見ていたまえ。君程度の力では、誰も守れないのだよ」

			　そういうと、すさまじい威力の拳が、ベアードの腹にめり込み、そのままベアードは空高く打ち上げられた。

			「ベアードッ！」

			「他人の心配をしている暇ひまがあるかね？」

			「くっ!?」

			　とっさにアルトリアは防御態勢をとると、斧おのを強い衝撃が襲った。

			　ブルードのロングソードのように粉砕されなかったものの、衝撃はすさまじく、アルトリアは大きく吹っ飛ばされた。

			　そして、ベアードも上空からそのまま、激しく地面に体を打ち付けた。

			「ふむ……先ほど、君は私とアングレアに因縁があると言っていたな。だが、私にはその熊の顔に見覚えはない……いや、その下はどうかな？」

			『!?』

			　息も絶え絶えなベアードにゆっくり近づき、デミオロスは熊の被り物に手を伸ばした。

			　そして――――。

			「！　……ククク……ハハハハハ………アハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！　これは傑作だ！　最高だ、最高だよ！」

			『……』

			「なるほど、そういうことか！　確かに因縁の相手だろう！　アングレア！　よかったじゃないか！　君と同じ……いや、それ以上の被害者がいてね！」

			　ベアードの熊の被り物の下にあった素顔……それは、顔のすべてに焼け爛ただれた跡が残り、髪も生えていない、痛々しいものだった。

			「まさか今日この日に、私の手によって人生を歪まされた人間をもう一人見るとは！　最高だよ！　実に醜みにくい！　偶然訪れた復讐する機会も、こうして無駄に終わる……無様だ！　これこそ、選ばれた人間とそれ以外の差なのだ。そうだ、泣け、喚け、叫べ！　いや、喉も潰れて声が出せないのだな？　これは失礼。だがよかったじゃないか。これで弱音を吐くこともできなくなるのだから！」

			『……！』

			「やめてくださいッ！」

			「ん？」

			　ベアトリスが、堪らず闘技場へと飛び出し、そう声をかけた。

			「これ以上……生徒たちを傷つけるのはやめてください！」

			「断る」

			「！」

			「何を勘違いしているのかね？　諸君には意見を述べる権利も、力もないのだよ。大人しく私のゲームに参加し、惨めに、そして絶望しながら死ぬがいい。……そうだ、ちょうどいい。君にその絶望的な死に方というのを与えてやろう。何、難しいことじゃない。指先から切り刻んだり、関節すべてを逆にしたりするだけだ。簡単だろう？　私は攻撃魔法は苦手だが、回復魔法は得意でね。死にかけるたびにいくらでも回復させてあげよう」

			「っ！」

			　ベアトリスは、デミオロスから向けられた悪意に、身を竦すくませた。

			「べ、ベアトリスの……姐さん……逃げてくだせぇ……！」

			「敗者は黙っていたまえ」

			「あがっ!?」

			　デミオロスは一瞬でアグノスに近づくと、そのまま顔面を蹴けり上げる。

			　そして、再び視線をベアトリスに向けると、ゆっくりと歩みを進めた。

			「あ……」

			　ベアトリスは、腰が抜け、その場に座り込んでしまう。

			「さあ、君の絶望する顔を見せてくれ」

			「や、やめ――――」

			　絶望の手が、ゆっくりとベアトリスに伸びて――――。

			「え、何この状況!?」

			　保健室から戻って来た誠一が、目を白黒して立っていた。

			　――――この瞬間、絶望の矛先が、変わった。

		

	
		
			絶望

			　

			　保健室から戻ると、何やら闘技場は異様な雰囲気に包まれていた。

			　急いで舞台に向かうと、一人の白衣の男が立っており、他の皆は蹲うずくまったりへたり込んだりしている。……っていうか、あれアグノスたちじゃね!?

			「え、何この状況!?」

			　近づけば近づくほど、訳が分からない。

			　すると、俺は顔に大きな火傷のあとがある二人の存在に気付いた。

			「どうしたその傷!?　大丈夫か!?」

			　思わずそう言うと、俺は火傷のあとがある二人に、ほぼ反射的に光属性最上級魔法の『聖母の癒いやし』をかけていた。

			『聖母の癒いやし』は、死者は蘇生できないものの、病気やケガならどんなものでも一瞬で治してしまう魔法らしい。

			　らしい……というのは、使える人がもうおらず、もはや伝説になっているからだ。

			　この世界で現在使われている回復魔法では、欠損した部位を何とか治すので精いっぱいらしく、後遺症が残ることも多い。

			　俺の光に包まれた後、傷あと一つない状態になった二人は、呆然とする。

			「ってか、みんな傷ついてるじゃん！　ちょっと、アナタ保健室の先生ですよね？　早く助けてあげないと！」

			「……君、この状況で私が保健室の先生に見えるのかね？」

			「はい？　白衣着てるじゃないですか。あ、それともコスプレですか？　……いや、この世界にコスプレって概念はあるのか？　……ま、まあいいです。とにかく、みんな痛そうですし、それを聞いて駆け付けたんじゃないんですか？　保健室に行ったときいませんでしたし」

			「……」

			　違うのだろうか？

			　首を捻っていると、白衣の男性は唖あ然ぜんとした表情で俺を見つめていた。……こういっちゃあれだけど、仕事してくれないかな？　俺が一人でやっちゃうよ？　……いや、そのほうが速いかも。

			　結局、俺は倒れ伏す全員に回復魔法をかけた。

			　全員傷やらダメージやらはなくなったが、顔に火傷のあった女性と……何故かバーナさんが、変な光の輪で身動きが取れなくなっていることに気付いた。

			「えっと……バーナさん？　そういう趣味はいいんですが、他人に強要するのは……」

			「違うぞ!?　誠一君！　これはそこの男にやられたんじゃ！」

			「へ？」

			　思わず間抜けな表情をしたまま、白衣の男性に目を向けると、俺のことを侮ぶ蔑べつの表情で見ていた。

			「……あの、俺はそっちの趣味じゃないんで、そんな視線を向けられても……」

			「まだ勘違いしてる!?」

			　バーナさんの鋭いツッコミを聞いて、俺はまたも首を傾げた。

			　勘違い……って何が違うのだろう？

			「誠一君！　その男は危険じゃ！　特にこの光の輪は――――」

			「遅い」

			　白衣の男性がバーナさんの言葉を遮さえぎると、俺の足元から光の輪が大量に現れ、体の周りを囲んだ。

			「へ？」

			「それは光属性最上級魔法『封魔の光』だ。これで拘こう束そくされた者は、魔法が使えなくなる……君も『魔聖』と同じく、魔法が使えなくなったな」

			「ああっ！」

			　バーナさんが、俺の体を囲う光の輪を見て、絶望したかのような声を上げるが……。

			「あの、これ拘こう束そくされてるんですか？」

			「は？」

			　光の輪は、よく見るまでもなく、俺の体の周りを囲うように出現してはいるものの、拘こう束そくされているようにはとても思えない。まったく苦しくもないし魔法も使えそうだった。

			「というより、いきなりそんな魔法を使ってくるって……本当にアナタ誰ですか？」

			　思わずムッとした表情で白衣の男性を見た瞬間、俺の体を囲っていた光の輪は、すごい勢いで俺から離れ、白衣の男性を拘こう束そくした。

			「なっ!?　何だ、これは!?」

			「あ」

			「があああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

			　光の輪の魔法は、離れた位置にいる俺の耳にも『ミシミシ』と音が聞こえるくらい、白衣の男性自身を激しく締め付ける。

			　……いや、本当に状況が分からないんだけど。

			　しかも、いきなり称号『魔を従える者』の効果が発動されてるし……。

			　そんな風に思っていると、不意に聞いたことのない声が聞こえてきた。

			『マスター！　この不届きなヤツ、このまま絞め殺しちゃってもいいですか？』

			「え？」

			　よく見ると、光の輪の一つがまるで振り返るような仕草をして、こっちを見てきた。……いや、全部気のせいかもしれないけどさ。

			　って……！

			「何で会話ができてるの!?　てかしゃべれたの!?」

			「がああああああああああああああああああああああああああっ！　な、何故だああああああああああああああああああ!?」

			『あ、本当ですね！　何ででしょう？』

			「く、くそおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！　離れろおぉぉぉぉおおおおおおおおおおお！」

			「……もしかして、俺の持ってる『全言語理解』が発動されてる……とか？」

			「うおぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！　こんな魔法……！」

			『うるさいです！　マスターが考えごとしてるんですから、黙って待ってろ！』

			「むぐっ!?　んー！　んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんッ！」

			　……クリフ先生と戦ってるときに魔法の声が聞こえなくて、今聞こえるようになって話せるようになったってことは……俺が称号を認識したから、魔法に意思があるって認識できて、『全言語理解』のスキルが働いたのだろうか？

			　そんな風に考えていると、何やら騒がしいことに気付く。

			「んごぉぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

			『なっ!?　こ、コイツ！　どこにそんな力が……！　マスター、すみません！　拘こう束そくが解けます！』

			「んがああああああああああっ！　はぁ、はぁ、はぁ……私の邪魔をして……万死に値する……！」

			「へ？」

			　視線を戻すと、顔まで光の輪で覆おおわれていた白衣の男が、力ずくでその拘こう束そくを破壊し、解放される瞬間が目に飛び込んできた。

			「私の魔法を乗っ取るとは……どうやら魔法の腕だけはいいようだな」

			　いや、俺魔法一つも使ってないんですけど……。

			「それに、よくも私の計画の邪魔をしてくれたな……？　私の手でより深い絶望を与えてやろう……！」

			　そう言うと、白衣の男性はその場から駆け出して、俺の背後に回る。

			「私の姿を捉とらえられるかな？」

			　え、今普通に走って俺の後ろに行かなかった？　そんな見失うほど速かったか？

			　そう思い、振り向くと、白衣の男性の拳が俺の腹に直撃する瞬間が目に飛び込んできた。

			　ここまで来て、俺はようやくこの白衣の男性がヤバいヤツだってことに気付く。

			　……いや、遅すぎだろ俺！　もっと警戒心持とうぜ！　……深く反省しております。

			　バーナさんが焦っていた理由をようやく理解した俺は、申し訳ない気持ちでいると、とうとう男の拳が俺の腹に触れた。

			　その瞬間――――。

			「は？」

			　男の右腕が、消し飛んだ。

			「は？　あ？　へ？　う、腕は？　私の腕は？」

			　白衣の男の腕は、文字通り肩から先が綺き麗れいに消えていた。

			　しかも、断面はまるで高エネルギーによって焼かれたかのように、血がひとつも流れていない。

			「あ、あああ、あああああああああああああああ！　私の腕ぇぇぇぇぇぇえええええ!?」

			「ご、ごめんなさい!?」

			　いや、これ俺が悪いの!?　俺ただ立ってただけだよ!?

			「貴様ああああああああああああああああ！　何をしたあああああああああああああああ!?」

			「た、立ってました？」

			「ウソを吐くなあああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

			「いや、本当なんですけど!?」

			　最初の冷静さはどこへ行ったのか、白衣の男が取り乱す。

			　……いや、冷静に考えれば、俺の防御力はもはや表示されないレベルなわけだから、普通に攻撃したらヤバイのか。攻撃した側が。

			　ふと冷静に考えていると、男は目を血走らせながら俺を睨にらみつける。コワイよ……。

			「赦さない許さないゆるさないユルサナイぃぃぃぃぃいいいいいいいい！　魔神様の力を持つ、使徒である私に傷をつけたなああああああああああああああああああ!?」

			「いや、知らねぇよ!?」

			「死ねぇぇぇぇぇぇぇぇえええええええええええええええええええええええええええええ！」

			「あ、ちょっ！」

			　白衣の男は、取り乱したまま残る左腕で俺の顔を殴って来た。

			「があああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?　私の腕がああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

			　またも、男の左腕は消失した。右腕と同じように。

			　……これ、本当に俺が悪いのか？　一方的に突っかかって来たのは向こうだし、バーナさんの言葉から考えるに相手は悪い人みたいだから……。

			　両腕がなくなり、体のバランスを崩した男は、体を支えることもできずに呆気なく倒れる。

			「クソクソクソクソクソクソォォォォォオオオオオオオオオオ！　こんなところでぇぇぇぇぇぇぇぇええええ！」

			「いや、なんかゴメン」

			「謝るなあああああああああああああ！」

			「あ」

			　まるで癇かん癪しやくを起した子どものように、寝転んだ状態で激しく足をバタつかせると、その足が俺の体にあたり、とうとう両足も綺き麗れいになくなった。

			「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

			「もう何がしたいの!?」

			　暴れ方が子どもかよっ！

			　そう思っていたのだが、とうとう相手は両手両足がなくなり、背中だけで地面をのたうち回っていた。……具体的に何したか知らないけど、なんだか申し訳ないわ。

			　そう思い、一応『聖母の癒いやし』を唱え、男の体を元に戻してやる。

			「貴様……同情のつもりか!?」

			「へ？　うん」

			　そうだな……そういうことになるのか。なんか可哀想かわいそうって思っちゃったし。

			　一人で納得していると、白衣の男は無表情で地面を見つめた。

			「……この私が同情される……だと……？　魔神様の御力を頂戴し、人間を超えたこの私が……？　使徒であるこの私が……!?」

			　何この人、スゲー怖い。

			　ブツブツ呟つぶやき続ける白衣の男性に、思わず距離を置いていると、気だるそうな雰囲気のアルがやって来た。

			「誠一……本当に助かったぜ……」

			「へ？　いや、どうしたの？　なんか疲れてるっぽいけど……」

			「詳しい話はあとでするが、今はそいつだ。そいつは、オレたちに襲い掛かってきて、かなりヤバかったんだ……」

			「え？　じゃあ……アルもやられてたのか？」

			「情けねぇけどよ……まあギリギリ防げたし、誠一の回復魔法でこの通り、元気になったぜ？」

			　そう言いながら、力こぶを作るようなポーズをするアル。

			　……。

			「おい」

			「あ？」

			　俺が蹲うずくまる白衣の男に呼びかけると、最初の余裕はどこへ行ったのか、激しい憎悪が籠こもった視線をこちらに向けて、体をふらつかせながら立ち上がる。

			「貴様……いい気になるなよ？　あれはまぐれだ。そう、まぐれなんだよ。この私が……使徒である私が！　ただの人間如きに負けるわけないんだよ！」

			「……」

			「この私を回復させたこと……後悔するがいい。貴様の軽挙によって、より深い絶望へと落とされるのだからなぁ!?」

			　そういうと、白衣の男は俺に向かって走る。

			「っ！　クソッ！　目で追えねぇ……!?」

			　隣でアルがそう呟つぶやくのを耳にしながら、俺は静かに拳に力を込める。

			　俺が棒立ちでいると、白衣の男は厭いやらしい笑みを浮かべた。

			「ハハハハハハ！　消えろ！　何もできず、絶望に顔を歪ませながら死ね！　私はそんな貴様に更なる絶望を与えよう！　ククク……アハハハハハハハハハハハハハハハハハ――――」

			「うるせぇ」

			　俺は全力で拳を振るった。

			「――――」

			　結論から言うと、白衣の男の様々なモノが吹っ飛んだ。

			　まず服。一枚も残らなかった。

			　次に体毛。どこもかしこも綺き麗れいサッパリツルッツル。

			　次に歯。一本も残さない。

			　他にも唇はめくれ上がり、端整な顔立ちだったのに鼻が上向きの豚鼻に変わった。

			　体中からありとあらゆる体液を垂れ流し、白目を剥いて少し内股気味でケツを突き出した状態。

			　人としての尊厳も吹き飛ばした。

			　公衆の面前で全裸になり、なおかつ失禁してるのだから。

			「ありえないありえないありえないありえない……な、何なんだ？　何なんだ？　どうすれば勝てる？　勝つには？　勝率は？　見えない見えない見えない見えない……勝てる可能性がまったく見えない……やめろ……やめろやめろやめろやめろやめろやめろやめろやめろ……う、腕が……わ、私の腕が……！　足、足は!?　か、体が……！　私の手足が……！　ああっ!?　手が……手が迫って――――ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

			　白衣の男……いや、全裸の男は、ブツブツ呟つぶやきながら白目を剥き、狂ったような笑みを浮かべたかと思えば、急に正気に返っては何かに怯え、再び白目を剥いて体を痙けい攣れんさせていた。……コワイよ。いったいどうしたんだろうな？

			　……それにしても、何だ？　今日はハゲになってお漏らしするヤツ多くないか？

			　まあ、そんな日もあるか。…………いや、あってたまるかッ！

			　でもまあ、取りあえず……。

			「スッキリ！」

			「いや、おかしいだろ!?」

			「あ、そうか。スッキリしたのは相手か……」

			「そういう話じゃねぇよ!?」

			　どうやら違うらしい。

			　それよりも、最初は本当に全力で殴ろうとしてたのだが、拳を振るおうとした時点でこう感じたのだ。

			　……あ、ヤベェ。

			　このまま殴ると、何がヤバいのかは具体的に説明できないけど、とにかくヤベェ……と。

			　語ご彙い力がなくて泣けてくるが、とにかく俺が全力で力を込めて拳を突き出そうとした時点で、何というか……よく分からない軋きしみが聞こえたのだ。

			　俺の体からでも、周りにいる人間からでもない。

			　この世界そのもの？　みたいなものが、すごい音を立てたのだ。

			　これ、確実にダメなヤツ。

			　そう悟った俺は、すぐに力の調整を始めた。

			　そして、徐々に力を抑えていくと、軋みも聞こえなくなったので、この力加減ならいけるかと再確認したところで、拳を振り切ろうとすると、相手はすでに俺の拳圧によってすごい顔になったまま、大きく吹っ飛ばされていた。

			　このままだと闘技場から場外アウトしそうな雰囲気だったので、風属性最上級魔法の『暴風王の壁』を巧うまく使って、この闘技場内に留めたのだ。

			　うーん……初めて使う魔法ばっかだが、上手く使えてるね！　進歩進歩！

			　ちなみに、髪の毛も服も全部、魔法じゃなくて、俺の拳圧で吹っ飛んでしまったのはどうなのだろう。どうでもいいけど。

			　まあ、こうしていろいろあったわけだが……。

			「結局、何の騒ぎだったわけ？」

			「ウソだろ!?」

			　俺の言葉に、アルがすぐさまツッコむのだった。

		

	
		
			誠一の死？

			　

			　思わずアルに手を出されたことで頭に血がのぼって殴ろうとした結果、冷静にならざるを得ない状況になり、本気で殴ることはなかったが、全裸の男は今もなお正気に返っては気絶してを繰り返している。それに、よく見ると髪の毛が生えてきては抜け落ち、気付けば歯も全て抜けたはずなのに生えていた。この短い時間でこの変化とか……人間なのかな？　いや、俺が言えたことじゃねぇけど。

			　背後を振り返ると、呆然と座り込むベアトリスさんがいた。

			　俺は手を差し出し、ベアトリスさんを立たせる。

			「ベアトリスさん、大丈夫ですか？」

			「え？　あ……せ、誠一さん……？」

			　先ほどまで、気を失っていたのだろうか。

			「はい、俺です」

			「そんな……あの人は……」

			「あの人？　ああ、襲ってきたヤツなら、そこで転がってますが……見ないほうがいいですよ？　汚いので」

			「どんな状況ですか!?」

			　そう言われると、非常に困る。

			　だって、説明するのも嫌なんだもの。

			　ベアトリスさんの質問を適当にはぐらかしつつ、全裸の男の姿が視界に入らないようにするという妙に難しいことをしていると、サリアを含む、控えにいたＦクラスの女子たちが駆け寄って来た。

			「誠一、大丈夫!?」

			「おー無事だよー」

			「さすが主様です……！」

			　サリアは俺の姿を見て、無事であることを確認するとほっと胸をなでおろし、ルルネは尊敬のまなざしを向けてきた。

			「本当に心配したんだよ！　あの人、なんだか良くない感じがして、とっても怖かったし……」

			「……恥ずかしながら、私もあの男には嫌な気配を感じ、戦うことができませんでした……」

			「え!?」

			　俺は二人の言葉に驚いた。

			　なんせ、おそらく俺以外でこの場で一番強いのはルルネかサリアだと思っていたからだ。

			　ルルネは謎すぎて実力不明だが、サリアはすでに人類最高レベルの５００を優に超えているため、誰かに負けることはないと思っていたのだ。

			　そんな二人が、あの男に恐怖を感じていたということは……。

			　少し警戒しながら、もう一度全裸の男に視線を向ける。

			　全裸の男は、尻しりを突き出したうつ伏せ状態という間抜けな姿をさらしていた。

			　……ヤバイ、余よ計けいに分からなくなった。

			　どう見てもギャグにしか見えないその姿に、逆に頭を悩ませていると、ヘレンたちも寄って来た。

			「相変わらず無茶苦茶ね、先生」

			「そ、そんなに酷ひどいだろうか……」

			「酷ひどいですね。主に、倒された側が醜みにくいのがいただけません」

			「それは個人的すぎるだろ」

			「先生はもうちょっと普通を勉強したほうがいいと思いますよ～」

			「れ、レイチェルまで……」

			　あの優しそうなレイチェルまでもが、苦笑い気味にそう言ってきたのだ。

			　そ、そんなに酷ひどいかな……。

			「うーん……さすがにデタラメすぎるかなぁ～。でも、ボクはそんな人が担任で嬉しいよ！　だから、ぜひともサリアちゃんみたいな美人さんとお近づきになれる方法を伝授してくださいっ！」

			「いや、知らねぇよ!?　てか、今の話の流れで何で女性に近づく方法を教えることになるんだよ!?　伝授してもらいたいものって、普通強くなる方法とかじゃないの!?」

			「いらないよ、そんなの」

			「真顔で否定するんじゃねぇ！」

			　おい学生！　学生の本分忘れすぎじゃないか!?

			　俺もそんなことを教えるために来たんじゃないし、そもそも教えられねぇよ！

			「まあいいや……それで？　何があったわけ？」

			　もう一度アルに訊きくと、アルはため息をつきながら教えてくれた。

			「はぁ……なんか魔神教団って連中が、いきなり闘技場に現れたかと思ったら、バーナバス様を人質にとって、ゲームを始めようってよ……」

			「ゲーム？」

			「そう。自分に勝ったら、生きてこの闘技場から出られるってゲームだとよ。オレだけじゃなく、アグノスたちも戦いに出たんだが……レベルが違いすぎてよ、情けねぇことに簡単にやられちまった。その後は、そこに同じように捕まってる女も、さっきの男と仲間だったんだが、男がいきなり女を裏切り……胸くそ悪ぃことを始めやがった」

			「……それって？」

			「最初に来たとき、火傷のあとがあった女がいただろ？　アイツがそうなんだが、女からすれば顔に傷があるってのは辛つらいことなんだ。特に貴族ならな。オレみてぇな冒険者なら、顔に傷がある奴も少なくねぇけどよ……アイツはその顔の傷を作った原因、トラウマを抉えぐるようなことを言いやがったんだ」

			「……」

			　他にも、詳しく全裸の男がどんなことを言っていたのかを聞いた。

			　そんなアルの話を聴いて、俺が思ったこと。

			　それは……。

			「もう一発殴っとくか……」

			「それはシャレにならねぇ！」

			　いや、アルがやられたって聞いたときでさえ、相当頭にきてたし、でもそれだと結局サリアたちが食堂で止めてくれたときとあんまり変わらないわけで……まあそれでも全力でぶん殴ろうとしたのは後悔してない。なんか世界がヤバそうだったから我慢したけど、俺の大切な人に手を出したんだからな。つか、世界も根性見せろよ！　たかだか人間のパンチ一つで何壊れそうになってんの!?　俺が世界壊しちゃうとか意味分からないからな!?

			　思えば、会話の内容も胸くそ悪かったな……やたらと絶望がどうのって言ってたみたいだし……絶望絶望って。アホなの？

			　俺は希望を胸に生きてます。そう、俺の体だって……！　な、泣いてないからね!?　信じてるよ!?

			「まああの様子じゃしばらくは大丈夫だろ。他のみんなも誠一の魔法で助かってるしな」

			　アルの言う通り、俺が来てからすぐに回復魔法を使ったせいか、ケガ人は一人も……あ、クリフ先生が俺の攻撃の巻き添え食らって悲惨なことに……い、生きてるでしょう！　……たぶん。

			「神無月先輩たちは大丈夫だったのかな？」

			　俺はふと観客席にいるであろう神無月先輩たちを探すと、何故か一発で神無月先輩と目が合った。……あれ、おかしいな……この人数の中で目が合うって……。

			　神無月先輩は何ともないようだが、周囲にいる勇者たちは違ったようだ。

			　顔を青くしている者や、気絶している者、果てには何故か俺に憎悪の視線を向けてくる者など、実に様々だった。

			　……いや、あのさ……一応勇者なら、どうにかしようって考えはなかったのだろうか？　あれだけ自分の力に自信を持ってたわけだし……まあ俺からすると、そんなことをして神無月先輩たちに被害が行くのなら、止めるけどな。

			　それに、何故親の仇かたきを見るような目で見られなきゃいけないのかが分からん。あれか？　勇者でもないヤツが目立つのが許せないとか？　だとしたら小せぇな！

			　まあなんにせよ、勇者の実力がよく分からなくなったな。もし仮に本気で魔王と戦わせるつもりなら、こんな状態でいいのだろうか？　神無月先輩たちは助けるけどね。

			「おっと……バーナさんたちの拘こう束そく、今解除しますね」

			「お、おお。頼む」

			　俺は『リ〇カーン大統領』を発動させ、バーナさんと女性の拘こう束そくを解いた。……大活躍だな、『リ〇カーン大統領』。もう使うことないと思ってたのに……。

			　すると、何故か光の輪の拘こう束そくだけでなく、女性の首についていた黒色の輪っかまで外れていた。……あの黒い首輪って、まさか……。

			「誠一、その女は……」

			　アルが心配そうな目で拘こう束そくを解いた女性に目を向けるが、俺は大丈夫だと思ったから、拘こう束そくを解いたのだ。

			　元々敵だったみたいだけど、裏切られたらしいし、今も呆然と自分の顔を触ってるしね。

			「わ、私の顔が……戻ってる……？　それに、首輪も……何で……」

			「え？　いや、ケガしてて、俺に治せる手段があったから治しただけだけど……」

			　この様子から察するに、相当深い傷だったみたいだなぁ。身体的にも、精神的にも……。

			　それに、あの首輪はやっぱり、オリガちゃんが着けられていたものと同じ『隷れい属ぞくの首輪』だったようだ。

			　俺が殴ろうとした男は、どれだけ悪行を重ねれば気が済むんだ？

			　そう思っていると、同じように顔中に火傷のあとがあった男子生徒が、俺の横で呆然としていた。

			「…………ぇ……ぁ…………」

			　喉を触り、まるで声が出ることを確認しているような仕草をする。……っていうか、誰だ？　雰囲気がベアードっぽいんだけど、熊の被り物してないし……。

			　女性のほうは、顔に火傷のあとがあったのだが、男子生徒は頭を含む顔全体に火傷を負っていた。だが今はすっかり傷も癒え、焦げ茶色の短髪に、同じ色の鋭い瞳ひとみを持つ、凛り々りしい顔がそこにはあった。……これ、髪の毛も生えるんだね。スゲー。地球で育毛をメインに商売したら繁盛するかな……？

			　そんなくだらないことを考えていると、アルと同じようにフラつきながらブルードとアグノスがやって来た。

			「せ、誠一先生……」

			「アグノス、ブルード。大丈夫だったか？」

			「あ、ああ。俺たちは大丈夫だったが……」

			「兄貴！　ベアードに何したんです!?」

			「ベアード？　……って、やっぱりベアードだったの!?」

			「知らないで治したんスか!?」

			「うん……治してよかったんだよね？」

			「今さらっスか!?」

			「本当に規格外だな……まあ、あの様子なら良かったんじゃないか？　むしろ、理由もなく一瞬で治して見せたことに驚くが……」

			　いや、スゲェ痛そうだったからさ……でも、安心したわ。治してもよかった傷で。もしも、何らかの理由があって傷を残してるとかだったら、正直申し訳なさすぎた。

			「それにしても、俺がレオンを保健室に連れて行ってる間にこんなことが起こるなんて……」

			「ワシも予想外じゃった……厳重に警戒を続け、この男と女の目的を調べるつもりじゃ。すまんが、誠一君。少しの間この場で男と女を見張っておいてくれんか？　ワシは生徒たちを落ち着けるのでのぅ」

			「分かりました」

			　バーナさんはそう言うと、生徒たちを落ち着かせるため、行動を始めた。

			　それをボーっと眺めていると、ふと何かを思い出したように、アルが訊きいてきた。

			「ん？　そう言えば、誠一は外からやって来たんだよな？」

			「え？　そうだけど」

			「……どこを通って来た？」

			「どこって……普通に出入り口だけど」

			「……」

			　そう言った瞬間、アルの表情が険しくなり、俺の体を調べ出す。

			「本当に何ともないのか？　体に不調は？」

			「え？　え？　何？　別に大丈夫だけど……」

			　俺が困こん惑わくしていると、今までブツブツと何かを呟つぶやいていた全裸の男の目に、光が灯った。

			「そうか……そうだったのか……ハハ……アハハハハハハハハハ！　どうやら、最後に勝つのは私のようだな！」

			「え？」

			　男に視線を向けると、ユラリと体を起こし、すさまじいまでの憎悪の視線を向けてきた。

			「私は魔神様の使徒！　『黄泉送り』の名を冠する使徒なのだ！　我々の障害になるであろう貴様は、ここで死ねぇっ！」

			「っ！」

			　男が叫んだ瞬間、俺の足元に魔法陣のようなモノが展開された。

			　突然の展開に驚いていると、急に周囲の時間が止まった。

			　さらに驚いて周囲を見渡すと、驚きの表情を浮かべたまま固まるアルや、狂ったように笑う男が指先一つ動かすことなく固まっていた。

			「え？　は？　ナニコレ!?」

			『マスター、落ち着いて聞いてください』

			「え？」

			　不意に聞こえた声に意識を向けると、足元の魔法陣からのものだと分かった。

			「えっと……今俺の足元にある魔法陣の声でいいんだよな？」

			『はい、そうです！　本当はすぐに声をかけたかったのですが……私を設置した男の魔力が流れなければ、私は起きることができなかったので、今まで黙っておりました』

			「そ、そうか……で、なんでまた急に話しかけてきたんだ？」

			『そのことですが、まずマスター以外が止まっているのは、私の魔法陣に使われている属性の効果です』

			「気になるんだけど、いったい何の魔法を仕掛けられたわけ？」

			『男が仕掛けた魔法は……転移。私は転移魔法なのです。そのため、私の司る属性は空間……つまり、私とマスターだけの空間を切り取っているため、こうして一時的ではありますが、話すことができるのです！』

			　すごいでしょ！　と言いたげに、何故か足元の魔法陣が胸を張ったように見えた。……本当に表情豊かだなぁ……魔法だけど。

			「なるほど……それで、君は俺の転移を防いでくれるのかい？」

			　そう訊きくと、魔法陣は真剣な声音で答えた。

			『本来なら、そうするつもりでした。ですが、私の魔法陣としての勘が、これはマスターにとって、絶対に行くべき場所への転移だと告げているのです』

			「俺が絶対に行くべき場所？　てかそれ以上に魔法陣としての勘とは!?」

			　どこだ？　それ……そもそも、この異世界にきて、俺が訪れた場所はそんなに多くない。

			　テルベールと【果てなき悲愛の森】、そしてこのバーバドル魔法学園に向かうまでの馬車で訪れた小さな村くらいだ。

			　それなのに、魔法陣としての勘で行くべきとはいったい……いや、転移先はあの全裸男が指定してるわけだから、俺が訪れたことのないような場所なんだろうけどね。

			『はい。詳しい説明はできないのですが、私たち転移系の魔法陣は、転移先と転移させられる人の相性のような物を察知する機能があります。まあ、このように会話ができるのはマスターだけなので、意味もないのですが……』

			　驚きの事実だよ！

			　何？　魔法陣は勝手に相性とか意味の分からないモノまで見てくれるわけ!?

			『今回の転移先とマスターの相性が、とんでもなくいいのです。これは、マスターが幸せとなるために必要なことなのです！　そう考えれば、あの男の転移先もなかなか捨てたものじゃないですね！』

			「いや、その転移先がまるで分からないんだけど!?」

			『すみません、私も知りません！』

			「ダメじゃん!?」

			　相性なんて意味の分からないものが分かるのに、行き先は分からないってどうなの!?

			『それで……マスター。私はマスターのために、転移してもらいたいのです。これはマスターには、幸せになってほしいから……』

			「いや、そう言われても……どこに行くのかも分からないわけだし、何より今ここで俺が転移しちゃったら、誰もあの男を取り押さえられないんじゃ……」

			『あ、それは大丈夫です！　無断であの男の魔力を全部この魔法陣に流しましたし、それに私は転移魔法の魔法陣ですから。あの男の力の源である……魔神？　とやらの加護を異次元に転移させました。ついでに、体力やら筋力やらも……マスターが転移した後、あの男が抵抗できる手段はないので安心してください』

			「なにそれスゲェ!?」

			　加護を転移させるって聞いたことないんだけど!?　それどころかステータスを転移させたってこと!?

			　て、転移魔法にそんな使い方があったのね……これ、俺にその力とか転移させたらどうなってたんだ？

			『あ、せっかくなのであの男の力はすべてマスターに転移させておきますね』

			「やめろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

			　これ以上力いらないよ!?　持て余してるからね!?

			　しかし、魔法陣は俺の制止する声が聞こえなかったらしく、嬉々として俺に男から奪った力を転移させた。

			『どうですか、マスター！　加護に含まれてた悪い成分は次元の彼方に転移させたので安心してください！』

			　褒ほめて褒ほめて！　といった雰囲気を振りまく魔法陣を見て、俺はとてもじゃないが怒ることはできなかった。

			　下手なこと考えるもんじゃねぇな。

			　俺は身をもって考えさせられたのだった。

			　俺はため息をついた後、少し真剣な表情で魔法陣に聞いた。

			「じゃあ、本当に俺がいなくなっても大丈夫なんだね？」

			『はい。それは安心してください』

			「……それと、本当に俺にとって大切なことなんだね？」

			『……これに関しては、先ほども言ったように私には相性しか分からないので、具体的に何が待ち受けているのかは分かりません。ですが、私はマスターに幸せになってほしいのです。これは、信じてもらう以外にはどうすることも……』

			「…………そうか」

			　しゅんとした様子の魔法陣に、俺は苦笑いを一つ浮かべながら言った。

			「分かった。それじゃあ、俺はその転移先とやらに行ってみるよ」

			『……え？　ほ、本当ですか!?』

			「ああ。サリアたちに害がないのなら、安心だしな。……勇者の動向も気になるけど……」

			『任せてください！　先ほど男から奪っておいた魔力で、マスターの奥方たちを守る魔法を展開しておきます！』

			　万能すぎるだろ、魔法陣。てか、奥方って……。

			「そこまで言ってくれるなら、俺は魔法陣の言葉を信じてみるよ」

			『……ありがとうございます……ありがとうございます……！』

			　とうとう、うれし泣きを始めた魔法陣を見て、俺は思わずしゃがみ込むと苦笑いしながら魔法陣を撫なでてやった。

			『あ、マスター！　そろそろ時間が切れます！』

			　不意に魔法陣がそう言った瞬間、時間の流れが取り戻され、再びアルや全裸の男たちが動き始めるのが目に入った。

			「ハハハハハハハハハ！　死ねぇぇぇぇぇえええええええええええええ！」

			　目を血走らせ、口の端に泡をためながらそう叫ぶ全裸の男。

			　俺の足元の転移魔法の輝きが徐々に強くなると、硬直状態から抜け出したアルが、必死に手を伸ばす。

			「誠一ぃぃぃぃぃぃぃぃいいいいいいい！」

			「すまん、ちょっと行ってくる！　みんな！　テスト勉強頑張れよなっ！」

			「今言うことか!?」

			　アルはツッコみながらも手を伸ばすのをやめなかったが、その手が俺に届くことはなく、俺はアルたちの前から消えたのだった。
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			◆　◇　◆

			　

			「ククク……ハハハハハ！　これで邪魔者はいなくなったぞ！　貴様らは全員皆殺しだ！　よくもこの私に、このような屈辱を味わわせてくれたな？　簡単に死ねると――――」

			「誠一をどこにやったああああああああああああああっ！」

			「ぶへっ!?」

			　オレ――――アルトリアは、全力で目の前の男――――デミオロスを殴り飛ばした。

			　さっきまでは通じなさそうだったのに、今では普通に殴ることができた。

			「は？　は？　な、何故だ？　何故、貴様ごときの攻撃が……」

			「『封魔の光』！」

			「ぐぅぅぅぅぅうううう!?　ま、『魔聖』!?」

			　呆然とする男に、バーナバス様が先ほどまで自身が拘こう束そくされていた、光の輪の魔法を使用した。

			「もうお前に好き勝手はさせん」

			「バカめ！　こんな魔法、すぐにでも……フンッ！　フンッ！　ん……んぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ!?」

			　顔を真っ赤にして魔法から逃れようとするデミオロス。

			　だが、デミオロスは魔法から解放されることはなかった。

			「な、何故だ!?　何故力が出ない!?　それに、魔力が残ってないだと!?」

			「……詳しいことは分からんが、観念するんじゃな」

			　拘こう束そくされ、無様に転がるデミオロス。

			　そんなデミオロスに、オレは詰め寄った。

			「おいっ！　誠一をどこにやった!?」

			　そう言うと、デミオロスは不気味な笑顔を浮かべた。

			「言っただろう？　私は『黄泉送り』だ。その名の通り、黄泉へと送っただけだ」

			「何!?」

			「私はかつて、【冥界】へと行ったことがある。分かるか？　つまり……私は冥界に直接生者を送ることができるのだよ！」

			「なっ!?」

			「そう、あの男は――――死んだのだ！」

			　オレは、呆然とするしかなかった。

		

	
		
			冥界

			　

			　全裸の男が放った、転移魔法の魔法陣の言葉を信じた結果――――。

			「――――ここはどこ!?」

			　草木は漆黒に染まり、空も赤黒い。そんな不気味な世界の中に俺はいた。

			「いや、ここが俺にとって幸せになれる場所とかウソでしょ!?　どう見たって不幸になる予感しかねぇんだけど!?」

			　まるで【果てなき悲愛の森】にいたころのように、思わず口に出して叫ぶと、どこからともなく声が聞こえてきた。

			『……ここは冥界。死者の魂たましいが漂う冥界です……』

			「あ、冥界！　……冥界!?　って誰ですか!?」

			　怖っ!?　どっから声が……ってか、本当に誰!?

			『……私は冥界。冥界そのものです……』

			「規模がでけぇ！」

			　まさか世界から話しかけられる日が来るとは思わなかったよ！

			　っていうか……！

			「冥界!?　マジで!?」

			『……はい……貴方は死にました……』

			「わお」

			　サラッと告げられた事実。

			　一瞬、この冥界とやらが何を言ってるのか分からなかった。人語でお願いします。

			　だが、そんな混乱も徐々に収まり、ついに……。

			「はああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

			　叫ぶしかなかった。

			　いやいやいやいや！　死んだ!?　おーけー、舐め腐ってんのか!?

			「いきなり出てきて死んだとかふざけんなっ！　慰謝料を要求するっ！」

			『……ここは冥界です……人権はありません……』

			「どこに行っても俺は人権を否定されるねぇ！」

			　もう俺の種族『人間』って間違いなんじゃない？　だって『人』扱いしてもらえてないよ？

			　必死に言葉を投げかけていると、冥界の声は少し間を置いて再び語り始めた。

			『…………ですが、それは結果であって、実際には死んではいません……』

			「よし、意味が分からん。簡単に頼む」

			『…………貴方は死んでません……』

			「よっしゃあああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

			　何だよもー！　心配させやがってー！

			　俺は喜びの雄叫びを上げるが、それに水を差すように冥界の声は続けた。

			『……ですが、結果的に死んでいるのです……』

			「結局どっち!?」

			　だって、この世界にはただ転移魔法で飛ばされただけだ。

			　どこか刺されたり、心肺停止したりした記憶はない。……いや、アッサリ殺す術があるのかもしれないけどさ。

			『……もう一度言います……ここは、冥界です……冥界とは、死者の国……ですから、この世界にいるものは、死んだからこそこの世界にいるのです……適応は、不可能です……』

			「あ」

			　冥界の説明で、俺はようやく理解した。

			　つまり、生きてる人間が死んだ後に行ける世界にいるってことは、それは死んだも同然ということ。

			「うそーん……マジで死んじゃった……？」

			　今度こそ本気で落ち込む。

			　だって……ねぇ？　何の覚悟もできてないんだぞ？

			　あっちには、サリアたちも残しているのに……。

			　魔法陣の言葉を信じたのが間違いだったのか……？

			　はぁ……俺もここまでか――――。

			　そう思った瞬間、脳内にアナウンスが流れた。

			　

			《スキル【進化】の効果が発動されました。これにより、体が冥界に適応します》

			　

			『……あっ……たった今、貴方の体は大丈夫になりました……』

			「適応するんかーい！」

			　俺の体は、冥界に適応したのだった。

			『……意味が分かりませんが、この冥界でも活動できるようです……死者になった……とはまた少し違うような……本当に、意味が分かりません……』

			　冥界すら困こん惑わくするレベルで、俺の体はおかしいようです。

			　何度でも言います。

			　この体は人間ですからね!?　一番疑ってるのは俺だけどねっ！

			　心の中でツッコみを入れ、一度気持ちを落ち着かせる。

			「まあいい……生きてるってことが分かったのは嬉しいけど、どうやってここから出たらいいんだ？」

			　そう、そこが一番大切なところだ。

			　何せ、出られなければ意味がない。

			「あ、そうか！　俺も魔法を使って帰ればいいのか！」

			『……残念ながら、冥界は人間界とは別の世界です……転移魔法は、同じ世界の中でしか使えません……』

			「あ……」

			　そう、今までそんな状況になるとは思ってなかったので、考えることもなかったが、転移魔法はその世界の中でしか作用しない。

			　だからこそ、俺が転移魔法を使えたところで地球に帰ることは出来ないのだ。

			　……待てよ？　ということは……。

			　嫌な予感がした俺は、すぐに【果てなき愛の首飾り】の効果で、サリアたちに連絡を取ろうとした。

			　だが……。

			「おい、サリア！　アル！　ルルネ！　聞こえるか!?」

			　だが、誰も俺の呼び掛けには答えてくれなかった。

			　マジかよ……これじゃあ帰ることも、連絡を取ることもできないのか……。

			　思わず落ち込みそうになると、ふとあることに気付いた。

			「……あれ？　でも俺は人間界からここに飛ばされたんだけど？　それも、転移魔法で……」

			『……特殊な方法を使えば、世界を超えることができます……何より、冥界は、行くこと自体は簡単なのです……死ねばいいわけですからね……ですが、死者が蘇ることはできない……だから、冥界から人間界へ転移魔法で帰ることはできないのです……』

			　やっぱり死んでるんじゃねぇかッ！

			「……いや、でも俺を送った男は、一度冥界に来たことがあるから、こうして俺を冥界に送れたんだよな……？　……あれ？　もしかして……あの人死んでた……!?」

			　急にホラー感が出てきて、震えていると、冥界はそれを否定した。

			『……それはありえません……先ほども言った通り、特殊な方法を使えば、冥界へ行くためだけの転移魔法は使えるようになります……』

			「特殊な方法？」

			『……はい……転移魔法とは、体の一部がその地に触れれさえすれば、転移先として魔法陣を展開することができます……人間界と冥界をつなぐ門……つまり、冥界への入り口に、自分の体と同じ役割を持つ効果の道具を放り込めば、それでいいのです……』

			「意外と簡単に冥界への転移はできるんだね」

			『……いえ……その道具も、高次元の存在……つまり、神の力がなくては作ることができません……』

			　つまり、あの全裸の男は、神様から貰った道具を使って、冥界へ転移させる力を手に入れたってことか。

			「その神様の力がないと、世界を越えて転移することもできない……と？」

			『……そういうことです……』

			　なるほど……本格的に俺たちが地球に帰るのは難しくなったみたいだな……いや、俺が帰るわけじゃなく、翔太たちを帰してやりたいだけなんだけどな。俺はサリアたちがいるから、この世界に残るし。

			　つか、サラッと聞き流したけど……。

			「あの……冥界と人間界って目に見える形で繋がってるの……？」

			『……はい……』

			「マジかよ」

			　まさかの事実に、俺は驚きを隠せなかった。

			『……冥界への門は、人間界の西の果てに存在しています……』

			「……それじゃあ、死んだ人とかはそこから出ようとするんじゃないか？」

			『……その話が、こうして私が貴方に話しかけたことに繋がるのです……』

			「へ？」

			　確かに、なんで俺なんかに急に話しかけてきたのか分からなかったからな。

			『……言いそびれてましたが、私の自我はあと少しで消えます……』

			「それメチャクチャ大事じゃね!?　何で早く言わないの!?」

			『……貴方の質問に答えようと……』

			「大変申し訳ありませんでした！」

			　俺はその場で土下座した。

			　全面的に俺が悪かったね！　本当にごめんね！

			『……いいえ、大丈夫です……それで、話を戻しますが……私が貴方に話しかけたのは、貴方にこの冥界に跋ばつ扈こする悪霊を退治してほしかったからです……』

			　おっと、話がややこしくなってきたぞ。

			『……貴方が懸念した通り、悪霊たちがいっせいに冥界の門に押し寄せ、人間世界に出ようとしています……普段は門も開いており、門番もいたのですが……その門番が倒され、悪霊を解放しないようにするため、門を閉めました……本来なら、門を閉めてしまうと人間世界で死んだ者たちの魂たましいがそのまま人間世界にとどまり、人間世界でゾンビなどのアンデッドモンスターに変化してしまうのですが……』

			「うわぁ……」

			　予想以上に重大な展開に、俺は少し引いた。てか、これ本当に俺が幸せになれる要素あるの？

			「事情は分かったけど……何で俺に？」

			『……本来、死者の魂たましいは、実体を伴うことはなく、ただ漂うだけの存在となります……ですが、悪霊は邪悪な自我を持ち、実体を伴うため、誰も悪霊を倒すことが出来ないのです……いつもなら、似たような状況でも門番が鎮めていたのですが……今回は悪霊たちの王が現れ、悪霊すべてが強化されているのです……』

			　何？　このゲームみたいな展開。いや、俺たちが異世界に飛ばされている時点でゲームみたいだけどね。

			『……貴方は、この冥界で唯一自我のある存在です……私は、新たな門番を生み出すために、力をすべて解放します。ですから、自我が消えるというより、再び力を蓄えるために深い眠りに就くといったほうが正しいでしょうか……とにかく、貴方には悪霊の王と、配下の悪霊を倒してほしいのです……』

			「スゲェ無茶ぶりしますね」

			『……大変申し訳ないと思っています……最悪、悪霊の王は倒さなくても構いません……本来なら、私が処理するべきことですので……それこそ、本当の意味で自我が消えようとも、倒しましょう……ですが、せめて……せめて、私が門番を生み出すまでの時間を稼いでくれないでしょうか……ただでとは言いません……貴方を、冥界から帰すことも約束いたしましょう……』

			　そうか……冥界も大変なんだな。もはや話が飛躍しすぎて逆に冷静になってくるけど。

			　それに、冥界の頼みを聞けば、俺は帰れるらしいからな。

			「分かった、手伝うよ。俺なんてたいして役に立たないかもしれないけどさ」

			　実際、人間界では話は別だが、この冥界での俺はどのくらい強いのかまるで分らないからな。役立たずかもしれないし。

			　そう思っていると、どこか感動したような冥界の声が聞こえた。

			『……ありがとうございます……ありがとうございます……』

			　こうして、俺は冥界で悪霊退治をすることになったのだった。

		

	
		
			再会

			　

			「んじゃ、手伝うわけだけど……その悪霊の王とやらはどこにいるの？」

			　俺はそう冥界に訊きく。

			『……すみません……もう新たな門番を生み出すための準備に入ったので、意識が途切れます……』

			「ウソでしょ!?」

			　まだ何も詳しい話聞いてないよ!?　どこにいるの!?　悪霊の王って！

			『……すみません……すみません……では、頼みましたよ――――』

			「え!?　あ、ちょっと！」

			　何度か呼びかけてみるも、結局冥界の声が聞こえることはなかった。

			「いきなり難易度高くない？　悪霊の王がどこにいるのかも分からないけど、それ以前に俺が迷子なんですけど？」

			　あれ？　これ、普通に考えたら詰んでない？

			「なんだか急展開すぎてついていけねぇよ……」

			　このメチャクチャな感じ……【果てなき悲愛の森】を思い出すわ。

			　今にして思えば、何の説明もなくあんなぶっ飛んだ場所でよく生き延びられたものだね！　ステータスの運とか０だったけど！

			　半ばヤケクソ気味にこの後どうするか考えていると、不意にスキル『世界眼』の索さく敵てきが、気配を感じ取った。

			　その方向に視線を向けると、まっ黒の体に、ギョロリとした輝きのない目が二つ浮き、吊り上がった口から白い歯が覗のぞく、すごく怖い存在がこっちをじっと見つめていた。

			「ジー」

			「怖い怖い怖い怖い！」

			　何コイツ!?　どっから現れた!?

			　この恐ろしく不気味な存在は、本当にいつの間にか俺のスキルで察知できる中に現れたのだ。

			「ジー」

			「な、なんだよ……お前誰だよ……てか、そんなに見られると穴が開きそう――――」

			　そう言いかけた瞬間、謎の存在の目が光り、俺めがけてレーザーが飛んできた。

			「なんでやねん!?」

			　思わず関西弁になりながら、俺は体をくの字に曲げ、レーザーを避けた。

			「文字通り穴が開くところだったんですけど!?　アンタ何なの!?　怖い顔しやがって！」

			「ジー」

			「だからレーザー撃つのヤメテ!?」

			　謎の存在は、俺の言葉を無視して何発もレーザーを撃ち込んできた。

			　それを俺は変な体勢で避けまくる。

			「ちょっと、本当にアンタ何なの!?」

			　俺はスキル『上級鑑かん定てい』を発動させた。

			　

			『悪霊Lv：？？？』

			　

			「お前が悪霊かよ!?」

			　思わず俺は叫んだ。

			　しかもレベルが分からねぇ！　あれだ、テルベールのバルザスが経営してた魔物販売店で見たＵＭＡ以来だな！　あのＵＭＡ……どうなったんだろうか？

			　そんなことより、悪霊って霊だから、急に『世界眼』の索さく敵てき内に出現したんだろうか？

			　もしそうだとするなら、悪霊の王も似たような能力を持っていそうだし……探すの無理じゃね？　いよいよ詰んでますね！

			　俺は腰に差してある『憎悪渦巻く細剣ブラツク』と『慈愛溢れる細剣ホワイト』を抜き放ち、構えた。

			「お前が悪霊だっていうなら、悪いけど倒させてもらうぜ」

			　おそらく相手に伝わっていないだろうが、一応そう前置きをして、俺は悪霊に飛びかかった。

			　あのバーバドル魔法学園を襲ってきたっていう白衣の男を殴り飛ばそうとしたときに、ある程度力加減というモノを覚えたので、世界に被害がない範囲でブラックを振るった。それに、スキル『無間地獄』の効果もあるので大丈夫だろう。……世界を心配するあたり頭おかしい。

			　思わず遠い目をしながら攻撃を悪霊に加えようとする。

			　悪霊は、俺の速度に目が追いついておらず、未だに俺がさっきまで立っていた場所を見つめていた。

			　そして、ブラックが悪霊の体に触れた、そのときだった。

			「いっ!?」

			　悪霊の体はぶにょぶにょで、ブラックが触れた瞬間、衝撃が波となって悪霊の体を伝った。

			　その衝撃は、悪霊の体の下まで移動したかと思うと、急に逆行を始め、俺のほうに向かってきた。

			　瞬間、嫌な予感がした俺は、急いでその場から離れる。

			　すると――――。

			　ズパンッ！

			　すさまじい衝撃音。

			　俺がさっきまで立っていた場所に、とんでもない大きさのクレーターが出来上がったのだ。

			「おい、嘘だろ……」

			　思わず冷や汗が俺の頬を伝う。

			　悪霊は、まるで何もなかったかのように平然とその場に佇んでいた。

			「アレ……どう考えても俺の攻撃がそのまま跳ね返されてたよな？」

			　俺の攻撃が跳ね返され、その上相手は無傷。

			　はたから見れば、俺がそんな相手を恐れているように見えるかもしれない。

			　だが、俺は別のことで頭がいっぱいだった。

			「俺の攻撃ってあんなに凶悪なの……!?」

			　今さらかよって思う人がいるかもしれないが、こうして自分がその脅きよう威いにさらされたことで、より強く俺の攻撃力の異常さを実感させられた。

			　俺の攻撃が効かない？　んなことはどうでもいいよ！　それより俺が災害級の攻撃を振りまいていたことに戦せん慄りつしているんだよ！

			「やべぇ……これからもっと真剣に力の使い方考えねぇと……」

			「ジー」

			　どこか悪霊の雰囲気が、不機嫌なものに変わったように思えた。

			　実は、俺が絶望する様子を楽しみにしていたようなのだが、俺が別のことで驚いていたことを悪霊も察したらしい。俺にとっては死活問題なんだよ！

			　しかし、それは悪霊にとって気に食わないこと。今度はレーザーを乱射してきた。

			「ジー！」

			「あっぶねぇな!?　ちょっとは落ち着け！」

			　俺の声に耳を傾けることもなく、悪霊は攻撃の手を緩ゆるめない。

			　取りあえず、物理攻撃が効かなかったわけだが……魔法はどうだろうか？

			　俺は火属性初級魔法の『ファイア』を使用した。

			「おらっ！」

			　初級魔法とは言えないようなとんでもない火の塊が、悪霊めがけて飛んでいく。

			　すると、悪霊はレーザーを撃つのをやめ、『ファイア』をその身で受けると、やはりこちらへと跳ね返してきた。

			「おいおい……これどうすればいいのよ」

			　物理無効・魔法無効の相手にどうやって戦えばいいんでしょうね？

			　不思議なことに、そんな相手と戦っているにもかかわらず、俺はあまり焦ってはいなかった。

			　すると、不意に他の気配を察知し、目の前の悪霊を警戒しながらも、その方向に意識を向けると……。

			「oh……」

			「ジー」

			「ジー」

			「ジー」

			「ジー」

			　大量の悪霊が、俺をじっと見つめていた。

			　てかとんでもなく怖いんだけど!?　そもそも俺、幽霊とかホラー系苦手なんだけど!?　家に帰りたい！　帰る家ないけどね！

			　思わず引きつった笑みを浮かべていると、悪霊たちはいっせいにレーザーを発射してきた。

			『ジー』

			「それはシャレにならねぇ！」

			　急いでその場にしゃがむと、頭上を大量のレーザーが通過した。

			　だが、俺が避けたことで、レーザーは別の悪霊に当たっては跳ね返すの繰り返し、起き上がろうにも頭上をずっとレーザーが飛び続ける事態になってしまった。

			「本当にこれ詰んでない!?　この状況で悪霊の王様倒すとか無理でしょ!?」

			　被弾しないように、両手で頭を押さえて蹲うずくまりながらそう叫ぶ。

			　そもそもどうやって倒せばいいの!?

			「もう嫌だ！　ヘルプ！　ヘルプミィィィィィィイイイイイイイイイ！」

			「了解した」

			「へ!?」

			　思わず誰に届くわけでもない助けを呼んだら、どこからともなく返事がきた。

			「ジッ!?」

			　すると、不意に悪霊のくぐもった声が聞こえた。

			　その方向に視線を向けると、一体の悪霊の胸？　の辺りから、俺の持つ【憎悪渦巻く細剣ブラツク】と非常によく似た剣が、突き出てきた。

			　剣が引き抜かれると、悪霊は光の粒子となって消滅した。

			　その光景を呆然と眺めていると、一人の美丈夫が姿を現した。

			　白銀の少し長めの髪を真ん中分け……センターパートって言うんだっけ？　とにかく、そんな感じの髪型をした美丈夫。エメラルドのような瞳ひとみを持つ目は、俺を穏やかに見つめていた。

			「久しぶりだな、誠一殿」

			「ファッ!?」

			　どちらさん!?　俺にこんなイケメンな知り合いいませんよ!?

			　混乱する俺をよそに、美丈夫が近づいてくる。

			　よく見ると、どこかで見たことのあるような、喪服を思わせる漆黒のローブと質のいい服を身に纏まとっている。まるで貴族のようないでたちだ。

			　美丈夫の出現に驚いていると、周囲の悪霊が怒り始めた。

			「ジー！」

			「ジー！」

			「ジー！」

			「げっ!?」

			　悪霊たちの様子に思わずそう声を出すと、突然、漆黒の槍やりが数体の悪霊を貫つらぬいた。

			「僕たちも加勢させてもらおうかな？」

			「すみません……私は戦えないのですが……」

			「あはははは！　そうだったねぇ……なら、あちらにいるメイドのお嬢さんたちと待ってなさい」

			　のんびりとした男性の声と、優しそうな女性の声が、俺の耳に入って来た。

			「うーん……久しぶりに戦うのに、その相手がこれじゃあねぇ……まったく、面倒だ」

			　視線を向けると、穏やかな表情をした黒髪黒目の男性がそこにいた。

			　すぐ近くには、エプロンを身に着けた女性とメイド服を着た女性もいる。

			　そんなことよりも、俺は黒髪黒目の男性の姿を見て、呆気にとられていた。

			　なぜなら、男性の額からは、立派な角が二本生えているのである。……魔族？　よく見ると、エプロン姿の女性の額にも角が生えてるぞ……。

			　美丈夫のように体格がいいわけではないが、整った容姿の黒髪黒目の魔族は、これまた豪華な黒を基調とした衣服に身を包み、真紅のマントをたなびかせていた。

			「さて、それじゃあ――――さようなら」

			　魔族の男性が軽く両手を広げると、無数の漆黒の槍やりが空中に浮かび上がり、悪霊めがけて飛んでいった。

			　俺の攻撃は吸収されたのに、美丈夫や魔族の男の攻撃はあっさりと悪霊の体を貫つらぬき、どんどん数を減らしていく。

			　大量の魔法で悪霊を殲せん滅めつするその光景は、まるで『魔王』のようだった。

			「俺たちも行くぜ！」

			「おう！」

			「分かったわ！」

			「頑張ります！」

			　もうすでにこの状況について行けてないというのに、今度は四人のパーティーが姿を現し、悪霊に攻撃を始めた。

			　一人は、ムキムキの大男で、重厚な鎧よろいを身に纏まとい、悪霊のレーザーを分厚い盾で防ぐ。

			　旅人のように、質素な服装と茶色いローブを身に纏まとった青髪の青年は、大男が攻撃を防いでいる隙に悪霊を剣で攻撃して倒していく。

			　狩人のような姿の軽装備で、赤髪の勝気そうな少女は、弓矢で悪霊たちを撹かく乱らんさせていた。

			　最後の一人、純白のローブに身を包んだ金髪の少女は、大男たちに付与魔法をかけ、攻撃力を高めるほか、自身も攻撃魔法を使用して悪霊たちを倒していく。

			　もはや訳が分からない。

			　俺の攻撃が効かなかったのに、いきなり現れた人たちの攻撃が通じてることもそうだが、それ以上に――――。

			「アンタら誰!?」

			　本当に何者!?　急に現れたと思ったら助けてくれるし……ちょっと待て。よくよく考えると、それはそれで怖いな！　これ、お金取られたりしないよね!?　お金はたくさん持ってるけど、心情的に恐怖しか感じないよ！

			　気付けば、俺を取り囲んでいた悪霊たちは、急に現れた人たちによって、完全に消滅させられた。

			　さっきまでは、ホラー的要素で恐怖していたのだが、今はお金を取られないかという心配で恐怖いっぱいだ。

			　そんな俺の心情などお構いなしに、美丈夫がやって来た。

			「この姿で会うのは初めてだな」

			「は、はぁ……えっと……どちら様ですか？　お金ですか？　お金が欲しいんですか？」

			「お、お金!?　誠一殿、何か勘違いしていないか？」

			　美丈夫は、困った顔を浮かべる。うん、美形は何やっても美形だな！　羨うらやましい！

			　そんなことを思っていると、エプロン姿の女性と離れた位置にいたメイドの少女が、美丈夫に近づいた。

			「ゼアノス様……誠一様はゼアノス様を分かっていないようですが……」

			「む？　それもそうか……」

			　何やら納得した顔で美丈夫は頷いた。ってか、今ゼアノスって……？

			　まさかという気持ちで目の前の美丈夫を見つめていると、彼は優雅なお辞儀をした。

			「改めて名乗らせていただこう。――――ゼフォード公爵家当主、ゼアノス・ゼフォード。【果てなき悲愛の森】以来だな？　誠一殿」

			　穏やかな笑みを浮かべる美丈夫――――ゼアノスは、そう言った。
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			　それを受けて、俺は…………。

			「はあああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

			　全力で驚いた。

			　だって！　だって!?　ゼアノスだぞ!?　【果てなき悲愛の森】で戦った、あの暗黒貴族ゼアノスだよ!?

			　あのとき骸骨だったじゃん！　それがどうよ？　スゲェ美形じゃん!?　自分でも何言ってんのか分からなくなってきたよ！

			　じ、じゃあ、その隣にいる少女は……？

			　そんな気持ちが顔に出てたのか、メイドの少女も洗練された動きで、お辞儀をした。

			「初めまして。私はゼアノス様にお仕えする、マリーと申します」

			「マリーぃぃぃぃぃぃぃぃぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!?」

			　やっぱりね！　そうだと思ったよ！

			　ゼアノスの人生を読んで知った、健気なメイドのマリーだった。

			　顎あごが外れそうなほど驚いていると、先ほどゼアノスと一緒に悪霊を倒していたメンバーが、全員集まって来た。

			「ゼアノス、無事に会えたようだね」

			「ああ……間に合ってよかった。貴殿らも、助力感謝する」

			「気にしないでくれ。俺たちも、こうして再び自我を取り戻したわけだし、協力するのもやぶさかではないさ」

			　魔族の男性と、旅人風の青年が、ゼアノスと会話をしていると、不意にこちらに視線を向けてきた。

			「君が誠一君だね」

			「そうですが……あ、あの……どうして俺のことを？」

			「それはここにいるゼアノスと、とある二人から話を聞いたからさ」

			「へ？」

			「俺たちは、誠一のことをよく知ってるのさ。何せ、俺たち自身が誠一という存在によって、自我を取り戻せたわけだからな。そんな連中がこうして集まって、お前を助けに来たのさ」

			「は、はぁ……」

			　どうしよう。出来の悪い俺の頭じゃ、ついて行けない。

			　つまり、どういうこと？

			　俺の様子を見て、笑みを浮かべた魔族の男が教えてくれた。

			「僕たちも今倒した悪霊のように、元々は自我のない幽霊としてこの冥界を彷徨さまよっていたのさ。でも、君という存在がこうして冥界に現れたことで、君と多少の縁を持った僕たちが、自我を持つことができたんだよ」

			「縁？」

			　ゼアノスは分かる。なんせ、直接戦ったわけだからな。

			　だが、他のメンバーは誰も知らないんだが……。

			　そう思っていると、魔族の男が自己紹介をした。

			「取りあえず、自己紹介から始めようか？　僕はルシウス・アルサーレ。最初の魔王……って言えば分かりやすいかな？」

			　分かりません。

			　分かるわけないだろ!?　最初の魔王!?　初っ端から飛ばすねぇ!?

			　い、いや、落ち着け。まだ本物と決まったわけじゃない！

			「知ってるかい？　まだ魔族の国がないころ、黒龍神を始めとした頼もしい仲間と一緒に、みんなが平和に暮らせる国を建国したんだ。他の仲間は寿命で死んじゃっただろうけど、黒龍神は元気かなぁ」

			　本物だったよっ！

			「んじゃあ、俺たちだな。俺はアベル。アベル・スターディアだ。一応、勇者なんてものをやってたな」

			「はあああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

			「俺はその仲間のガルス・ロッカードだ。戦士だぜ」

			「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!?」

			「アタシは狩人のアンナ・リュードよ」

			「ふううううううううううううううううううううううううううううううううう!?」

			「私は賢者のリリアナ・モルストです」

			「へえええええええええええええええええええええええええええええええええ!?」

			　次は『ほおおおお!?』っていきたいところだけど、もうダメだ、これ以上は俺の頭が弾け飛ぶ！

			　アベルってあれだろ!?　【果てなき悲愛の森】でサリアが持ってた日記の人だろ!?

			　縁っていったい何!?　どの程度が縁になるわけ!?

			　頭が混乱していると、エプロン姿の女性が、苦笑い気味に自己紹介をした。

			「私はナチュリアーナ・グリーンドです。私は特にすごくもないですし、縁と言われてもピンとこないのですが……」

			「は、はぁ」

			　確かに、ナチュリアーナさんに関しては、俺もまるで分からない。

			　まだ、アベルたちはどこかで名前を聞いたことがあったりしたのだが、ナチュリアーナさんに関しては、本当に何も知らないのだ。どこで縁ができたんだ？

			　首を捻っていると、ルシウスさんが笑顔で言う。

			「さて、僕たちの自己紹介は済んだけど、まだ会わせたい人たちがいるんだ」

			「あ、会わせたい人？」

			　誰だ？　それ……。

			　というより……。

			「あの……ルシウスさんたちはいいんですか？　その……アベルたちと一緒にいて……」

			　衝撃が強すぎて忘れかけていたが、ルシウスさんは最初の魔王だし、アベルたちは勇者なのだ。

			　普通なら激突してもおかしくないんだけど……。

			「それなら大丈夫だよ。当時は確かに怒りに身を燃やすこともあったけど、僕を討った勇者と戦って、勇者も被害者だってことを知ったからね」

			「俺たちも、当時の魔王を討とう伐ばつして、ピエールに裏切られてから、魔王という存在の本当の姿を知ったんだ。俺たちは知らなさすぎたんだ……」

			「……暗い話はやめよう！　そんなことより、君に会ってもらいたい人がいるんだ」

			「え？　あ、はい。えっと……それは誰ですか？」

			「慌てなくても、すぐそこに来てるよ。さっきは危ないから、一人護衛をつけて、離れた位置にいてもらったんだ。彼らは、ナチュリアーナたちよりも非力だったからね」

			「？」

			　ますます訳が分からず、ゼアノスたちに促されるままついて行くと……。

			「……待ってた」

			「へ!?」

			　そこにいたのは、黒龍神を倒したダンジョンで出会った、宝箱だった。

			「ど、どうしてここに!?」

			「……おれ、縁ある……お前に、倒された……」

			「まだ根に持ってる!?」

			「……いや、もう恨うらんでない……それより、早く会う……」

			「もう訳が分からねぇよッ！」

			　本当に縁の範囲が広すぎてわけ分からねぇ！　宝箱はこうしているのに、それ以外に倒したサンドマンとかクレバーモンキーとかは見かけないし……。

			　頭に疑問符を浮かべまくりながら先に進み、そこで待っていた人物を目にして、俺は頭が真っ白になった。

			「会いたかったわ……」

			「元気にしてたか？」

			　そこで待っていたのは――――俺の両親だったのだ。

		

	
		
			両親

			　

			「と、父……さん……？　母……さん……？」

			　俺は、目の前にいる二人を見て、絞り出すようにそう口にした。

			　呆然と立ち尽くす俺を見て、穏やかな笑みを浮かべる父さん――――柊ひいらぎ誠まことと、泣き笑いをしている母さん――――柊一かず美み。

			「……どう……して……」

			「父さんたちにも分からないんだが、気付けばここにいてな」

			「そしたら、近くにいたゼアノスさんたちと出会って、それで……」

			　母さんたちが理由を説明してくれるが、俺の頭のなかは真っ白で、正直何も入ってこない。

			　二人とも、事故で亡くなり、もう二度と会えないと思っていた。

			　なのに……。

			「ほ、本当に……父さんと母さん……なのか……？」

			「ああ」

			「そうよ……一人にしてごめんなさい……辛つらかったわよね？　苦しかったわよね？」

			　母さんは俺を抱きしめ、父さんは俺の頭を撫なでてくれた。

			　確かに、俺を抱きしめてくれる感触がある。撫なでてくれる感覚がある。

			　それを実感した瞬間、俺の目からは涙があふれていた。

			「と、父さん……母さん……あ……ああ……うああああああああああああああああっ！」

			　二人が死んでからは翔太たちに頼ることもしないで、勝手に自分一人で抱え込んで、何度も心が折れそうになった。

			　何で死んでしまったのか。

			　一人にしてほしくなかった。

			　死んでしまったことへの悲しみと、どうして俺を置いて行ったのかという怒り。そして一人取り残されたという恐怖。

			　そんな感情と、こうして会えたことの喜び。

			　様々な感情が混ざり合って、何か言葉にしようと口を開いても、ただただ嗚お咽えつしか出てこなかった。

			　それでも――――こうしてもう一度触れられたことが、何よりも嬉しかった。

			　小さい子どものように泣きじゃくる俺、母さんは優しく背中を叩き、父さんも頭を撫なで続けてくれる。

			　みっともない姿なのに、ゼアノスたちは誰もバカにせず、慈愛に満ちた笑みを浮かべて、俺たちの様子を見守ってくれるのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「うっ……ぐす……ご、ゴメン……急に泣き出して……」

			　どれくらい時間が経ったのか分からないが、ひたすら泣き続けていた俺は、ようやく落ち着くことができた。

			　少し冷静になったことで、俺はふとあることに気付く。

			　それは、容姿が大きく変わっているはずなのに、二人とも俺が息子だと分かっていたことだった。

			　フードは、悪霊との戦闘で脱げていたとはいえ、顔の見た目はかなり変わっていると思うんだけど……。

			　思ったことを口にすると、二人とも逆に首を捻った。

			「？　何を言ってるんだ？　どこの父親が自分の息子を見間違えるというんだ」

			「そうよ？　一目見ただけで分かるに決まってるじゃない。ねぇ？」

			「そうだぞ。少し見ないうちに大きくなって……それに、男前になったな」

			　二人とも顔を見合わせて笑いあう。

			　そんな二人を見て、俺は呆気にとられながらも、本当に敵わないなと強く感じた。

			「それに、なんだか二人とも若返ってる……？」

			　そう、何故か二人の容姿は、俺が最後に見た姿より、若返っていた。年齢的には30代くらいだろうか。

			　父さんも母さんも、黒髪黒目のいたって平凡な容姿で、本当にどうしてこの二人からブサイクな俺が生まれてきたんだろうか……。

			「そうなのよ！　すごいわよねぇ？　誠さん。この世界に来るだけで簡単に若返っちゃうんだから！」

			「そうだな……待てよ？　これ、商売にできないか？　『行くだけで若返る魅惑のスポット！』……イケるな」

			「イケないよ!?」

			　イケるわけないでしょ!?　知ってるかどうか分からないけどここ冥界だよ!?　死んじゃうって！

			　こんなやり取りを見るのもするのも久しぶりで、昔は疲れることもあったけど、今はとんでもなく嬉しい。

			　ため息をついた後、また一つ気付いたことがあり、それを口にした。

			「でも……本当にどうして二人がここに？　だってここ、異世界の冥界なのに……」

			　そう、二人が死んだのは地球での話なのに、何故異世界の冥界に二人がいるんだろうか？

			　すると、今度は両親じゃなく、今まで黙って見守ってくれていたルシウスさんが教えてくれた。

			「世界ごとに冥界っていうモノは存在して、本来混ざり合うことはないんだ。でも、君という神にすら匹敵……いや、それ以上の存在がこうして冥界にやって来たことで、君と強い繋がりのあった二人が、冥界の枠を超えて引き寄せられたのさ。まあ、元々違う世界の冥界から引き寄せられたせいか、僕たちと違って君の現状は把は握あくできてないみたいだったから、教えておいたけどね」

			　スケールデカすぎかよ。

			　てか、サラッと流しかけたけど、今ルシウスさん、俺のこと神以上って言ったよね!?　本当に俺の体は俺の意思とは関係なく迷走してますね！

			「あらあら、誠一はすごいわねぇ」

			「そうだな。男ならビッグにならないとな」

			　よく意味も分かってないだろうに、二人はうんうんと頷いている。

			　……いや、でも、今はそんな俺の体に感謝しなきゃな。

			　俺の体がそれだけぶっ飛んだ存在であったからこそ、こうしてトンデモ現象を引き起こせたわけだからな。

			「……この世界に来たときは驚いたけど、納得もしたわ。私たちはずっと貴方を見守ってきたのに、ある日学校の生徒全員が消えちゃったんだもの。ずっとどこに行ったのか分からないで、不安だったけど、こうして別の世界にいたことが分かったから……」

			「そうだな……父さんたちはお前が辛つらい目に遭ってたのも知っていた。よく我慢したな。見えているのに、それを助けられない悔しさ……お前を虐いじめてきたヤツらを殺してやりたいと思ったよ」

			　父さんは悔しそうに、そして怒りを堪えながらそう口にした。

			　俺が不甲斐ないばかりに、死んだ後も父さんたちを心配させてきたという事実が、虐いじめられてきたことよりも辛つらかった。

			　それと同時に、死んでもなお、俺のことを見守っていてくれたことが、とても嬉しくてまた涙があふれそうになった。

			「大丈夫だよ。父さんたちが教えてくれた通り、前向きに考えるようにしてきたからさ」

			　できる限り安心させるように、俺は精いっぱいの笑みを浮かべた。

			　そして、俺たちの話が終わるのを待っててくれたゼアノスが口を開く。

			「さて……そろそろ本題に入らせてもらってもいいだろうか？」

			「あ、大丈夫だ。ありがとう」

			「気にするな。ご両親を大切にな。……さて、誠一殿。貴殿は悪霊……否、悪霊の王を倒さなければならない。無論、それには我々も力を貸そう。だが、誠一殿は今のままでは悪霊と戦うことができない」

			「それは……」

			　確かに、俺の攻撃はことごとく悪霊に跳ね返されてしまった。だが、ゼアノスたちはダメージを与えることができている。

			「そこで、俺たちが協力して倒すだけでなく、誠一に悪霊との戦い方を教えるってわけさ」

			　ゼアノスの言葉を引き継いだアベルが、爽さわやかな笑みを浮かべてそう言った。

			「戦って分かったと思うが、普通の攻撃じゃ悪霊には通用しない。そこで、重要になって来るのが……『生命力』だ」

			「『生命力』……？」

			　生命力って……あの黒光りする人類最大の敵、【Ｇ】が有する代表格みたいなもんだよね。恐ろしい。

			「そう、『生命力』だ。悪霊は、その名の通り霊……つまり、死んだ存在なわけだが、そこに生きている証でもある『生命力』を流し込むことで、悪霊は存在を維持できなくなるのさ」

			「でも、アベルたちも死んでるよね？」

			「おう！　俺たちも死んでるが、誠一のおかげで冥界のなかでは生者と変わらない扱いでよ。それに、俺たち勇者クラスの『生命力』なら、たとえ瀕死であろうが、悪霊程度なら簡単に消し飛ばせるぜ！　ガハハハハッ！」

			「いや、さすがに瀕死は無理でしょ。これだからバカは……」

			　戦士のガルスの言葉に、狩人のアンナは呆れた様子でツッコむ。

			「あはははは……まあとにかく、私たちは誠一さんのおかげで生きているときと変わらず活動ができるので、『生命力』を持った状態で悪霊たちと戦うことができたんですよ。大丈夫、誠一さんならすぐに扱えるようになりますよ！」

			　賢者のリリアナは、俺を励はげますようにそう言った。

			「そうだな。実際、やることはそこまで難しくない」

			「そうなのか？」

			　ゼアノスも安心させるようにそう言う。

			「何、すぐにできるようになる。それを教えるのも我々の役目だからな」

			「なるほど……それじゃあ、ゼアノスたちが俺に修業をつけてくれるってことか？」

			「そういうことになるな」

			「それなら早速頼む！　時間が惜しいからな。で、どうするんだ？　『生命力』を感じるところから始めるとかか？」

			　俺がそう訊きくと、ゼアノスは笑いながら答えた。

			「ハハハハハ！　誠一殿は冗談が上手いな。実戦で学んでもらうに決まっているだろう？」

			「…………………………へ？」

			「さあ、今すぐ悪霊を探そう。おっと、悪霊の見つけ方も教えるから、そのつもりでいるように」

			「マジかよ!?」

			　俺の想像してた修業と違う！

			　いや、確かに時間がないからそれが一番早いのかもしれないけどさ！

			　俺たちの会話を聴いていた父さんは、感心したように頷いた。

			「なるほど……こうして我が子は成長していくのだな」

			「これは特殊な例だからね!?　全員こんな成長の仕方しないよ!?　……しないよね？」

			　言ってて不安になって来た。

			　こうして、俺はゼアノスたちに修業という名の実戦をさせられるのだった。

		

	
		
			生命力

			　

			「さて、早速悪霊を見つける方法を教えるわけだが……」

			　ゼアノスを含む戦闘が得意な面々と俺は、早速悪霊の対処法を学ぶために移動を始めた。

			　父さんたちはマリーさんやナチュリアーナさんと一緒に少し離れた位置から俺たちの様子を見守ってくれていた。ちなみに、護衛という形で宝箱がそばにいる。

			「まず、この冥界に本来ならば生物は存在しない。それは分かるな？」

			「まあ……」

			「それはこの冥界に生えている草木も同じであり、我々が立っているこの大地も、皆平等に死んでいるのだ」

			「え!?」

			　周囲を見渡すと、確かに葉は一枚もついていないものの、しっかりと木々は生えている。

			　しかし、ゼアノスはこれらが死んでいるというのだ。

			「元々の世界の木々や大地は、生きている。だからこそ、『生命力』に満ちているんだ」

			「うん」

			「しかし、この冥界ではそれがない。周囲の木々などは存在してはいるが、『生命力』はゼロなのだ」

			「なるほど……」

			「ここで重要なのが、この冥界そのものも『生命力』がゼロということだ。つまり、『気配』というモノを感じることができないわけだ」

			「はぁ……」

			　まあ、確かに全部死んでるんなら、気配もクソもないよな。

			「また、普通の霊ならば冥界の木々と同じく『生命力』はゼロなのだが、悪霊は違う。ヤツらは、『生命力』がマイナスに振り切っており、生きる力ではなく、殺す力を身に宿しているのだ」

			「だから、生者が悪霊に触れたら、『生命力』を奪われて死んじゃうんだよね。誠一君も気を付けてね～」

			　ルシウスさんがゼアノスの言葉に補足する形で、物騒なことを言ってくる。

			「俺、そんなヤベェヤツらと戦ってたのかよ……」

			「まあ、知らなかったら簡単に殺されてたかもな。でも、今こうして知ったわけだから、触れられなければいいんだよ」

			　アベルが、爽さわやかな笑顔でそう言ってくるが、俺はどこぞの赤い彗星ではないので、そこまで楽観視できない。

			「とにかく、周囲の『生命力』はゼロなのに、悪霊は『生命力』がマイナスって言うんだから、『生命力』さえ感じることができれば違和感を覚えるだろうさ」

			「そうね……体感としては、背筋がゾッとする感じかしら？」

			「はい、体が拒絶する反応を示したら、その近くに悪霊がいることになりますね」

			　ガルスたちが、俺にコツのようなモノを教えてくれた。

			「まあ、今の僕たちの体は、誠一君の影響で仮初の『生命力』を得ている状態だから、生者ではないんだけどね。だからこそ、本当に生きている誠一君自身の力がないと、悪霊の王は倒せないと思うよ」

			「そうか……あの、ルシウスさんたちは悪霊の王がどんな存在か知ってるんですか？」

			　一つ気になったことを訊たずねると、ルシウスさんは苦笑いした。

			「残念ながら、詳しい容よう貌ぼうは分からないんだよね。ただ、尋常じゃない負の力を有してるってことだけは確かだよ」

			「なるほど……」

			　本当に悪霊の王ってどんなヤツなんだろうか。

			　そう思っていると、俺以外の戦える全員が、何かに反応をした。

			「……どうやら話している間に出てきたようだな」

			「え。それってまさか……」

			「ああ、悪霊だ」

			　まだ『生命力』の扱い方を学んでないというのに、もうやって来たのか。空気読んでほしい。

			　思わず嘆息すると、再びあの不気味な存在が俺たちの前に姿を現した。

			「ジー」

			「今目の前に悪霊がいるわけだが、独特の気配を感じ取ってみろ。そうすれば、自然と自分自身の『生命力』も扱えるようになるさ」

			「気配……」

			　俺は目の前に現れた悪霊を警戒しながらも、気配を体で感じられるように集中した。

			　今まで、スキルだけで気配を察知していた俺だけど、いきなりできるんだろうか……。

			　そんなマイナス思考を振り払い、その場で集中していると、ふと背筋が凍る感覚を覚えた。

			「っ!?」

			　思わず振り返ると、そこにはもう一体の悪霊の姿が。

			「どうやら、感じられたようだな」

			「え？　あ、ああ」

			　まさか本当に感じられると思わなかった俺は、間抜けな反応しか出来なかった。

			　それに、背後に現れた悪霊を感じ取れたことで、背後だけでなく目の前にいる悪霊の気配も分かって来た。

			　背後に現れる悪霊は、アンナの言う通り背筋がゾッとする感覚で分かりやすく、その他の悪霊は、何となく嫌な感じがその場所からするといった、酷ひどく曖あい昧まいな感覚だった。

			「『生命力』を感じ取れれば、元の世界に戻ってもスキルなしで生物の気配を察知できるようになるぞ。まあ、その分周囲の木々や大地もあるわけだから、察知したい対象の気配だけを掴めるようにする訓練が必要になって来るがな」

			　マジかよ……素で達人と同じことができるようになっちゃったわけ？　俺は……。

			　おそらく、進化する前の俺なら不可能だったんだろうが、このスペックが高すぎる体のおかげで、こんな俺でも察知することができたのだろう。

			「『生命力』を体感できたなら、早速戦ってもらおうか。何、簡単だ。一つ一つの攻撃や魔法に『生命力』を流せばいいだけだからな」

			「お、おう……それで、『生命力』を流すにはどうしたらいいんだ？」

			「気合いだ」

			「ウソでしょ!?」

			　感覚論の次は精神論かよ！　マジで初心者に優しくないね！

			「いや、でも、こう……なんかあるんじゃない？　コツみたいなのがさっ！」

			「そう言われてもな……私はすぐにできたから何とも言えんな」

			「天才なんて大っ嫌いだー！」

			　チクショウ！　全然あてにならねぇじゃねぇか！　これ、本当に悪霊倒せるようになるんだろうか？

			「ジー」

			「おわっ!?　ちょっ……急に攻撃は危ないだろ！　怪我したらどうするんだ！」

			「ジー」

			「だから！　攻撃を！　ヤメテ!?　人を攻撃しちゃいけませんって教わってないのか!?」

			「……すごいねぇ。悪霊相手に道徳を説いてるよ……」

			　次々と飛んでくるレーザーを、俺はアクロバティックな動きで躱かわし続ける。

			　それを見て、父さんたちは何やら頷いていた。

			「そうかぁ……誠一は将来、スタントマンになりたかったんだな」

			「違うよ!?」

			「あら。それじゃあサーカスの人ね！」

			「どれもチガウ！」

			「ジー」

			「話してる間くらい待っててくれないかなぁ!?」

			「誠一殿……悪霊相手に何を求めているんだ……」

			　そりゃそうだ！

			　でも、今にして思えば、俺は両親に将来の夢を語ったことがなかった。

			　実際、地球では虐いじめられてたわけだし、そんなことを考える余裕さえなかったわけだけど、冷静に考えるとすごく寂さびしいな。

			　……もうありえない話だろうが、もし地球で生活してたなら、俺は将来何になりたかったんだろう？

			　昔の俺なら、正直何もできなかったと思うが、今の俺のままとなると話が変わってくる。

			　まあ、今すぐそれを考えるのも無理な話だな。

			「それより、本当にコツってないの？　このままじゃ俺ずっと避け続けなきゃいけないんだけど？」

			　変な体勢でレーザーを避け続けながらそう言うと、アベルとアンナがそれぞれの感覚を教えてくれた。

			「そうだな……だが、俺も気合っていうのはあながち間違いではないと思うぞ」

			「そうね。『生命力』っていうのは、生きている力なわけだから、気合もその一つに入るじゃない？」

			「とにかく、やってみるといい！　何、失敗しても俺たちが助けてやるさ！」

			「えぇ……」

			　困こん惑わくしつつも、確かに気合も生きてなきゃ意味がないなと変に納得した俺は、気合を入れてみることにした。

			「はああああああああああっ！」

			　気合を入れるというより、全身気張って、力を込めるような状態といったほうが正しいだろう。

			　――――とはいっても、こんなことで習得できたら苦労しな――――。

			「ジッ!?　ジ――――」

			「ジー！　ジ――――」

			　そう思った瞬間、俺の体からよく分からない力が爆発的にあふれ出た。

			　そして、近くにいた悪霊が驚きの声を上げた後、跡形もなく消し飛んだ。

			「は？」

			「おお、できるようになったか！」

			「まさか、攻撃に『生命力』を流し込むんじゃなくて、あふれ出た『生命力』の波動だけで消し飛ばしちゃうなんて……つくづく規格外だねぇ」

			　あははと呑気に笑うルシウスさんだが、俺はそれどころじゃなかった。

			　消し飛ばしたって、ナニ!?

			　オカシイでしょ!?　最初に戦ったときは簡単に俺の攻撃を跳ね返してたじゃん！　それがどうよ？　俺すらも分かってないような謎パワーで消し飛ぶってさぁ！

			　俺が内心で荒ぶっていると、アベルたちは冷や汗を流していた。

			「おいおい……トンデモねぇ『生命力』だな……」

			「ああ……それも、誠一の中に抑えられてた『生命力』があふれ出た結果……いわゆる有り余っている『生命力』の波動だけだぞ……」

			「確か、体の中に内包している『生命力』のほうが強いのよね？」

			「そうですね……体からあふれ出ているモノは、そんな『生命力』のなかでも不要となっている部分ですから、本来あそこまで多いはずもないですし、ましてやその波動だけで悪霊を消滅させてしまうなんて不可能に近いですよ……」

			「本当に人間なのか？　誠一……」

			　俺が一番聞きたいよ！

			　俺の体は予想以上の結果を生み出しすぎじゃない!?　どんどん人間離れしていってるよね!?

			　いや、ステータス的に考えれば、ありえない話じゃないけどさ！　それでもこれは酷ひどい！

			　何とも言えない感情に支配されていると、少し離れた位置で見ていたナチュリアーナさんが感心したように口を開いた。

			「はぁ……驚きました。誠一さんの体からあふれ出る『生命力』は、まさに自然のモノと大差がありません……」

			「そうなのですか？　私にはただ強大な『生命力』であることしか分からないのですが……」

			「それが普通ですよ。私は生前、お花屋さんをしていましたので、自然から受ける『生命力』には、人より敏感なのです。だからこそ、誠一さんの自然と変わらない『生命力』に驚いているんですよ」

			「なるほど……」

			　マリーさんとナチュリアーナさんが会話しているのを聞いて、ますますナチュリアーナさんの正体が分からなくなった。

			　お花屋さん？　本当にどこで俺と接点があるんだ？　マジで分からん……。

			「まぁ、誠さん！　聞きました？　誠一、自然と一緒なんですって！」

			「うむ、自然と一緒で、誠一はなくてはならない存在なんだな。さすが、俺たちの息子だな」

			「チガウ！　いや、息子だけども！」

			　そんな大げさな存在じゃございません！　ただの一般人ですって！　自信ないけど！

			「誠一殿。これで『生命力』を使った攻撃は理解できたかな？」

			「理解できたけど扱えねぇよ！」

			　悪霊に有効だってことはすごく分かったけど、これ普通じゃないんでしょ？　普通の扱い方を知りたいね！

			「そうか……なら、もう少し実戦を続けよう。何、今の誠一殿でも悪霊の王は倒せるさ」

			「それはそれで実戦続ける意味ある!?」

			　ツッコミどころしかないが、俺はゼアノスに従って、他の悪霊と戦いながら『生命力』を使いこなしていくのであった。

		

	
		
			誠一のいない学園

			　

			　デミオロスとかいうクソ野郎から、衝撃の事実を聞かされたオレ――――アルトリア・グレムは、不安で押しつぶされそうだった。

			　――――誠一が、死んだ。

			　その一言だけで、オレは頭のなかがグチャグチャになった。

			　頭が真っ白になって、どうすればいいのかまるで分からない。

			　そんなオレの様子を見て、目の前のクソ野郎は厭いやらしい笑みを浮かべた。

			「どうだ？　絶望したか？　だが、こんなものでは済まさないぞ……貴様らは、もっと絶望を――――」

			「それ以上口を開くんじゃねぇ！」

			「がへぇっ!?」

			「え？」

			　不意に、クソ野郎の顔面に蹴けりが入った。

			　蹴けりを入れた人物に目を向けると、鼻息を荒らげるアグノスが、腕を組んで立っていた。

			「テメェ、さっきはよくもやってくれたな！」

			「な、何を……」

			「だからしゃべるんじゃねぇ！」

			「ごふぁっ!?」

			　また、アグノスの蹴けりがクソ野郎の顔面に炸裂する。

			「き、貴様ぁ！　こんなことをして、覚悟はできてるんだろうなぁ!?」

			「ほう？　無様に這いつくばることしかできない相手に、どう覚悟をすればいいのだろうな？」

			　すると、今度は絶対零度の視線を遠慮なくクソ野郎にぶつけながら、ブルードがやって来た。

			「フン。あの教師は相変わらず規格外なようだ」

			「き、貴様……何と言った……？　この私に……魔神様の使徒である私に、何と言った!?」

			「聞こえなかったのか？　無様に地面に這いつくばり、泥を啜すするクソ以下の存在だと言ったのだ。聴力が退化して聞こえなかったというのなら、脳みそまで退化して俺の言葉すら理解できないのではないか？　だとすると、問答は無駄だな。俺の言葉が穢けがれる」

			　さっき以上に貶してねぇか？　それ。

			　ボロクソに言いまくるブルードは、相変わらず態度を変えることはなかった。

			　そんなブルードたちの態度に、クソ野郎は顔を真っ赤にして唾をまき散らしながら喚く。

			「黙れ黙れ黙れぇぇぇええええ！　貴様らの希望だったあの男は死んだ！　これが現実だ！　どうだ、怖いか!?　悔しいか!?　さあ、泣いて詫びろ！　そして今すぐこの拘こう束そくを解け！　そうすれば、ただ絶望するだけで許してやろう！」

			　オレたちの心を折るために、クソ野郎は誠一の死を強調してくる。

			　そのことに、オレが悔しくて唇を噛んでいると、アグノスたちはバカにしたようにクソ野郎を見下した。

			「はあ？　テメェ、アホだろ？」

			「…………は？」

			　クソ野郎は、アグノスたちの反応が予想外だったようで、間抜けな顔をさらす。

			「あの化物教師がこの程度で死ぬ、か……想像がつかないな」

			「コイツ……兄貴の実力を体感したんじゃねぇのかよ」

			「やめてやれ、アグノス。そこに転がってるモノは、あの教師の実力を目の当たりにしてなお、虚勢を張るしかできないのだ。哀れ以外の何ものでもないな」

			「あー、現実逃避ってやつか？　残念なヤツだな！」

			「な……な……！」

			　クソ野郎は、まるで気にしてないどころか、哀れに思われたことで、口をパクパクさせていた。

			　すると、他のＦクラスの生徒たちも、アグノスたちのもとにやって来る。

			「ホント、バカよね、アンタ。あの教師の化物さを体感してなお、自分の絶対性を疑わないなんて……。魔神教団ってのは、そんなバカしかいないわけ？　底が知れるわね」

			「それは言いすぎですよ～。でも、誠一先生が死んだってまったく思えないですよね～」

			「あの先生強すぎるんだよ！　本当に人間じゃないよね！　だからこそ、サリアさんたちが惹ひかれたのかもね！」

			「確かに。何せ、この完かん璧ぺきである私を、完かん璧ぺきに倒したのはあの人が初めてでしたし。今も、その冥界で強くなって帰って来る気さえします」

			「あー、分かる！　あの先生、ボクたちが予想できないような状況で帰ってきそうだよね！」

			　何と、Ｆクラスの生徒全員が誠一の死をまったく信じていなかった。

			　その光景は、オレだけでなく、ベアトリスさんも不思議に思ったようで、呆然としたまま訊きいていた。

			「どうして……どうしてみなさんは、そこまで誠一さんを信じられるんですか……？」

			　すると、アグノスたちは瞬時に声をそろえて答えた。

			『誠一先生だから』

			　答えでも何でもない、意味の分からない回答。

			　でも、その言葉にオレはハッとさせられた。

			　……そうだ。誠一は、いつでも笑顔で予想外の展開を引き起こしてきたじゃねぇか。

			　それに、誠一の恋人であるオレが、アイツのことを信じられないでどうする!?

			　徐々にオレのなかでも、誠一を信じる気持ちが確かとなっていく。

			　すると、サリアたちもやって来て、笑顔で言い切った。

			「そうだね、誠一なら大丈夫だよ！」

			「まったくだ。主様ならば、冥界を従えて帰って来るだろう」

			「……ん。誠一お兄ちゃんなら、大丈夫。きっと、いつも通りの笑顔で帰って来る」

			　ルルネの言葉はどうかと思うが、それでもみんな、誠一が帰って来るのを疑っていなかった。

		

	
		
			[image: p_245.jpg]
		

	
		
			「ベアトリスの姐さん！　ベアトリスの姐さんだって、助けられて分かっただろ？　兄貴のすごさを！」

			「それは……」

			「俺たちも助けてもらったけど、目の前で助けてもらったベアトリスの姐さんこそ、信じなきゃダメだぜ！」

			　アグノスの真っ直ぐな言葉に、ベアトリスさんは驚くと、やがて穏やかな笑みを浮かべた。

			「そう、ですね……なら、誠一さんがいつ帰ってきてもいいように、しっかりしないといけませんね」

			「その調子だぜ！」

			　アグノスが嬉しそうにそう言うと、ベアトリスさんは笑みを深めたまま言い放った。

			「なら、誠一さんの言いつけ通り、テスト勉強をしっかりしましょうね」

			「ノオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン!?」

			　アグノスはその場に崩れ落ちた。あー……なるほど。アグノスは勉強が苦手なタイプか。見た目通りだな。

			「ど、どうして!?　まだ校内対抗戦は続いてるッスよね!?　どうしてもうテストのことを!?」

			「普通に考えれば、この状況下で続けるのはほぼ不可能でしょう。できたとしても、また別の機会に延期じゃないですか？」

			「ウソォォォォォォオオオオオオオオオン!?」

			「ベアトリスさん。オレも手伝いますよ。まあ足手まといかもしれませんが……」

			「アルトリアさん……いえ、助かります！」

			　ベアトリスさんから、感謝の言葉を受けると、怒り狂った声が聞こえてきた。

			「貴様らあああああああああああっ！　このっ私を……！　無視しやがってぇぇぇええっ！」

			　その声に視線を向けると、目を血走らせ、オレたちを激しく睨にらみつけるクソ野郎の姿が。

			「貴様ら全員、無限の絶望に叩き落としてやる……！」

			　全身に力を入れ、バーナバス様の『封魔の光』から抜け出そうと足掻きだす。

			　すると、不意にブルードが、訝いぶかしげにクソ野郎を見たあと、何かに気付いた様子で、クソ野郎のある部分を確認していた。

			　そして……。

			「！　く……ククク……！」

			　ブルードは、突然、笑いを噛み殺した。

			「な、何がおかしい!?」

			　その様子に、さらにクソ野郎は怒り狂ったが、ブルードはその様子を冷徹に見下ろしていた。

			「おかしいさ。あまりのおかしさに、腹がねじ切れそうだ」

			「なんだとっ!?」

			「喚くな。教えてやろう。俺が何を見て笑っていたか……自分のステータスを確認するがいい」

			「な、何……？」

			　クソ野郎は、顔を顰しかめ、すぐにステータスを確認した。

			　そして――――。

			「………………………………………は？」

			　目を点にして、自身のステータスを眺めていた。

			　クソ野郎は、まるで信じられないといった様子で、何度もステータスを見直しては、激しく取り乱していた。

			「は？　は？　へ？　あ？　い、意味が分からない。意味が分からない!?　な、なんなんだ、このステータスは!?　わ、私のステータスは……？　私のステータスはどこに消えた!?　どこに行った!?」

			　あまりの取り乱しように、オレたちもさすがに不思議に思い、それぞれがクソ野郎にスキル『鑑かん定てい』を使用した。

			　すると……。
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			　種族：人間

			　性別：男

			　職業：クズ

			　年齢：28

			　レベル：０【固定】

			　魔力：０【固定】

			　攻撃力：０【固定】

			　防御力：０【固定】

			　俊敏力：０【固定】

			　魔攻撃：０【固定】

			　魔防御：０【固定】

			　運：この世の不運の塊【固定】

			　魅力：０

			《装備》

			　なし

			《スキル》

			　なし

			《魔法》

			　なし

			《称号》

			　世界を敵に回した者

			《所持金》

			　０Ｇ

			　

			　と表示された。

			　ありえないステータスだ。

			　ほぼすべてのステータスが『０』になり、運に至っては、『この世の不運の塊』と、よく分からないが、見るからに救いようのないモノに。ていうか、普通ならスキルとかまでは分からないのだが、なぜかクソ野郎のスキルや称号まで見ることができてしまった。

			　こんな存在が、魔神とやらの使徒なのか？

			　思わずそう思っていると、クソ野郎は首を激しく振る。

			「あ、ありえない……ありえないありえないありえないアリエナイ！　な、何かの間違いだ、そうだ、そうに決まってる！」

			　全力で現実逃避をするクソ野郎に対し、ブルードは悪魔のような笑みを浮かべ、クソ野郎の顔を覗のぞき込んだ。

			「そうか……信じられないか。そんな貴様に、もっといい知らせをくれてやろう」

			「へ、へ？」

			「立て」

			　ブルードは、クソ野郎を無理やり起き上がらせた。

			「さあ、見ろ。――――貴様の使徒の証とやらは、どこに行ったのかな？」

			「あ？」

			　すると仲間だった女に見せつけるようにしていた、胸元にあった使徒である証が――――消えていた。

			「あ……あ……なんで……？　何で？　何で何で何で何で!?」

			「実に残念だったな……貴様は、ただの人未満だ」

			　クソ野郎の頭を撫なでながら、実にいい笑顔を浮かべるブルードに、オレはゾッとした。

			　それはオレだけでなかったようで、アグノスたちも引いていた。

			　悪役逆転してねぇか……？

			　まあ、クソ野郎にされたことを考えると、同情する気さえ起きないが……。

			「お、おい……お前、少し怖いぞ……」

			「フン。俺は聖人君子ではない。あれだけコケにされ、痛めつけられたんだ。当然の行動だと思うが？」

			「いや、そうかもしんねぇけど……」

			「それに、俺自身は特に何もしていないが？　ただ、事実を教えたまでだ」

			「あ、そっか」

			　それで納得するのかよ!?

			　ブルードの行為だけでも十分ダメージを与えていると思ったのだが、イレーネだけはそう思わなかったらしく、首を振っていた。

			「ぬるいですね……この完かん璧ぺきである私が、最高の絶望を与えて差し上げますが？」

			　おい、イレーネ……まだ攻めるつもりかよ!?

			　思わずそうツッコんでいると、苦笑いしながらバーナバス様がやって来た。

			「まあまあ。気持ちは分かるが、そこまでにしておきなさい。これ以上は心が壊れかねんからのぅ……いや、もう手遅れか？　ホッホッホ」

			　バーナバス様も怖ぇよ！

			　オレ自身にも、怒りはある。それこそ、必死に理性を働かせねぇとぶっ飛ばしてやりてぇほどには。誠一を死んだとか抜かしやがったことは、とてもじゃねぇが許せねぇ。

			　でも、ここで手を出すのは悪手だってことも分かってる。コイツは、『魔神教団』ってヤツの実態を知るための重要な情報源だ。

			　だが、今回の事件で分かったが、とてもまともな団体じゃねぇ。

			　……そもそも、魔神ってのは何なんだ？　魔王とどう違うんだ？

			　とにかく、分からないことだらけだからこそ、このクソ野郎には役立ってもらわなきゃ困るのだ。

			　じゃなけりゃ……オレもどうなるか分からねぇからな。

			「さて、それじゃあ……コレはワシが預かる。ベアトリス君たちは、しっかり休みなさい。すぐに学園が始まることはないから、後処理が済むまで、それぞれ気分をリフレッシュさせるように。もちろん、実家に帰る時間も十分に与えるつもりじゃ。この場に来ていた親御さんたちには、一度事情を説明するが納得するまで時間はかかるじゃろうからのぅ……ではの」

			　そう言うと、バーナバス様はクソ野郎を引きずって行った。あと、仲間だった女にも声をかけて連れて行ったので、彼女からも情報を得るつもりだろう。情報源は多いに越したことはないからな。

			　でも……オレたち以上に、バーナバス様は大変だろう。

			　何といっても、今回の校内対抗戦には、自分の子どもたちの成長を見るために、各国の貴族たちが集まっていたのだ。

			　そんな中で、あの騒ぎが起こったのだから、説明をするとはいえ、非難の声や責任追及やらが待ち構えているだろう。本当に頭が上がらない……。

			　バーナバス様から休むように言われた後、ベアトリスさんたちはそれぞれ寮に帰って、オレたちも休むことになった。

			　バーナバス様が言った通り、すぐに学園内に休校の情報が回り、今日中に実家に帰ると決めた生徒もチラホラいた。おそらく、両親にいろいろ言われたのだろう。ヘタすれば、もう学園に来ないかもしれない。それだけ大きな事件だったのだ。

			　それにしても……誠一も誠一だ。

			　サリアたちは心配ないと言っていたし、オレも信じてはいるが、それでも心配なものは心配なのだ。

			　寮の部屋に帰って、ベッドに寝っ転がりながら、オレは誠一から貰った首飾りを眺め、そして左手薬指の指輪を撫なでた。

			「誠一のバカ……心配させやがって……」

			　小さくそう呟つぶやき、オレは枕に顔を埋める。

			　こんなにオレたちを心配させた誠一には、埋め合わせをしてもらわないとな。

			　それこそ、また……で、デートとか……してもらいたいな。

			　デートするなら、今度はどこに行こうかな？

			　この間とはまた違って、もっとオシャレ……してみようかな。

			　髪形もちょっと変えて……少しでも誠一に可愛かわいいって言ってもらいたい。

			「……フフフ」

			　その光景を想像して、思わず顔がにやけてしまう。

			　まさか、このオレが誰かに恋をするなんて思いもしなかった。

			　こうしてデートすることを考えてにやけたり、それこそ、き、キスだなんて……。

			　初めてのキスを思い出し、思わず唇を触ると、徐々に顔が熱くなる。オレは枕に顔を埋めたまま、ベッドの上で悶もだえるのだった。

		

	
		
			美紅（みく）

			読書とカラオケが趣味の大学生です。稚拙な文章ではありますが、読んでいただけたら幸いです。（二〇一七年五月現在）

			　

			イラストレーション

			Ｕ３５（ウミコ）

			一一月一七日生まれ、島根県出身。じゃがいも料理と夏の空が好きです。（二〇一七年五月現在）
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